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埼さい玉たま県某ぼう所しよ　大型ショッピングモール建設予定地




　飛び交う銃じゆう弾だん。

　渦うず巻まく爆ばく炎えん。

　破は壊かいと喧けん噪そうが埼玉の空に響ひびき渡る。




　完成間ま近ぢかであり、あとはテナントが入るのを待つだけだった大型ショッピングモール。

　既すでに建築作業自体は終わりに近く、一階から三階まで吹き抜けとなった野球場数個分の広さがあろうかという縦たて長ながの建けん造ぞう物ぶつの中では、所々内ない装そう作業が始まっている店てん舗ぽも見受けられる。

　そして現在、そんな未完成のモール内で、殺さつ意いと凶きよう気きの叩たたき売りが行われていた。




　──いやいやいや。




　周囲に銃じゆう声せいが響ひびき渡るその空間内で、物言わず走り抜ける影が一つ。

　閃せん光こうと爆ばく煙えんの合間を縫ぬう形で、それは純じゆん白ぱくのモール内に色濃い残ざん像ぞうを生み出していた。




　──どうしてこうなった？




　エンジン音の代わりに馬の嘶いななきを響かせる漆しつ黒こくのバイク。

　現実にはありえない動きで壁や天てん井じようすら走る異い質しつな存在だが、そんな奇き妙みような乗り物に跨またがる者──『首くび無なしライダー』こそが、現在この場で最も混乱している存在だった。




　──ええと、杏あん里りちゃんのお店に泥どろ棒ぼうが入ったのと……私が運び屋の仕事を再開した事……。




　自分に迫る銃じゆう弾だんを身体からだから湧わく『質量のある影』で受け止め、拉ひしやげた鉛なまりを床に投げ捨てながら、首無しライダーは考える。




　──今の私の状況、杏里ちゃんの件と本当に関係あるのか？

　──それと、もしかして八や尋ひろ君達も絡んでるのかこれ？




　頭の中に思い浮かぶのは、数年来の付き合いである古ふる道どう具ぐ屋やの店てん主しゆの女性と、最近知り合いになった高校生達の顔。

　しかし、まだ話が彼女の頭の中で繫つながらない。

　彼らは池いけ袋ぶくろで、少しばかり社会の裏側に踏み込んではいるものの、こんなアクション映画さながらの銃じゆう撃げき戦せんの領りよう域いきまでは踏み込んでいない筈はずだ。

　そもそも、闇やみ医い者しやと同居し、運び屋として非合法組そ織しきと関係を持ち、更さらには人間ですらない自分でさえ、このような『ドンパチ』に巻き込まれたのはここ20年でも数える程しかない。




　──誰だれがどこまで関わってる？　静しず雄おまで出で張ばったりしないよな？

　──また裏で臨いざ也やがなんかやってるんじゃないだろうな。




　ゴタゴタ、と聞いて最初に思い浮かぶ二人の知人の事を考えつつ、首無しライダーは飛ひ来らいする手しゆ榴りゆう弾だんを自らの手から伸ばした『影』で包み込んだ。

　くぐもった爆ばく音おんと共に影が一いつ瞬しゆん膨ぼう張ちようするが、その破は片へんなどが『影』の外に漏もれる事はない。

　日本という国の中では非日常極まりない状況の中、首無しライダーは存在しない頭の代わりに心を冷やしながら、極めて冷静たろうとしていた。




　──このゴタゴタした状況に絡んだのは、誰だれが一番先だったんだろう。

　──というか、私の仕事と杏あん里りちゃんのお店の泥どろ棒ぼう……一体どこで繫つながったんだ？




　状況を打だ破はする為ためのヒントを探すべく、ここ数日の事を冷静に思い返そうとする都市伝でん説せつ──セルティ・ストゥルルソンは、自分が想そう像ぞう以上に落ち着いている事を実感しながら、左側から撃うち込まれたサブマシンガンの弾だん幕まくを処しよ理りしていく。

　──流石さすがに、もう銃じゆう弾だんだの手しゆ榴りゆう弾だん程度じゃ焦あせりは無いな。前にヘリからの銃じゆう撃げきやアンチマテリアルライフルに撃たれた時も影で防げたという実績があるからな。

　包み込んだ影からポロポロこぼれ落ちる鉛なまり玉だまを後ろに見ながら、セルティは自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩を竦すくめた。




　──なるほど、これは人間から化ばけ物ものと言われても仕方ない。




　銃で狙ねらわれた事自体は過去に何度もあり、それらで自分が死ぬ事はないと理解している。もちろん、痛みは感じるので『影』で防ぐ事が前提ではあるのだが、周囲に巻き込まれそうな人間もおらず、見られたら不ま味ずいという禁きん忌き感かんも数年前のとある事件の際に消しよう失しつしている為、必要とあらば力を振るう事に対する忌き避ひも特にはない。




　──とにかく、これじゃ埒らちが明かない。全員影で押さえ付けるか？

　──だが、今どこかに隠かくれてる奴やつがいたらそのまま逃げるかもしれないな……まずはリーダーっぽい奴を探して押さえてから一気に……。




　──一気に……に……ニニニニニニニニニニニ……にに？




　そこで、思し考こうが一いつ旦たんフリーズする。

　黒煙を潜くぐり抜けて、モールの入口から別の影が飛び込んできた事に気付いたからだ。

　もちろん、それだけならば奇き妙みようには思っても思考が飛ぶような事はない。

　セルティにとって問題だったのは──

　その影の正体が、自分とは対たい照しよう的てきに、白を主体としたバイクだったという事だ。




　──な……ちょ……え？

　──なんで!?

　──なんでここに[image: びっくりまーくはてな]　埼さい玉たまだぞ!?




　左右から降り注そそぐ銃じゆう弾だんを影の傘かさで受け止めるも、それは半なかば無む意い識しきの動作だった。

　セルティはほんの数秒だけ思し考こうが銃を持った襲しゆう撃げき者しや達から完全に離れていたのである。




　セルティ・ストゥルルソン。

　池いけ袋ぶくろを根ね城じろとする、実じつ存ぞんする都市伝でん説せつ。

　影を自じ在ざいに操あやつる、不ふ死じ身みの首くび無なしライダー。

　銃弾の恐きよう怖ふすら慣れによって克こく服ふくした、まさに化ばけ物ものと呼ぶに相応ふさわしい強つわ者ものである。




　だが、そんな化け物ですら、いつまで経たっても慣れない恐怖の対たい象しようというものもある。

　多くの吸きゆう血けつ鬼きがニンニクや白しら木きの杭くいを怖おそれるように。

　狼おおかみ男おとこが生せい家かの鍵かぎを溶かして造った銀ぎんの弾だん丸がんを怖れるように。

　フランケンシュタインの怪かい物ぶつが孤こ独どくを怖れるように。

　首無しライダーにとっての恐そ怖れが、今まさに彼女の目の前に現れたのだ。




「いよう、派は手でにやってやがるな……化け物」

　その白バイ警官──葛くず原はら金きん之の助すけは、モール内の喧けん噪そうや立ち上る炎ほのおを確かく認にんしつつ、サングラスの下から双そう眸ぼうを鋭く光らせる。

「それで？　この騒動ドンパチは、どこまで手前てめえが原因だ？」




　自らの天てん敵てきである白バイ警官の言葉に対し、セルティ・ストゥルルソンは改めて自じ問もんの言葉を己おのれの心に投げかけた。




　──どうしてこうなった？
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数日前




　古こ物ぶつ商しよう『園その原はら堂どう』。

　池いけ袋ぶくろの都心部から少し離れた場所に、その店は存在していた。

　住宅の一階部分は店てん舗ぽ用に改築されており、道路に面したショーウィンドウには古めかしい雰ふん囲い気きの商品が並んでいる。

　あるいはそれは使い古された花か瓶びんであり、あるいは作者不ふ詳しようの掛かけ軸じくであり、あるいは真しん空くう管かんを利用したラジオであり──時代やジャンルとは関係なく、大おお凡よその人間から『古物』として認にん識しきされる商品がまんべんなく並べられている印いん象しようだ。

　そんな古こ風ふうな雰囲気の店構えではあるが、中にいる店員は、そうした空気とは裏うら腹はらに、まだ若い少女らしさを残した女性である。

　とはいえ、今時の若者という感じでもなく、どこか昭しよう和わめいた落ち着きを持ったその女性は古ふる道どう具ぐの数々と調ちよう和わを見せており、オカルトめいた言い方をするならば、まるで店に取り付いた付喪つくも神がみのようにも感じられた。

　まだ二は十た歳ちにも満たぬような年ねん齢れいだが、彼女──園その原はら杏あん里りはれっきとしたこの古道具屋の店てん主しゆであり、不ふ思し議ぎと周囲にそれを納なつ得とくさせる空気を醸かもし出している。




　そんな若店主が、店に入ってきた少年に向かって柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべて頭を下げた。

「いらっしゃいませ。……ええと、三み頭ず池ち君、ですよね」

　店主の言葉に、客である少年は驚いたような顔を向ける。

「覚えていてくれたんですか」

「ええ、あのラジオ、使い勝がつ手てはどうですか？」

「はい、お陰様で、部屋が落ち着いた感じになりました」

　少年──三頭池八や尋ひろは、まだこの店に来るのは二度目であった。

　何か部屋に置くテレビのようなものが安く買えないかと思い、来らい良ら学園の卒そつ業ぎよう生せいが経営しているというこの古こ物ぶつ商しようを訪れ、結果として年代物のアンティークラジオを購こう入にゆうしたという経けい緯いがある。

　古い店に高校を卒業したばかりの店主というのも不思議な組み合わせだと八尋は思った。

　聞くところによると、元々彼女の亡なくなった両親が経営していた店を、自立すると同時に資格などをとって再開させたらしい。

　卒業してすぐに店を構えるなど本当に凄すごい事だと、八尋は尊そん敬けいの念を持って店主である来良学園の先せん輩ぱいの姿すがたを見ていた。

　そんな店主に名前を覚えられていた事に驚きを感じていると、彼女はクスリと笑いながらネタバラシをする。

「竜りゆうヶが峰みね君から、色々と聞いてますから」

「竜ヶ峰って……図と書しよ委員長のですか？」

「凄く優ゆう秀しゆうな図書委員の後こう輩はいができたって、嬉うれしそうに話してましたよ」

「竜ヶ峰先輩と知り合いなんですか？」

　そう尋ねる八尋に、店主である杏里は虚こ空くうに視線を送り、過去を懐なつかしむように答えた。

「同級生だったんですよ。今でも、大だい事じな人です」

　どこか含みをもたせた言葉。

　八尋は何かあるのかもしれないと考えたが、それをストレートに聞くのは失しつ礼れいだろうかなどと言葉を返すのをためらった。

　すると、そんな彼の心の内を代だい弁べんするかのように、八尋の後から店に入ってきた少年が口を開く。

「えっ？　なんすかなんすか、もしかして竜ヶ峰先輩と付き合っちゃったりしてるんすか？」

「久く音おん、ストレート過ぎるよ」

「お、お前にそういう事を言われる日が来るとはな……」

　露ろ骨こつにショックを受けたような顔をしたのは、八や尋ひろの同級生の琴こと南なみ久音だ。

　緑みどり色いろに染めた頭とう髪はつが、古こ色しよくめいた店内の中で一ひと際きわ浮き上がっている。

　すると、そんな彼の後ろから現れた三人目の客が無表情のまま辛しん辣らつな言葉を口にする。

「八尋君だから言ったんじゃない？　正直、私は凄すごく引いたけど、わざわざ琴南君の将来を考えて忠告しようなんて考えなかったと思う」

「……姫ひめ香かちゃん、もしかして俺おれのこと嫌きらい？」

「そんなことないよ。好感度でいうなら、街を歩いてる人達と同じぐらいかな」

「はい興きよう味みない宣せん言げん入りましたー」

　おどけた調子の久音に、少女は追い打ちじみた言葉を投げかけた。

「無関心とは違うよ。良い所と悪い所が半々だからプラスマイナスゼロになってるだけ」

　淡たん々たんとした調子で語る少女──辰たつ神がみ姫香の言葉に、久音は冷ひや汗あせを額ひたいに滲にじませた。

「いや……そんなこと冷静に言われても」

　そんな久音の肩をポンと叩たたきながら、真顔で頷うなずく八尋。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、久音。これから良い所を増やそう。俺も一いつ緒しよに増やせるように頑がん張ばるよ」

「何を頑張るんだよ何を！　何をどう頑張りゃいい人になれるんだっての！」

「……」

　久音のツッコミに対し沈ちん黙もくした八尋だが、数秒の間をおいておもむろに口を開いた。

「……倫りん理りの授業とか……？」

「おう……これまたリアクションに困る普通の答えが返ってきたなオイ……」

「普通？　本当に？　良かった……」

「ホッとした顔するな！　ああもう、お前は本当に調子狂うな！」

　半分涙なみだ目めになりながら言う久音だったが、彼は視し界かいの隅すみで店主の女性が穏おだやかに微笑ほほえんでいる事に気付き、話を逸そらすように改めて問い質ただす。

「まあまあまあ、そんなことよりどうなんすか店長さん！　結局のところ、竜りゆうヶが峰みね先せん輩ぱいと付き合ってるんすか？」

　そんな少年に対し、杏あん里りは少しだけ考えた後に答えた。

「それは……内ない緒しよです」




　その後、様々な物を購こう入にゆうして帰った高校生達。

　杏里はそんな彼らの事を思い返し、やはり過去を懐なつかしむように微笑んだ。

　──なんだか、思い出すな……帝人みかど君や紀き田だ君と会ったばかりの頃ころを……。

　かつての自分達と今の高校生たちを重ね合わせながら、杏里は静かな日常を送る幸せを嚙かみしめる。

　古ふる道どう具ぐ屋やの経営も楽な事ばかりではないが、それでも、かつて自分が欲していた『居場所』を手に入れられた事に確かな喜びを感じていた。

　数年前から続く池いけ袋ぶくろでの数すう奇きな運うん命めい。

　首くび無なしライダーという『非日常』を軸じくとしたその大きな流れの前に、来らい良ら学園の後こう輩はい達が自分と似たような運命をたどる予感を覚えながら、杏あん里りはただ、彼らの歩む道の安あん寧ねいを心から祈ることにした。

　一方で、彼女は自分の生活の安寧についてはそこまで強く祈らない。

　曰いわくだらけで因いん縁ねんに満ちたこの店を受け継つぐと決めた時から、多少の波風は覚かく悟ごの上であり──何より杏里は、その波風こそが自分と多くの人々を繫つなぎ止める腕のようにも感じていた。




　確かに、園その原はら杏里の数奇な運命は、まだ続いていると言えるだろう。

　それを証しよう明めいするかのように──

　店の扉とびらが静かに開かれ、新しい『波風』がその姿すがたを現した。




「いらっしゃいませ」

　来店した客に対し、杏里はいつもと同じようにカウンター内からお辞じ儀ぎをする。

　だが、その奇き妙みような来客──顔面に包ほう帯たいを巻き、その上から眼鏡めがねを掛けていた若い男は、店主である杏里の挨あい拶さつに応こたえる事もなく、店内に他の人ひと影かげがない事を確かく認にんしてから口を開いた。

「あんたが、園原杏里か」

「？　はい、そうですけれど……」

　見覚えのない男が自分の名前を呼んだ事に首を傾かしげる杏里。

　そんな彼女に、男は淡たん々たんとした調子で、自分の望む『商品』の名を告げた。




「……『罪さい歌か』を売って欲しい」

　罪歌。

　その単たん語ごを聞いた瞬しゆん間かん、杏里の表情が笑顔から困こん惑わくの色に塗り替えられた。

　訝いぶかしみながら沈ちん黙もくする彼女に対し、客の男は淡々と商談の続きを口にする。

「金は……とりあえず五百万までは出す用意がある」

　そのついでとばかりに、男は自分が『罪歌』の本質を知っていると示す言葉を付け加えた。




「なんなら、俺おれを斬きって『子』にするだけでも構わない」





♂♀






同日　夜　川かわ越ごえ街かい道どう沿い　新しん羅らのマンション




『働こうと思う』




　そんな事を言い出した同居人──セルティ・ストゥルルソンに対し、部屋の主あるじである岸きし谷たに新羅が首を傾かしげた。

「セルティ？　突とつ然ぜんどうしたのさ？　アルバイトはもうやってるじゃない。あの、ほら、高校生がやってる便べん利り屋やみたいなの」

　彼女は現在、琴こと南なみ久く音おんという少年が主しゆ催さいしている『スネイクハンズ』という便利屋のアルバイトのような事をしている。

　滅めつ多たに仕事があるわけではないが、それでもどうやって高こう報ほう酬しゆうの仕事を見つけてくるのか、久音の紹しよう介かいする仕事は実み入いりが多く、食費がかからないセルティにとっては十分な生活費の足しになっていた。

『そのアルバイトだけじゃなく、運び屋の仕事を本格的に再開しようと思うんだ』

「そんなセルティ！　働いたら負けだよ！」

　悲痛な叫びをあげてガシリとしがみついてくる新羅を引き剝はがしながら、新羅にスマートフォンの画面で冷静に反論する。

『誰だれが何に負けるんだ』

　至し極ごくもっともな意見に対し、新羅は正直に己おのれの心を叫び返した。

「僕が現実にだよ！　働きに出たセルティが家にいないっていう寂しさに、僕はどうやって勝てばいいのさ！」

『コンティニューでもしてろ』

　駄だ々だをこねる新羅に呆あきれながら文字を綴つづるセルティ。

　そんな彼女に手を伸ばしながら新羅が更さらに言った。

「じゃあ、コンティニューする為ためにはクレジットをチャージしないとね！　セルティを一回抱きしめればそれだけで僕は気分満点万まん札さつ両りよう替がえ、人生残ざん機き無限大だようべふっ」

『わけのわからない事を言いながら抱きつこうとするな！　……とにかく、久し振りに運び屋の仕事を再開するのには理由があるんだ』

　改めてソファに座るセルティに、新羅は絨じゆう毯たんの上に正せい座ざしながら相あい対たいする。

「いいよ、聞こうじゃないかセルティ。どんな理由だろうと難なん癖くせをつけてみせるよ？　お金で解決する問題なら、僕が立て替えるから問題ないからね！　貨か幣へい制度の社会においてお金の力は偉い大だいだよ！　世の中はお金さ！」

『お前……よく恥はずかしげも無くそんな事言えるな……』

　呆あきれるセルティに、新しん羅らは堂どう々どうと目を輝かせて語り始めた。

「セルティの前で今さら建たて前まえとか恥ずかしいじゃない。あ、でも、これだけは言っておくよ？　確かにお金は重要です。でも一番じゃありません！　一番大事なのはセルティです！　もちろん二番目もセルティ！　三番目も四番目も……ええい、もってけ泥どろ棒ぼう！　五番目までセルティだ！　世の中セルティだよ！　地じ獄ごくの沙さ汰たもセルティ次第、人間万ばん事じセルティの世の中さ！」

『……自分で言ってて、その日本語理解できてるのか？』

「ああ、世の中の一番目から五番目までがセルティだなんて夢みたいだ。まさしくセルティがいるだけで僕にとっては『五ご穀こく豊ほう穣じよう』と言うに相応ふさわしい状態だよ！　セルティ一人で五つの味が楽しめるって事だよウフフもごががが」

『すまない、そろそろ気き色しよく悪い』

　大だい分ぶ譲じよう歩ほしたセルティだが、流石さすがに話が進まないと判はん断だんし、新羅の口を影で造った猿さるぐつわで抑え込んだ。

「もががもごご？」

『いいから黙だまって聞いてくれ』

　正せい座ざしたまま手足も縛しばられ、時代劇の罪ざい人にんのような格かつ好こうになった新羅に、セルティはゆっくりとここ数ヶ月考えていた事をスマートフォンの画面に打ち込み始めた。

『私自身は、世せ間けんにどう思われていても構わない。新羅に迷めい惑わくさえかけなければいいと思ってるんだ。それは変わらない』

「もご……」

『しかし、半年休んでる間に世間は変わった。20年以上この池いけ袋ぶくろで暮らしているが、人の価か値ち観かんも街の色も目まぐるしく変わってる。例えば……ほら、ダラーズだの黄こう巾きん賊ぞくだのからまだ数年しか経たってないのに、街からはカラーギャングだのなんだのは綺き麗れいに消え去ってて、もう、過去の遺い物ぶつみたいになってるだろう？』

「もごもも、もうもう」

　漆しつ黒こくの猿ぐつわをつけたまま頷うなずく新羅を見て、セルティは更さらに続ける。

『山奥で隠いん者じやのように暮らすなら別に関係ないとは思うが、私はこのまま街の価値観から置き去りにされて、色々な人達と……人間そのものと感覚がズレていく事が嫌いやなんだ』

「もごご」

『こんな事を言うと「信念が無い」とか「周りに流されるだけ」と言われるかもしれない。でも、自分の中に確固たる信念がないわけじゃないんだ。私の望みは、新羅、お前とそれなりに幸せになる事だ』

「もごごごっ!?」

　唐突なセルティの言葉に、新しん羅らは身体からだをビクリとさせて歓かん喜きに満ちた声を上げようとするが、猿さるぐつわをされた状態で興こう奮ふんしているという変へん態たい的な光こう景けいとなるだけだった。

　セルティはそんな様よう子すの新羅をサラリと無視し、自分の言葉を更さらに続ける。

『私は新羅を幸せにしたいし、私も新羅と一いつ緒しよにそれなりに幸せになりたい。……まあ、それにはまずお前に闇やみ医い者しやという非合法な仕事を辞やめさせるというのが一番早い気がするが、それはもう今さらだし、辞めた所でお前がまともな仕事につけるとは思わないから諦あきらめてはいる。ただ、麻ま薬やくとかそういう方向に手を出さないでくれればいい』

「もご！　もご！」

　力強く頷うなずく新羅。

　もっとも、それに関してはセルティは半分安心はしていた。

　粟あわ楠くす会かい幹かん部ぶの赤あか林ばやしが大の麻薬嫌ぎらいである事を知っている為ため、もしもそんなものに手を出そうものなら幸せ云うん々ぬん以前にまず命が危ない。新羅もそれを理解している筈はずである。

『まあ、もしもお前が捕つかまったらちゃんと刑けい務む所しよから出るまで待ってやるさ』

「もごご……えうえぃ……」

『まあ、早い話がリハビリさ。丁ちよう度ど昨日きのう、前に仕事を受けた人から会いたいっていうメールを受け取ってたんだ。良い機き会かいだから街の様子を肌はだで感じてくるよ』




　その後、拘こう束そくを解いた瞬しゆん間かんに「セルティ！」と叫んで抱きつこうとして来た新羅を適当にあしらいつつ、セルティは約束の時間に間に合わせるべくマンションを出る事にした。

　地下駐ちゆう車しや場じようでシューターに跨またがりながら、ふと考える。

　──とはいえ、私の仕事もカタギとは言えないしな……。普通に道どう交こう法ほうを違反してるし……。

　天てん敵てきである白バイ警官の事を想そう像ぞうし、セルティはブルリとその身を震わせた。

　──……仮に私が警察に捕まったらどうなるんだろう？

　──研究対たい象しよう……。実験施し設せつ……アメリカとの取引……エリア51……。

　──エリア51……!?

　──う、宇う宙ちゆう人じんと鉢はち合あわせになったらどうしよう……！

　リトルグレイや爬は虫ちゆう類るい型、精神生命体から珪けい素そ生物型まで様々な姿すがたの宇宙人を想像しながらカタカタと震え続けるセルティ。

　自分の想像が生み出した恐きよう怖ふを払ふつ拭しよくせんと、彼女は黒バイクのハンドルを強く握り締しめ、夜の川かわ越ごえ街かい道どうを走り始めた。

　その先で受ける仕事の果てに、何が待ち受けているのかも知らずに。





♂♀






翌日　朝　八や尋ひろのアパート




『──そんなわけで、数日はスネイクハンズの方の仕事は受けられないんだ。琴こと南なみ君にも伝えてあるから大だい丈じよう夫ぶだと思うけれど』




　日が高く昇り始めた空の下、そんなメールをセルティから受け取った八尋は、文面を見ながらアパートの壁に背をもたれかけていた。

「街と自分がズレてる気がする、か」

　律りち儀ぎにも運び屋の仕事を再開するという事に対して、そんな事情までを事細かく書いてきたセルティのメールをじっくりと読み込んだ八尋は、自分の過去に思いを馳はせる。

　彼女の抱いていた想おもいは、幼い頃ころから自分を縛しばり付けていた不安と共通していたからだ。




　──ボクは、みんなと違う？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　──ずれている。

　──俺おれは、普通じゃない？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　──ずれている。

　──違いたくないのに。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　──ずれている。

　──俺は、みんなと一いつ緒しよにいてもいいの？




　思えば、そんな事ばかり考えていたような気がする。

　そして、実際にズレていた。

　当時は理り不ふ尽じんだと感じていたが、この池いけ袋ぶくろに来て、家族以外の色々な人達と出会うようになってから、やはり自分の方がおかしかったのだとある程度納なつ得とくしている。

　──それでも、みんなもやり過ぎだったと思うけど……。

　釘くぎバットで全力で殴なぐられたり、後ろからトラックで撥はねられたりと、明らかに子供の喧けん嘩かという範はん疇ちゆうを大きく超える仕打ちを受けてきた。

　だが、今思うと、そこまで周囲の悪意を引き上げてしまったのは自分だったのだろうという事も理解はしている。

　もっとも、それに関しては理解はできても納得はできない所ではあるのだが。

　実際、今過去に戻ってもう一度人生をやり直せると言われても、上う手まく立ち回れる姿すがたがまったく思い浮かばない。自分に最初に突っかかってきたガキ大だい将しように虐いじめられるがままにしておけば良かったのだろうか？

　そんな話を久く音おんにすると、彼は肩を竦すくめながらこう言った。

　──『んなもん、適当にあしらえばいいんだよ。そういう連れん中ちゆうは大たい抵ていバカだからさ、殴なぐられない程度に適当におべっか使って、なんか虐めとか受けたら、舐なめられない程度に適当に喧けん嘩かして相手が泣いたらハイお終しまい、って感じでさ。俺おれならともかく、お前ぐらい強かったらできるだろ？』

　と言っていたが、それは無む理りだと八や尋ひろは思う。

　自分にはその『適当に』という感覚が抜けているのだと。

　どの程度やれば相手の気が済むのか、どこからやり過ぎになってしまうのか、どうやら自分は、その調ちよう整せいが壊かい滅めつ的に下へ手た糞くそらしい。

　それこそが自分の世せ間けんとの『ズレ』なのだろうと考えると、セルティがメールで言っていた事は至し極ごく真まっ当とうな事であり、何よりも重要であろうと八尋は考え、更さらにはそれを克こく服ふくしようと考える首くび無なしライダーを尊そん敬けいすらしていた。

　──俺も、何かしないと……。

　──もっともっと、『スネイクハンズ』の仕事を頑がん張ばらないと。

　果たして半分街の裏側に足を踏み入れている『スネイクハンズ』の仕事で世間とのズレが調整できるかどうか、八尋の頭にはそんな疑念が浮かぶ事すらなかった。

　──姫ひめ香かちゃんや久音に迷めい惑わくを掛けないようにして、変な奴やつだと思われないようにする。

　──うん、まずはそれを目もく標ひようにして頑張ろう。

　自分の状況の異い質しつさに対しても鈍どん感かんな彼にとって、久音や姫香、セルティといった僅わずかな人じん脈みやくこそが、この街とのズレを食い止める最後の綱つなだと言えた。




　すると、その数少ない人脈の一つである男が、八尋に声を掛けてきた。

「よう、八尋。待たせたな」

　アパートの管理人の弟、渡と草ぐさ三さぶ郎ろうである。

　大型のワゴン車を所有しており、受験の時などに何度か車を出して貰もらって世せ話わになっていた。

「悪いな、日曜の朝から手伝わせちまって」

　そんな事を言いながら、三郎は手にしていたバケツと雑ぞう巾きんを八尋に渡す。

「まあ、仕上げのワックスとかは俺が全部やるから、下回りを整備する時の道具の受け渡しと、水洗いだけ手伝ってくれや」




　これもまた、簡単なアルバイトのようなものだった。

　園その原はら堂どうに寄って帰ったところ、三郎から『あとでちょっと車の整備と洗車を手伝ってくれ。飯めし代だい程度なら出せるから』と、頼まれたのである。

　八や尋ひろは人から何か仕事を頼まれる事が嬉うれしく、二つ返事で引き受ける事となった。

「しっかしなあ、未いまだに信じられねえよなあ。お前がセルティとかと知り合いで、静しず雄おとまともに殴なぐり合ったなんてなあ」

「……いえ、平へい和わ島じまさんには一方的にやられましたよ？」

「噓うそつけ、俺おれも後から知って例の動どう画が見たけどよ、お前、あれ、かなり善ぜん戦せんしてたぞ？　静雄相手に３秒以上持つ奴やつなんて、池いけ袋ぶくろじゃ殆ほとんどいねえ。ましてやまともに喧けん嘩かの形になるのなんて、サイモンと……あと、臨いざ也やって奴がいたが、最近姿すがた見ねえなそういえば」

　あくまで世せ間けん話ばなしの一いつ環かんとして語る三さぶ郎ろうに、八尋は無表情を装よそおいながらも感かん激げきしていた。

　先週の連続通とおり魔ま事件の際に三郎に自分の正体がばれてしまい、敬けい遠えんされるか、最悪の場合アパートを追い出されるのではとドキドキしていたのだが、どうやら彼は自分の姉兄達にも告げていないようで、割と普通に接してくれている。

　それが、周囲から化ばけ物もの扱いされて育ってきた八尋にとっては何よりも嬉しかった。

「……三郎さんは、俺の事、危ない奴だとか思わないんですか？」

「なんでだ？　礼れい儀ぎ正しい良い奴だと思うぜ？　……ああ、そりゃまあ、こないだみたいに通り魔みたいなのにつっかかっていくのは危ねえとは思うが、俺も割と学生時代は向こう見ずだったからな。反省して器うつわがでかくなったってわけでもねえから、説せつ教きようする権利はねえよ」

「いや……というか、俺の事が、怖こわくないんですか？」

「？　……ああ、そういう話か」

　得とく心しんがいったとばかりに頷うなずくと、三郎は呆あきれながら八尋の疑問に答える。

「おいおい、俺が何年あの静雄やセルティと同じ街に住んでると思ってるんだ？」

「……ですよね」

　何よりも説得力のある言葉に、八尋は安あん堵どの息を漏もらす。

「でも……静雄さんはやっぱり街の人に怖がられているんですか？」

「ああ……大半の奴にはな。そりゃ、電でん柱ちゆう引っこ抜いて振り回してくるような奴を『怖がるな』って言うのは無む理りだろ。でもまあ、実際に話してみると怒らせさえしなきゃまともな奴ってのは解わかるからな。俺も門かど田たの旦だん那なを通して実際話すまでは半はん信しん半はん疑ぎだったけどよ。まあ、解ってる奴は解ってるから、そこまで気き遣づかったり同情したりする必要はないと思うぜ？」

　そして、渡と草ぐさは大きな溜ため息いきを吐きながら言葉を続けた。

「第一、そういう意味でのヤバさだったら、狩かり沢さわと遊ゆ馬ま崎さきの方が遙はるかにアレだしな……」

「狩沢さん達が？」

　首を傾かしげて尋たずねる八尋。

「ああ、お前はまだあいつらの本性を……いや、まあ、付き合ってりゃそのうち解るさ。あんまり近づけたくはなかったが、仲良くなったもんはしょうがねえ」

　ワイパー回りを丁てい寧ねいに洗いながら、渡と草ぐさは少し疲れたように肩を落とした。

　すると、そこで何か思い出したとばかりに声の調子を変える。

「そういや、八や尋ひろも狩かり沢さわ達もなんかこないだが初しよ対たい面めんだと勘かん違ちがいしてたっぽいけどよ、お前、狩沢達と数ヶ月前にも一回この車の中で会ってるぞ？」

「えっ？」

「ほれ、受験の時に車出したろ？　その時、後部座席でなんか騒さわいでる奴やつらいたろ？」

「……あっ！」

　──思い出した。

　──確かに、あの時後部座席でずっと漫まん画がの話をしてる人達がいたけど……。

　──あの人達、狩沢さんと遊ゆ馬ま崎さきさんだったのか……。顔をよく見てなかったから気付かなかった……。

　──いや、そもそもあの時は三さぶ郎ろうさんの顔すら良く覚えてなかったけど……。

　受験に対する緊きん張ちようで、後部座席にたまたま乗り合わせていた同乗者の顔を覚える余よ裕ゆうが無かったのだが、それは言いい訳わけだろうと考えた八尋は困ったように渡草に尋たずねた。

「どうしましょう。俺おれ、初対面だと勘違いして『はじめまして』って……。凄すごく失しつ礼れいな事をしちゃったんじゃ……」

「あぁ、向こうも気付いてないっぽかったからいいんじゃね？　まあ、あいつらの方も漫画じゃないリアルな人間の顔とか覚えるの苦にが手てだからな……」

　そして渡草は、再び大きな溜ため息いきを吐きながら件くだんの二人について一つだけ愚ぐ痴ちを零こぼす。

「……あいつらもよお、長い付き合いだが、この車のドアの件だけはな……」

　そう言った渡草の視線は、バンの片面のドア、そこに貼はられたアニメか何かのキャラクターを描いた巨きよ大だいステッカーに注そそがれていた。

「いつもいつも、俺の隙すきを見て貼り付けて、気が付いたらまた別のに貼り替えてやがる……」

「剝はがさないんですか？」

「……まあ、色々借りとかもあってな……この一面だけはあいつらの自由って事にはさせてるが……くそ、どうせ痛いた車しやにするなら、俺だって聖ひじり辺べルリちゃん一色の車にしたいのによ……」

「しないんですか？」

　聖辺ルリとは、モデルや女じよ優ゆう業ぎようもこなす、押しも押されぬ人にん気きアイドルである。

　三郎はファンクラブの幹かん部ぶを務めているそうで、八尋に話す日常会話の半分が聖辺ルリ絡みの事だといってもいい程だ。

　映画好きの八尋もまた、特とく殊しゆメイクアーティスト時代から聖辺ルリを知っており、それなりにファンでもある。

　最初にルリの話が出た時に「素す敵てきな人ですよね、聖辺ルリさん」と言ってからというもの、三郎にはよくファンクラブに誘われていた。

　もっとも、三さぶ郎ろうの熱意を間ま近ぢかで見ている為ために『自分などがファンクラブ会員などおこがましい』と感じて遠えん慮りよし続けているのだが。

　実際、そんな渡と草ぐさが車をルリの痛いた車しやにしない事が不ふ思し議ぎであったのだが、渡草はそんな八や尋ひろの問いに首を振った。

「肖しよう像ぞう権けんの問題とかもあるが、流石さすがに自分の顔を貼はり付けた車が走り回ってるのはルリちゃんが嫌いやがるかもしれないからな……。遊ゆ馬ま崎さきの奴やつは『じゃあルリちゃんが声をあてた漫まん画がのキャラで埋め尽くしましょう』とか言ってきて、それには少し心が惹ひかれたんだが……」

　そして、渡草は窓を拭ふきながら車の後部までやってきて、リアパネルを洗っていた八尋の横に立ってある一点を指差した。

「まあ、俺おれはルリちゃんも車も好きだからよ。だからこうして、ささやかに車を飾るだけで十分ってわけだ」

　そこには、『聖ひじり辺べルリ命いのち』という文字と共に、聖辺ルリをディフォルメ化したと思おぼしき公式マスコットキャラのステッカーが貼られている。

「最近やっと納なつ得とくのいくステッカーができてな」

「自作なんですね……」

「おう、このステッカーを通して、いつでもルリちゃんの魂たましいの一部が車の中にいると思うと、運転も自然と気合いが入るってもんだ。このステッカーだけは遊馬崎達にも絶対弄いじらせねえ。落書きとかしやがった奴やつは首しゆ都と高こうの環かん状じよう線せんを百周引きずり回してやる……」

「……」

　ゾクリ、と、八尋の背中を寒さむ気けが走り抜けた。

　生せい来らいの憶おく病びようさを備えた八尋の本能が、彼に一つの事実を伝えたのである。

　この男の言っている事は、冗じよう談だんなどではなく本気であると。




「しかし、マジで悪いな。せっかくの休みに手伝わせちまって」

　数分後。仕上げのワックスがけを始めた渡草が、上じよう機き嫌げんに笑いながらそんな事を言った。

「いえ、暇ひまでしたから」

「暇ねえ。まあ、来らい良らは私立だから完全週休２日ってわけでもないんだろ？　手伝わせてる俺が言うのもなんだが、休みの日は有ゆう意い義ぎに使った方がいいぜ？　本当ならルリちゃんのコンサートにでも連れてってやりたい所だが、悪いな、特等席は俺でも自分の分ぐらいしか手に入らなくてよ……待てよ……カズターノに頼めばあるいは……だがなあ……」

「いや、お構いなく。聖辺ルリさんは、テレビや映画で観るだけでも素す敵てきだと思いますから」

　何かブツブツと言い始めた三郎に対し、建たて前まえや機嫌取りではなく、聖辺ルリへ素直な感想を伝える八尋。

　その言葉が気に入ったのか、渡草はリズミカルにワックスをかけながら大きく頷うなずいた。

「そうだろうよそうだろうよ、ルリちゃんの可愛かわいさは映えい像ぞう越ごしでも神こう々ごうしさを感じるからな！　だけどな、やっぱり生なまで観みると違うぜ？　もう天てん使しとかそういうのを通り越して、俺おれの世界を生み出してくれる創そう造ぞう神しんって感じだ。心のガソリンなんてもんじゃねえ、油ゆ田でんそのものだぜ」

　──ああ、やっぱり三さぶ郎ろうさん、狩かり沢さわさんや遊ゆ馬ま崎さきさんの友達なんだな。

　熱く語る言葉の中から、どこか件くだんの二人と通じるものを感じた八や尋ひろは、そこまで熱くのめり込めるものがある事を羨うらやましく思いつつ、もう少しだけ聖ひじり辺べルリについて語る事にした。

「……なんていうか、聖辺ルリさんって、凄すごく浮うき世よ離ばなれしてるのに、どこか親しみを感じて好きですよ、俺」

　すると、渡と草ぐさはそこで一いつ旦たんワックスの手を止め、顔を輝かせて八尋を見る。

「おお、解わかってるな、お前！　そうだよ、ルリちゃんのあの神しん秘ぴ的な雰ふん囲い気きを『近寄り難くて不ぶ気き味み』なんて抜かす奴やつらもいるが、ルリちゃんのミステリアスな空気をただ拒きよ絶ぜつする事しかできないなんて本当に憐あわれな連れん中ちゆうだぜ！」

「近寄りがたい……」

　八尋としては『自分と似た雰囲気を纏まとっている』という意味合いも込めての『親しみがある』という物言いだったのだが、流石さすがに『彼女、俺と似てる気がします』と渡草の前で言う事は八尋の憶おく病びような本能が全力で押し止とどめていた。

　──やっぱり、近寄りたくないって思う人もいるんだ。
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　自分が言われたわけではないが、あれほどのアイドルでも敬けい遠えんされる事があるという事実を前に、八や尋ひろは『聖ひじり辺べルリさんですらそうなら、俺おれなんかはどうなる？』と気落ちする。

　大きな溜ため息いきをつきかけたところで、八尋の耳に軽快な音楽が響ひびいた。

　その聖辺ルリも出演している『吸きゆう血けつ忍にん者じやカーミラ才さい蔵ぞう』シリーズのメインテーマ。それが自分の携けい帯たいから鳴り響いている事に気付き、「ちょっとすいません」と渡と草ぐさに断ってから携帯を取り出す八尋。

　すると、画面にはメールの到とう着ちやくが示されており、送り主は琴こと南なみ久く音おんと書かれていた。

　──久音からだ。

　──なんだろう？

　また『スネイクハンズ』の仕事が入ったのだろうかと思ったが、そちらのアドレスではなく久音個人用メールからの着ちやく信しんとなっている。

　八尋は深く考えずにそのままメールを開いたが──次の瞬しゆん間かん、思わず声を上げてしまった。

「……えっ」

「？　どうした？」

　ワックスの仕上げに取り掛かりながら、渡草が尋たずねた。

　八尋は目を僅わずかに泳がせながら、メールで今しがた知った情報を口にする。

「園その原はら堂どうっていう、友達と良く行く古ふる道どう具ぐ屋やさんに……泥どろ棒ぼうが入ったって……」

「えっ？」

　渡草は数秒前の八尋と同じような声を上げ、眉まゆを顰ひそめながらさらに問いを続けて来た。

「園原堂って、杏あん里りの嬢じようちゃんの所か？」

「えっ……園原先せん輩ぱいを知ってるんですか？」

　目を丸くする八尋を見て、渡草は大きな溜息を吐きながら首を振る。

「……なんつーか、本当に池いけ袋ぶくろって狭いよなぁ……」

　そして、ニヤリと笑いながら僅かに言葉を付け加えた。




「まあ、お前の人じん脈みやくが異常に広い、とも言えるけどよ」





♂♀






同時じ刻こく　都内某ぼう所しよ　マンションバー




「珍めずらしいこともあるもんだねえ。こっちから呼びつけたわけでもないのに、運び屋さんの方からここに来るだなんて」

　マンションの一室を改造して作られたバーの奥で、色いろ眼鏡めがねをかけた疵きず顔がおの男──粟あわ楠くす会かいの幹かん部ぶである赤あか林ばやしがニヘラと笑いながらそう言った。

　彼の前に座るセルティは、当然ながら飲み食いができないので、何も注ちゆう文もんしない事についてバーに罪ざい悪あく感かんを覚えつつスマートフォンに文字を打ち込んでいく。

『お手て間まをとらせてしまって申もうし訳わけありません。実は、私が今追っている案あん件けんが、もしかしたら赤林さん達と関わりがあることかもしれないので一度お伺うかがいしておこうと思いまして……』

「おやおや、物ぶつ騒そうな話だねえ」

　手の中のグラスをくゆらせ、氷こおりをカラコロと転がしながら赤林が苦く笑しようした。

「おいちゃん達の依頼じゃないのに、そんなヤバい案件に首を突っ込んでるのかい？　まさか明あ日す機き組ぐみから依頼を受けたとかじゃないよねえ」

『そんな身の程知らずな真ま似ねはしませんよ。そもそも、組絡みだったら赤林さんではなく四し木きさんに相談します』

「はて？　四木の旦だん那なが知らなくて俺おれが知ってる事なんて限られてると思うけどねえ？」

　惚とぼけるわけではなく、真ま面じ目めに首を傾かしげる赤林に、セルティは淡たん々たんと自分が望む情報をスマートフォンに打ち込んでいく。

『……【邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン】や【屍龍ドラゴンゾンビ】のような暴ぼう走そう族ぞくや愚ぐ連れん隊たい絡みの案件は、四木さんではなく赤林さん預かりだと伺っています』

「あぁ……なるほど、そっちの話かい」

　赤林は苦笑混じりの溜ため息いきを吐き出し、軽くグラスの中の液体を口に含む。

「ダラーズや黄こう巾きん賊ぞくが無くなってから、割とガキ共は大人おとなしくなった感じだと思ってたけどねぇ。その代わり、なんだか都市伝でん説せつの狂きよう信しん者しや達が色々と暴あばれてたらしいけど、何か運び屋さんにちょっかいでも出したかい？」

『まだ確証はないんですが……』

　セルティは少し躊躇ためらった後、周囲を気にしながらとある文章を打ち込んだ。

『今、とある人物を探してまして、どうもその人物が……どこかの暴走族か何かのグループに所しよ属ぞくしているらしいという話を聞いたんです』

「へえ……運び屋なのに人捜しってのも変な話だけど、うちからも何度か似た依頼してるからしょうがないか。で、その探してる人……っていうのは？　話だけ聞くと、まだ成人するかしないかレベルの若い子みたいに感じるねえ」

『それは流石さすがにお伝えできません。……運び屋の仕事も信用が大だい事じな所がありますから』

　その画面を見せた後、セルティはハッと気付き、慌あわてて文章を追加する。

『もちろん、こちらの情報は言わないのにタダで教えてくれと虫の良いことを言うつもりもありません。できるだけの情報料は用意させて頂いただきます』

「ああ、いや、いいよいいよ。四木の旦那とか青あお崎ざきさんなら無む理り矢や理りでも聞くかもしれないけど、俺としちゃ……そうだね。代わりに今度暇ひまな時でいいから、俺が欲しがってる情報を耳にしたら教えてくれればいいよ」

『赤あか林ばやしさんが欲しがってる情報？』

「ああ、ちょっと、最近気になる連れん中ちゆうがいてね」

　赤林はグラスを軽く呷あおった後、いつも通りの笑えみを浮かべて、その単たん語ごを口にした。

「……『ヘヴンスレイヴ』って知ってるかい？」

『……ええと、どこかで聞いた事があるような……』

　──ヘヴンスレイヴ!?

　聞いた事があるどころではなかった。

　過去にセルティが折おり原はら臨いざ也やに利用された際に関わってきた集団であり、先日の『新しん興こう宗しゆう教きよう・首くび無なしライダー教』事件の際にも名前が出て来た事を覚えている。

　──なんでその名前が。

　──でもまあ、臨也の事もあるし、とりあえずとぼけておこう。

『たまに耳にはしますが、具体的に踏み込んだ事までは……』

「それこそ、まだダラーズがあった頃ころ、この池いけ袋ぶくろでいけない薬をばらまいてた連中でさ」

『……それはまた、命知らずですね』

　赤林が大の麻ま薬やく嫌ぎらいであり、粟あわ楠くす会かいも組長の意向で薬には手を出していない事はセルティも良く知っている。

　その縄なわ張ばり内で勝かつ手てにそうした麻薬関係の代しろ物ものを広めていた連中がいたとした場合、どのような末まつ路ろを辿たどるであろうかという事も。

「ああ、前に一度潰つぶれた筈はずなんだけどさ、最近また残ざん党とうが活動を始めたらしい。って、『耳にした』ってのはそれ絡みなんじゃないのかい？　なあ、首無しライダー教の御ご本ほん尊ぞん様？」

『それは止やめて下さい。私の中でも自分の関わりない所で起こった黒歴史なんです……』

「ああ、悪い悪い。おいちゃんとしては、例の事件の時に出て来たアンタの恋人だのなんだの噂うわさされてる『スネイクハンズ』って奴やつにも興きよう味みあるんだけど……まあ、そいつが街で悪さしてないなら、特に何も言うつもりはないさ」

『……ありがとうございます』

　──流石さすがに、八や尋ひろ君を粟楠会に紹しよう介かいするわけにはいかないからな……。

　赤林が『怪かい人じんスネイクハンズ』について軽く流してくれた事に感かん謝しやしつつ、セルティはそのまま相手の条件を受け入れる事にした。

『なるほど……解わかりました。私も、変な薬が出回って池袋が荒れるのは防ぎたいですからね』

「街が荒れるのが嫌いやなら、まず、おいちゃんみたいな悪党と仕事しちゃダメだよ？　運び屋さんの力があれば、粟楠会なんて簡単に潰せるだろうに」

『買い被かぶりですよ。それに……私は無ぶ事じでも、周りの人に危険が及ぶ真ま似ねはしたくないんです』

「だったら、尚なお更さらヤクザ者との付き合いは断たなきゃねえ」

　ニヘラと笑いながら冗じよう談だんとも本気ともつかない事を口にした後、赤あか林ばやしは肝かん心じんの『商談』を続けようとしたのだが──

「じゃあ、まずは、そっちの話から……おっと御ご免めんよ。電話だ」

　携けい帯たいから着ちやく信しん音おんが鳴り響ひびき、そこに映し出された文字を見て、目を細めながら席を立つ。

「悪いねえ、運び屋さん。身内からの電話だから、ちょっと待っててもらえるかな」

『どうぞお構いなく』

　そう言ったセルティだったが、丁ちよう度どそこで、自分の胸元に入れていた携帯電話も振しん動どうを始めている事に気が付いた。

　──なんだろう。

　──メールか。

　そこに書かれていた『スネイクアイズ』という文字を見て、琴こと南なみ久く音おんからだと気付く。

　琴南のアドレスは二つあり、セルティは仕事用を『スネイクハンズ』、個人の私用アドレスは『スネイクアイズ』と登とう録ろくしていた。

　本人が『八や尋ひろが怪かい人じんスネイクハンズなら、俺はスネイクアイズって事で一つ。姫ひめ香かちゃんはスネイクスキンで、セルティさんはスネイクテイルという感じにしちゃいましょう！』とノリで言っていたからなのだが、律りち儀ぎに彼のアドレスの表ひよう示じ名めいをスネイクアイズに書きかえたのはセルティ一人だけだった。

　──私がテイルなのはスネイクテイルとフォークテイル都市伝説をかけていると言っていたが……ただ適当に言っただけにしか聞こえないな……。

　──スネイクテイル……。昔フランスの森で会った蛇女メリサンドのメリーヌちゃん、まだ元気かな。

　古い過去を思い出しながら、なにげなくメールを確かく認にんしたセルティ。

　するとそこには、淡たん々たんとした調子で驚きの言葉が書かれていた。




【園その原はら堂どうに泥どろ棒ぼうが入ったらしいっすよ。青あお葉ばさんやくるまいの先せん輩ぱい達から聞いてますけど、セルティさん、園原先輩と知り合いなんですよね？　一応御ご報ほう告こくまでに！】




　──……は？　え？　杏あん里りちゃんの店に泥棒!?

　──どういう事だ？　杏里ちゃんは無ぶ事じなのか!?

　仮にも罪さい歌か持もちである為ため、生なま半はん可かな押し込み強ごう盗とうあたりなら返り討うちにできるだろうが、それでも心配なものは心配だ。

　──とりあえずメールをして……まだ警察とかいるかもしれないけど、とりあえず近くまで行ってみるか。

　久音に返事を返すよりも先に、杏里の携帯へと無事を確認するメールを送る。

　丁度その作業が終わり、送信ボタンを押したタイミングで、赤林が戻ってきた。

「悪いね、運び屋さん。こっちの話は手早く終わらせよう。ちょっと用事ができちまってね」

『奇き遇ぐうですね、私もちょっと気になる事があって……』




　その後、最低限のやりとりをして『詳しい情報はまた次に会った時に用意する』という合意の元に『商談』を終わらせた赤あか林ばやしとセルティ。

　セルティが取り急ぎ店を出ようとすると、赤林も外に出ようとしている事に気が付いた。

　車を呼ぼうとしている赤林を見て、思わず問い掛ける。

『方向が同じだったら、途と中ちゆうまで送りましょうか？』

「……そうかい？　いや、池いけ袋ぶくろの駅から向かって雑ぞう司しヶが谷やを少し過ぎた辺りなんだけどさ」

『丁ちよう度ど良かった、私もそっちの方に用事がありまして』

「はは。正直ねえ、運び屋さんのあのバイク、一度乗ってみたかったんだよねえ」

　そんな事を言いながら店を出る二人。




　セルティはその時はまだ気付いていなかった。

　赤林の向かう方向が、自分の目的地とあまりにも同じであるという事に。













幕間　ブラック個人業①







前日　夜




　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死期の訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己おのれの首を脇わきに抱え、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首くび無なし馬に牽ひかれた二輪の馬車に乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使し者しやの代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神しん話わの中で語り継がれて来た。




　そんな彼女も、現在は日本の池袋という遠い異い国こくの地で職についている。

　職といっても、最低限の給きゆう料りようを保ほ証しようされている定職の類たぐいではなく、日によって収入がまちまちな個人事業──しかも非合法な事も行う裏の運び屋である。

　真まっ当とうな運送業者、特にバイク便びんなどと道ですれ違うと、セルティは「大変そうだな……」と思う一方で、何も後ろめたいことがなく、お天てん道とう様さまの下を堂どう々どうと走行できる彼らのことを羨うらやましくも思っていた。

　同時に、罪ざい悪あく感かんも覚えている。

　道どう交こう法ほうすら守れていない自分が、何か怪あやしげな物を運んで通常の運送業ではありえないような大たい金きんを手にする。仕事の効こう率りつの良さや環かん境きようでは危険という一点を除いて大だい分ぶホワイトな職場と言えるが、合法非合法の話が絡むとこの上ない程ブラックな職業である。

　──とはいえ、私にはこれぐらいしか取とり柄えがないし……そもそも運び屋ができるのだって、正確には私じゃなくシューターの力があってこそだしな……。

　そんな思いを抱えつつ、セルティは依頼人の自宅へと向かう。

　──そうだな。どうせなら、せめて人の助けになるような仕事をしよう。

　──何か大事な思い出の品物を運ぶとか、飛行機に乗る想おもい人びとに告こく白はくするために空港まで依頼人を運ぶとか、そういう夢のある仕事をして行こう。

　再開する運び屋業務に対してそんな抱ほう負ふを抱きつつ、セルティは依頼人の元へと向かってシューターを揚よう々ようと走らせた。





♂♀






「ある人物を、ここまで攫さらってきて頂いただきたいのです」

『お断りします』

　そう文字を綴つづると同時に、セルティは踵きびすを返して応おう接せつ間まから退室しようとした。

　──冗じよう談だんじゃない！

　──なんで誘ゆう拐かいの片かた棒ぼうなんか……。

「あああ、お待ちください！　違うんです！　違うんです！　確かに誤ご解かいを招く言葉でしたが、あえて言いましょう、貴女あなたは恐らく私の叙じよ述じゆつトリックにまんまと引っかかった事により、大きな誤解をなさっている！　いやはや、そんな事ではうっかり早とちりさんと呼ばれますぞ！　主おもに私に！」

『やっぱり帰ります』

　早足で応接間を去ろうとするセルティと、その腰にしがみついてズルズルと引きずられる身なりの良い中ちゆう年ねん男性。

　セルティはいつも新しん羅らに対してやるように、適当に引き剝はがして影で縛しばり上げようとしたのだが──その寸前で、騒さわぎを聞きつけた別の人間が応接間の扉とびらを開いて現れた。

「どうしたんですか、お父とう様さま……えっ!?」

　セルティの姿すがたを見て驚いた声を上げたのは、一目見るだけで『お嬢じよう様さま』だと判わかるような、高級そうな部屋着を纏まとった少女。

「運び屋さん!?　運び屋さんですか!?」

　本人の可愛かわいらしさや身に纏う上品な空気なども含めて、様々な特とく徴ちようを持つ小学生ぐらいの少女だったが──何より見た者にインパクトを与えるのは、彼女が体に巻きつけている一いつ匹ぴきの巨きよ大だいな白しろ蛇へびだった。




「あの時は、本当にありがとうございました！」

　そう言って、首に蛇を巻いたままの可愛らしい令れい嬢じようがペコリと頭を下げる。

『ああ、君も、そのハクジョウシちゃんも元気そうで何よりだ』

　かれこれ２年ぶりの再会ではあるが、セルティはその少女のことをハッキリと覚えていた。

　彼女の名は夏なつ瓦がわら淡あわ雪ゆき。

　江え戸ど時代から続くと言われている玩がん具ぐメーカー、夏瓦グループ。その創そう設せつ者しや一いち族ぞくの末まつ裔えいであり、かつてセルティに『誘ゆう拐かいされたペットの白蛇を取り返して欲しい』という依頼をした少女でもある。

　人ひと質じち（？）の奪だつ還かんなど本来は運び屋の業務ではないのだが、彼女の父親である夏瓦白びやく夜や丸まるが新しん羅らの父、岸きし谷たに森しん厳げんの幼おさな馴な染じみという事で、その伝つ手てで仕事をする事になったのである。

　──あの時は武ぶ装そうヘリだのなんだのまで出て来て、大変だったなあ……。

　色々と現実味のない事件だったのだが、そもそもこの家からして、セルティの中ではかなり常じよう識しきの埒らち外がいだ。

　埼さい玉たまの荒あら川かわ沿ぞい。畑はたけの広がる区く画かくのど真まん中なかにある、野球場程の広い敷しき地ちを持つ大だい豪ごう邸てい。

　庭園の真ん中には噴ふん水すいが設置されており、欧おう州しゆうの貴き族ぞくが住んでいる屋や敷しきと言っても過か言ごんではないような家だ。

　──畑のど真ん中にわざわざ道路まで引いて……。土地利用の法ほう律りつとかちゃんと全部クリアしてるのか？

　あまりにも広大な屋敷を初めて見た時、思わずそんな事を考える程だったが──屋敷の広さだけではなく、何もかもが規き格かく外がいだったのである。

　──この応おう接せつ間まだけで、私と新羅のマンションの半分以上ある……。

　川かわ越ごえ街かい道どう沿ぞいのマンションで、ほぼワンフロアといって良い程の広い部屋を所有している岸谷親子も相当なブルジョアであり、その恩おん恵けいに与あずかっている自分はかなり幸運な生活を送っているのだろうという自覚はあった。

　だが、この家の中を見回す度たびに、『上には上がいる』という事を改めて思い知らされる。

　周囲を見渡しているセルティに、改めて席に着いた白夜丸が語りかけた。

「いやあ、先ほどは失しつ礼れいしました。少し話を端折はしよりすぎましたな。うっかりさんはどうやら私の方だったようですので、これからは私の事はうっかり白びやく夜や丸まるとお呼び下さい」

『呼びません』

　キッパリと言い放ちながら、『やっぱり森しん厳げんの友人なだけはあるな……』と、今回の依頼人である男の人じん格かくにやや不安を覚えたが、そこを追つい及きゆうしても仕方が無いと判はん断だんし、セルティはとりあえず世せ間けん話ばなしから始めて場を和なごませる事にする。

『それにしても、凄すごい家ですね……』

「ははは、そうでしょう。我が夏なつ瓦がわら家けは家いえ柄がらでは喜き佐さ一いち族ぞくには及びませんし、権力では炭たん鉱こう成なり金きんの阿あ多だ村むらグループに及ばないでしょうが、とりあえず、金だけは唸うなるほどあるのですよ！　やはり最後に物をいうのは家柄でも権力でもなく金の力ですな！　私が尊そん敬けいする人物は硬こう貨かを投げて強ごう盗とうを撃げき退たいしたと言われているアメリカの大だい財ざい閥ばつ当とう主しゆ、ルード・ガルダスタンス氏です」

　──子供の前でする話じゃない！

　──あと『金の力』の意味合いがなんか違わないかそれ!?

　セルティは現在アメリカにあるという自分の首を想そう像ぞうし、心の中でその頰ほおを引きつらせた。

『あの、そろそろ仕事の話を……』

「ん？　そうですな、仕事の話をしましょう」

　チラチラとヘルメットを淡あわ雪ゆきの方に向けると、その意い図とに気付いたのか、白夜丸が自らの娘むすめに対して言い聞かせる。

「ほらほら淡雪。これからお父とうさんは運び屋さんとＲ18指定の血みどろスプラッタホラービデオを見ながら仕事の話をするから、子供はベッドの中でまだ見ぬ怪かい物ぶつの姿すがたでも想像して大人おとなしく震えていなさい」

「か、怪物ですか、オバケですか、御父様」

「ああそうだ。悪い子の所にオバケが来るというのは……実は噓うそだ。本当は……いい子にしていても、来る！」

　──やっぱりこいつ森厳の同類だ！

　──考えてみれば、まともな奴やつが森厳と仲良くなる筈はずがなかった！

　そんな確信を抱きながら、セルティは顔を青くしている淡雪に対して文字を紡つむぐ。

『大だい丈じよう夫ぶだよ、淡雪ちゃん。怖こわい映画なんて観みないよ。ただ仕事のお話をするだけだから』

「仕事……？」

　それを聞いて、淡雪はハッとしてセルティに言った。

「じゃあ、運び屋さんが、お兄にい様さまを探してくださるんですか！」

　──お兄様？

　２年前より幾いく分ぶん大人びた口く調ちよう。ストレートに言えば御お嬢じよう様さまっぽくなった言葉で淡雪はセルティに感かん謝しやの言葉を述べ始める。

「ありがとうございます！　……本当にありがとうございます！　ハクジョウシだけじゃなく、お兄にい様さままで……！　本当にありがとうございます、運び屋さん……！」

　目に涙まで浮かべて、セルティを羨せん望ぼうと敬けい愛あいの眼まな差ざしで見上げて手を握ってくる少女。

　──ええと、あ、いや……その……。

　成長したのは口く調ちようだけで、その性しよう根ねは２年前と変わらぬ無む邪じや気きな御お嬢じよう様さまのままだ。少なくともセルティにはそう感じられて、彼女の目を向けられた上で『いや、話が見えない』と無む下げにする程に彼女の心は強くなかった。

　そして、それに気付いた汚い大人おとなが、即そく座ざにそれを利用せんと口を挟む。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ淡あわ雪ゆき。だから君は安心して眠るといい。きっと数日以内に運び屋さんが全部解決してくれるさ」

「運び屋さん……！」

　目を輝かせる少女を前に、セルティは何も言う事ができず──結局、何度も御お礼れいを言いながら寝室に去っていく少女を無む言ごんで見送る事しかできなかった。

　そして、少女の姿すがたが消えたタイミングで、夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるがいけしゃあしゃあと言葉を紡つむぐ。

「ハハハ、これはもう、引き受けるしかない空気だと思いますが、如何いかがです？」

　それを聞いたセルティは、相手が日本有数の資し産さん家かだという事を『意い図と的に』忘れ、影で造ったロープで白夜丸を天てん井じようにつるし上げる。

『あんたが言うな！』
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数分後




　一通り話を聞き終え、セルティは大まかに頭の中で状況を整理する。

　夏瓦グループ現当とう主しゆ、夏瓦白夜丸。

　──しかし、何度聞いても凄すごい名前だな……。

　セルティの目の前にいる男は、日本でも有数の資産家であると同時に、大手玩がん具ぐメーカーを経営して世界的に事業を展開している実業家だ。

　見た目は森しん厳げんと同い年とは思えぬ程に若々しく、まさしく映画などに出てくる『上流階級の金持ち』といったイメージ通りの服ふく装そうで身を包んでいる。

　元々アナログ分野で有名な玩具メーカーだが、最近ではアーケードゲーム業界や携けい帯たい電話用のソーシャルゲームにも手を出しており、多方面にビジネスの手を広げている事で有名な一大エンターテインメント企き業ぎようだ。

　世界中で荒あら稼かせぎをしているため、収益に比例してそれなりに敵も多い。

　その絡みで、国際的な犯罪者集団に狙ねらわれた事もあり、セルティもかつて事件に巻き込まれる結果となったのだが──今回の仕事の件は、彼の家庭トラブルに関するものだった。

　夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるには現在、三人の子供がいる。

　本来は長ちよう男なんと淡あわ雪ゆきの二人だけだったのだが、とある事情で、養よう子しを迎える事となった。

　すると、次じ男なんという形で迎え入れられたその養子が、学校などでことあるごとに長男よりも優ゆう秀しゆうな結果を叩たたきだし、周囲から『もしかして、正式な跡あと継つぎとしてグループを継がせる為ために、どこかから優秀な人材を連れてきたのではないか』と噂うわさされる程の男だったらしい。

　それが面白くないのが長男だ。

　彼はこのままでは跡継ぎの座を乗っ取られると考えたのか、露ろ骨こつにその次男をいびろうとしたらしいのだが──あっさりと返り討うちに遭あい、ますます捻ひねくれてしまったのだそうだ。

　現在の環かん境きようへの不満が溜たまりに溜まった結果、次第にグレ始め、ついには家を飛び出してしまったのだという。




『つまり、家出した息子むすこさん……淡雪ちゃんのお兄にいさんを探して連れてくればいいんですね？』

「まあ、そういう事になりますな。妻つまも心労で倒れて寝込んでしまっておりますし、淡雪も気き丈じように振る舞ってはいますが、内心は不安でいっぱいでしょう。ですから、一度腹を割って話し合う為に、なんとか連れ戻して頂いただきたいのです」

『だったら最初からそう言えばいいのに、どうして攫さらってきて欲しいだなんて……』

「いや、それが……」

　白夜丸は少し言葉を濁にごしてから、小声になって答えた。

「息子はどうやら、自分の意い志しでどこかの不ふ良りようグループに所しよ属ぞくしているようでして。多少の説せつ得とくなどでは自分の意志で家に戻ってはこないでしょう」

『それで、私にその不良グループを敵に回して嫌いやがる息子さんを無む理り矢や理り拉ら致ちしてこいと』

「ハハハ、話が早い人は好きですよ」

『……警察には？』

　至し極ごく当然の質問をしたセルティから、白夜丸がそっと目を逸そらす。

「いえ、その……まだ何も伝えてません」

『何か、理由が？』

「……まあ、いいじゃないですか、ハハハ」

『何か、理由が？』

　同じ画面を相手の頰ほおに押しつけつつ、セルティは無む言ごんでプレッシャーを与え続けた。

　その迫力に負けたのか、相変わらず目を逸らしながらもポツリポツリと答え始める。

「い、いや、実は……息子が家出する際、家から手て提さげ金庫だの、骨こつ董とう品ひんだのを色々と持ち出してしまっておりまして……」

『それで？』

「その一部に、割と大だい事じなデータが入ったマイクロＳＤカードを隠かくしてありまして……」

『ますます警察に探して貰もらった方がいいじゃないですか』

　正論を紡つむぐセルティに、白びやく夜や丸まるは高速で目を泳がせながら硬い笑えみを浮かべた。

「警察にチェックされると色々と不ま味ずいというか……グループ存続の危き機きというか……最悪私は塀へいの中に長い旅行にいくハメになるというか……」

　その答えを聞いて、セルティは相手の襟えり首くびを摑つかんでブンブンと前後に振りながら、影で持ち上げたスマートフォンの画面を白夜丸に突きつける。

『お前、あんな無む邪じや気きで可愛かわいい娘むすめさんがいるのに何をやってるんだ!?』

「ふふふ……清せい濁だく併あわせ吞のむのが一流の経営者というものですよ。娘の為ためならこの命すら惜しくないと思う一方で、自分の欲望にも忠実でありたい……。そう、私は自分の欲望と家族愛を同時に持ち合わせているのです！」

『自分で言うな！　それと、そういうのは清濁併せ吞むとは言わない！　思いっきり誤用だ！』

　そして、白夜丸をドンとソファに突き飛ばした後、大きく溜ため息いきを吐くように肩を上下させた。

『やっぱりこの話は無かった事に……』

「待って下さい運び屋さん、いえ、セルティ・ストゥルルソン嬢じよう。私が逮たい捕ほされるのはともかく、娘が学校で犯罪者の娘だ何だと虐いじめられたりしてもいいんですか！」

『犯罪者本人が言うな！　いや、私が言える台詞せりふでもないんだが！』

　自分の道どう交こう法ほう違反の数々などを思い返し、セルティは心しん中ちゆうで苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶし続ける。

　ある程度心が落ち着いた所で、呆あきれたように会話の続きを打ち込んだ。

『まったく、脱だつ税ぜいだか粉ふん飾しよく決算だか知らないが、疵きず痕あとが広がらないうちにとっとと自己申告して火が淡あわ雪ゆきちゃんまで広がらないようにした方がいいぞ。……流石さすがにライバル会社の重役を暗あん殺さつしてたとかそのレベルの話だったら、この場でふん縛じばって警察に突き出すが……』

「お待ち下さい！　殺し屋はもちろん、粉飾決算も脱税もやっておりません！」

『え？』

「私の会社は玩がん具ぐメーカー……子供達や大きなお友達の皆さんに夢を売る仕事です！　それなのに、そんな子供達の夢を裏切るような真ま似ねができるわけないでしょう！」

　真まっ直すぐな目をして語る白夜丸に気け圧おされ、セルティは真剣に相手の言葉を聞く事にした。

『じゃあ、そのＳＤカードには何が……？』

「……主に高校生ぐらいの男の子の夢である、モザイクという束そく縛ばくから解き放たれた海外のセクシーな人達の画が像ぞうが数万枚ほど……」

『もう黙だまれ！』

　そのまま影で縛り上げようとするセルティに対し、白夜丸は焦あせりながら叫ぶ。

「待ってください、最後にこれだけは言わせて頂いただきたい！　今、貴女あなたは、私の事をどうしようもない馬ば鹿かな金持ちだと思っているのでしょう？」

『金の有う無むはあまり関係なく馬鹿だと思っているが……』

「実は私は愚ぐ者しやを演じているんですよ。私一人が道どう化けとなる事で、長ちよう男なんが家出して荒すさんでしまった家族を和なごませている……どうです？　そう考えると私に同情したくなってきたでしょう？　思わず仕事を引き受けたくなりませんか？」

『そういう事を自分で言う奴やつが信用できるか！』

　ハッキリと否定したセルティに、白びやく夜や丸まるはショックを受けたように震えながら言った。

「そんな、森しん厳げんの奴は『セルティ君はドジっ娘こだから簡単に手て玉だまに取れる』と……うわぁッ!?」

　問もん答どう無む用ようで白夜丸を縛しばり上げ、セルティは叫び声のような大文字をスマートフォンに打ち込んだ。

『あのガスマスクの言う事を鵜う吞のみにするような奴には流石さすがに手玉に取られないからな!?』

「待って下さい、解わかりました、じゃあこうしましょう。引き受けてくださるなら、我が夏なつ瓦がわらブランドで首くび無なしライダーの玩具おもちやを製作しようじゃないですか。もちろんマージンもお渡ししますし、世せ間けんでの首無しライダーに対するイメージがアップする事間違い無しですよ」

　その提てい案あんには興きよう味みを持ったのか、セルティは縛り上げる影の動きをピタリと止め、どこかそわそわした調子で問い掛ける。

『私の玩具って……例えばどんな？』

　セルティの反応に対して『あれ？　これは食いつくんだ？』と意い外がいそうな顔をした後、白夜丸は目をギラリと光らせて自らの素そ案あんを口にした。

「……首無しライダーを詰め込んだ樽たるにナイフを刺していき、ハズレを引くと貴女あなたのヘルメットがぽんと跳び上がる『首無し危き機き一いつ髪ぱつ』とか……」

『訴そ訟しよう沙ざ汰たになるぞ!?』
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深夜　新しん羅らのマンション




『……というわけで、本当に話を聞くだけで疲れた……。その後も「エロスは老ろう若にやく男なん女によ共通、人類の夢なのでセーフ」とか訳わけの分からない事を言い出したから、適当に縛り上げて、あとはあの屋や敷しきの執しつ事じさん達に必要最低限の情報を聞いてきた感じだよ』

「ああ……ごめんよセルティ、『類は友を呼ぶ』とは言うけれど、父とうさんが交友関係までアレだったなんて……」

『考えてみれば、私に賞金を懸かけたどこぞの芸能事務所の社長だの、お前の親父おやじだの、矢や霧ぎり製せい薬やくの社長だのも含めて、私の周りにはろくな中ちゆう年ねんの男がいない。一番常じよう識しき的なのが粟あわ楠くす会かいの四し木きさんや赤あか林ばやしさん達って普通に考えておかしいだろ!?　おかしいよな!?』

　そして、やや落ち込みながら文字の続きを打ち込んだ。

『……やっぱりあれか？　私が世せ間けんからズレてるから、自然と周りに変な奴やつが集まるのか？』

「じゃあ、一番の変人は僕だね」

『あ……すまない、そんなつもりじゃ』

「なんで謝るのさ。君を愛する事が変わり者の証しよう明めいなら、それは寧むしろ名めい誉よな事だよ。いいかい、いつも言ってるけど、君がどれだけ世の中とズレたって、僕だけは君についていく。だから、セルティはいつでも、セルティが正しいと思った事をやればいいだけさ」

　まったく照れた様よう子すもなく、真まっ直すぐな瞳ひとみでセルティを見つめながらの言葉。

　そして、そのまっすぐな瞳のまま抱きついてこようとしたので、セルティは身を捻ひねってその突とつ撃げきを躱かわした。

『悪いな、その言葉は凄すごく嬉うれしいが、今はそんな気分じゃない。どうやって金持ちのボンボン君を探すか考えないといけないからね』

　スカを喰らってソファに頭から突っ込んだ新しん羅らは、鼻をさすりながら口を開く。

「あ、結局仕事は受けたんだ？」

『本当に、淡あわ雪ゆきちゃんがいなければ放っておいた所だよ』

「セルティってなんだかんだ言って子供に優しいよね。ああ、僕が子供の頃ころ、もっと甘えてれば良かった」

『今でも十分子供だよ、お前は』

　どこか楽しげな調子で文字を打ったセルティは、そこで気を引き締しめ直して、今後の動きについての指針を立てた。

『とりあえず、赤林さんに連れん絡らくをとってみる。それから、その長ちよう男なんがいそうなグループを絞しぼり込んで直接探りをいれてみようと思う』

　セルティは、まだ気付いていなかった。

　この時点で既すでに、同時並へい行こうする複数の『事件』に巻き込まれていたという事に。







[image: 第二章　本日は何をお探しでしょう？]






















　かつて新しん宿じゆくの地に、『罪さい歌か』と呼ばれる妖よう刀とうの伝でん説せつがあった。

　人を愛するという性質を持った妖刀で、戦後まもない頃ころ、闇やみ市いちで米べい兵へいが見つけた事が近代の世に姿すがたを現したきっかけだと言われている。

　知性を持った竹たけ槍やりとの壮絶な死し闘とうを経て封じられたという奇き妙みような伝説を残し、再び闇の中に消えていた存在だが──『首くび無なしライダー』をはじめとした、そうした『埒らち外がいの事情』に詳しい者達の間では、その妖刀が実在している事は常じよう識しきとして受け取られている。

　妖刀『罪歌』。

　女性の人格を持ち、人間の身体からだに寄生して生きる、首無しライダーの『影』と同じような現代の科学どころか物ぶつ理り法ほう則そくすら無視した存在。

『彼女』は自分を使用した者に大量の愛の言葉という呪のろいを流し込み、『人間を愛し、子を増やせ』という指し示じを与える。

　その言葉に洗せん脳のうされ、意い識しきを妖刀に乗っ取られた者達は、人間と愛の語らいをしようとする。

　これだけを聞けば無む害がい極まりない妖よう刀とうにも思えるのだが、問題は、『罪さい歌か』という刃やいばにとっての愛情表現が、身体との触れ合いという事だった。

　自らの刀とう身しんを人間の肉に染しみこませる事、その血を浴びる事こそが究きゆう極きよくの愛情表現であり、性行為にも等しい行為であるというのが罪歌の認にん識しきであり──その行為は、切った相手にも『愛の言葉』という呪のろいを伝でん染せんさせ、刀かたな本体の持ち主を『母』として崇あがめ、意のままに操あやつられる存在となる。

　その切られた者達は『子』と呼ばれ、更さらにその『子』がハサミや包ほう丁ちようなど適当な刃はを手にし、それを媒ばい介かいとして再び愛を他人に囁ささやく事ができるようになる。『子』に切られた者は『孫まご』として繁はん殖しよくし、その連れん鎖さによって『母』が望むだけ呪い愛を世界に広く拡散させる事ができるのだ。

　しかし、時とき折おり『子』や『孫』の中には、強い意い志し力りよくで『母』の支配から逃のがれる者もいる。

　あるいは『罪歌』の本体そのものを手にしても、類たぐい希まれなる意志の強さ、特とく殊しゆな精神構こう造ぞう、もしくは人間ではないものが握った場合など、様々な理由で呪いを受け付けない者達がいる。

　人間の意志を持ったままそのような罪歌の力を持った者は、現代社会の中では脅きよう威いとなりえるのだが──今の所、池いけ袋ぶくろにいる『罪歌』の所有者がそうした野望や悪意を持つ兆ちよう候こうは見受けられなかった。




　園その原はら杏あん里りの場合は、罪歌と共きよう存そんする事で、自らの人格を保った一ひと際きわ特殊な例だ。

　人間に寄き生せいし、愛という名の罪つみを世界に歌いあげる妖刀『罪歌』。

　少女はそんな妖刀の愛を羨うらやみ、受け入れ──そして、彼女が逆に『罪歌』に寄生する事で、奇き妙みようなバランスを取りながら世を生き続けているのである。




　もっとも、そうした『罪歌』と共に過ごすが故ゆえに、余よ計けいなトラブルに巻き込まれる事も多々あるのだが。

　果たして今回の厄やつ介かい事ごとを引き寄せたのが罪歌なのか、あるいは別の何かなのか──杏里にはまだ、推すい測そくをつける事すらできずにいた。
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　杏里が事じ態たいに気付いたのは、朝早くに起きて食事を済ませた後、店の倉そう庫こから空あいた棚たなに品物を補ほ充じゆうしようとした時だった。

　倉庫は店てん舗ぽ兼けん家か屋おくである家の裏に建てられているのだが、その入口の南なん京きん錠じようが壊こわされており、何かを物ぶつ色しよくしたような形で棚や箱などが荒らされていたのである。引き出しという引き出しが開けられ、その中身が床などに散乱している。

　目立って壊れた物や割れた物などはない事に安あん堵どしたが、これが地じ震しんなどの荒れ方ではないと気付いた杏あん里りは、暫しばらく迷った挙あげ句く、警察に通報する事にした。

　迷った、というのは、別に彼女にやましい事があったからというわけではなかった。

　身体からだの中に眠る罪さい歌かの一件はあるにせよ、警察がそれに絡んでくるとは杏里も考えていない。

　彼女が迷ったのは、一般人からすればいささか浮うき世よ離ばなれした理由からだった。

　金庫や権利書などは家か屋おくの方に置いてある為ため、ここには基本的に商品しかない。ぱっと見た感じ、大きな物などが破は損そんしたり盗ぬすまれたりはしていなかった為、世に疎うとい彼女は『この程度で警察に通報したら、お巡まわりさん達にとって迷めい惑わくじゃないだろうか』などと考えてしまったのだ。風ふう聞ぶんの事も考えなかったわけではないが、黙だまっていて泥どろ棒ぼうが近所にある別の家を襲おそうかもしれない事を考えると、放ほう置ちするわけにもいかなかった。

　そうした考えの末、彼女は警察に通報した。

　家の前にパトカーが止まるのは、両親が死んだ時以来だ。

　聴ちよう取しゆも色々受けたが、とある問題がある事に杏里は気付く。




　何が盗まれたのか、彼女自身にも良く解わかっていないという事だ。




　元々この倉庫内にあったのは、両親の死後、処分しきれずに残っていた価か値ち不明のものばかりだ。杏里はそこから少しずつ値付けをして店に出し、時には新しく仕入れたものを入口付近に置いていたりはしたものの、全ての目もく録ろくを作成しきれてはいない。

　そんな状態で倉庫の奥の方まで荒らされてしまっていた上に、大物などは無ぶ事じだった為にハッキリとした被ひ害がい額がくが解らない状態だ。

「うーん……そうですね。何か盗まれたものがハッキリしたら御ご連れん絡らく下さい。恐らく犯人は、盗みに入ったのはいいものの、何に価値があるのか解らず適当な小物を持ち去ったんじゃないかとは思いますが……あるいは、何も持ち去らずに逃げた可能性もありますね。下へ手たに窃せつ盗とう罪ざいが加わるよりは、何も盗むものがなければ不ふ法ほう侵しん入にゆう段階で済ませる小こ狡ずるい連れん中ちゆうもいますし」

　現場からは杏里の物とは違う新しい足あし跡あとが複数採取されたらしく、『他に誰だれかこの倉庫を使う人は？』と聞かれたが、倉庫の中にまで入るのは杏里ぐらいで、開店準備の際には高校時代の同級生──竜りゆうヶが峰みね帝人みかどや紀き田だ正まさ臣おみ──あるいは門かど田たや狩かり沢さわといった知り合いも中で作業をしたが、現在まで新しい足跡として残っている事はないだろう。

　南なん京きん錠じようから杏里のものとは違う指し紋もんも採取されたらしいが、これは後にデータベースと照しよう合ごうして捜査に使うとの事だ。

　形式上の捜査を終え、警察は早々に引き上げていく。

　凶きよう悪あく犯罪というわけでもなく、具体的な被害が明確ではないため、捜査の優先順位はそれほど高くはないのだろう。

　それでも杏里は、わざわざ十人近くもの大人数で現場検けん証しように来てくれた警察に感かん謝しやしつつ、店の前で彼らが去って行くのを丁てい寧ねいな御お辞じ儀ぎで見送った。

　すると、その後ろから声が掛けられる。

「ちょ、何があったんすか？　園その原はら先せん輩ぱい」

　振り返ると、そこには緑みどり色いろの髪かみが目立つ少年の姿すがたが。

　ここ数ヶ月ですっかり常じよう連れんになった、来らい良ら学園の新入生の一人、琴こと南なみ久く音おんだ。

「はい、泥どろ棒ぼうに入られてしまったみたいで……」

　どこか他ひ人と事ごとのように、杏あん里りは淡たん々たんと答える。

「ええっ!?　大だい丈じよう夫ぶなんすか!?」

「それが、何が盗ぬすまれたのか良く解わからなくて……。あ……ごめんなさい。店を開けるのはもう少しかかると思います」

「ああ！　いやいや、気にしないで下さいよう！　俺おれはほら、池いけ袋ぶくろの情報掲けい示じ板ばんで『近所の古ふる道どう具ぐ屋やの前にパトカーが停とまってる』って書き込み見つけて、もしやと思って野や次じ馬うまに来ただけっすから！」

　と、気き遣づかいも何もないストレートな理由をぶっちゃけた後、久音は更さらに続けた。

「でも、なんだって空あき巣すなんて……古道具屋だから、なんか大おお判ばん小こ判ばんとか江え戸ど時代の陶とう器きとか、テレビの鑑かん定てい番組に出るレベルのお宝でもあると思われたんすかね？」

「……」

「いや、お宝がないって言ってるわけじゃないっすよ!?　すいません」

「あ、いえ……」

　杏里が沈ちん黙もくしたのは、特に久音の物言いに不ふ機き嫌げんになったというわけではない。

　心当たりがあったからだ。

　警察にも犯人の心当たりについて聞かれたが、彼女は一つ、泥棒に入られたと解った時点から気になっている事がある。

　しかし、それを警察に伝えるわけにもいかなかった。

『罪さい歌か』絡みの事だからに他ならない。

　まさに昨日きのうの夕刻、『罪歌』を欲する奇き妙みような男がいたのだから。







　──「……『罪歌』を売って欲しい。金は……とりあえず五百万までは出す用意がある」

　半日前のやり取りが、杏里の頭の中に蘇よみがえる。

　──「なんなら、俺を斬きって『子』にするだけでも構わない」

　──「罪歌……なんの事でしょう」

　惚とぼけようとした杏里に対し、顔に包ほう帯たいを巻いた男が苦く笑しようした。

　──「惚ける必要はないさ。俺がここまで情報を持ってる時点で、ただの冷やかしじゃないって事ぐらいは解わかるだろう？」

　──「どこで罪さい歌かの事を……」

　──「知り合いが『子』で、尚なおかつ『母』の支配を逃のがれていた。それ以上は別にいいだろう？」

　──「……！」

　──「……まあ、その顔を見るに、金で売る気は無さそうだな。諦あきらめるとするか」

　そのまま立ち去ろうとする青年に、杏あん里りは思わず声をかける。

　──「待って下さい。だったら、その知り合いに斬きってもらっても同じじゃ……」

　──「消えちまったよ。半分正気じゃなかったからな。実際、二人ほど見たが、どっちも大だい分ぶイカれてたしな」

　男はそのまま店の扉とびらに手をかけ、最後に杏里を振り返りながら言った。

　──「……正直、あんな凄すごい力を自じ在ざいに使えるのに、普通に暮らしてるアンタは凄いと思う。皮ひ肉にくじゃなく、割と本気で尊そん敬けいしてるよ」




　謎なぞを残したまま去って行った青年の事を思い出し、今回の事と何か関係あるのだろうかと訝いぶかしんだ。

　しかし、割とあっさりと諦めて帰っていった事を考えると、果たして犯罪行為に手を染めてまで手に入れようとするだろうかという疑問は残る。

　──私を罪歌の事で脅きよう迫はくする事もできた筈はずなのに……。

　──そうすれば、私は罪歌で彼を斬る事になるかもしれない……でも、彼は自分を『子』にするのでも構わないと……。

　そもそも、罪歌の事を良く知っているならば、倉そう庫こを荒らしてもそこに刀とう身しんがない事が承しよう知ちの上の筈だ。

　──でも、罪歌が『腑ふ分わけ』で何本かに増えてる事も知っているとしたら……。

　考えれば考えるほど泥どろ沼ぬまに嵌はまっていくようで、杏里はとりあえず罪歌とは切り離して考える事にする。

　とり急ぎ現状を誰だれかに伝えねばと思い、ひとまずは店の後こう見けん人にんになってくれている人物と、帝人みかどをはじめとした知り合いに相談してみる事にした。

　最初に後見人である男に電話をかけたのと──泥棒の話を知った久く音おんが『スネイクハンズ』の面子メンツにメールを送信したのは、ほぼ同時の事だった。




　店舗から少し離れた公園のフェンスの傍そば。

　警察が去って野や次じ馬うまも消えた『園その原はら堂どう』の様よう子すを窺うかがう影が二つ。

「……まさか、ここまで目的地が一いつ緒しよだとは思わなかったよ。ビックリだね」

『……私もです。……あの、赤あか林ばやしさんは、私と杏里ちゃんが知り合いだという事は……』

「ん、なんとなく知ってたよ。岸きし谷たに先生の所に杏あん里りちゃんっぽい子が出入りしてたなんて話もこの一、二年の間で何回か聞いたしねえ。それにほら、竜りゆうヶが峰みね帝人みかど君の事もあるし」

『すいません……』

　セルティもまた、ダラーズ事件で自らの『首』と融合した際に行った情報収しゆう集しゆうにより、赤あか林ばやしと杏里の関係はそれとなく知っていた。

　だが、杏里は赤林がヤクザ者だという事は知らなかったようなので、彼女の前で赤林の話はしたことがない。

「まあ、隠かくすのも後ろめたいんだけどさ、あの子は俺おれがまだカニの卸おろし売うり業者だと思ってるんだよねえ。あの店がもう少し軌き道どうに乗ったら、ちゃんと話してもっと距きよ離りを置くさ。ヤクザ者が後ろにいるなんて知られたら、痛くもない腹を探られる事になるかもしれないからねえ」

　苦く笑しようしながらそんな事を言う赤林に、セルティも心しん中ちゆうで頷うなずきながら答えた。

『大だい丈じよう夫ぶですよ、私からは言いませんから』

「助かるよ、運び屋さん」

　そんな会話を続けていると、店の前で動きが起こる。

　セルティの見慣れたバンが停とまり、中から見知った顔が二つ出てきたからだ。

　──あれは……八や尋ひろ君!?　それと……ええと……門かど田た君達の運転手の、ルリファンの人？

　──ああ、そうか。さっきのメール、八尋君達にも回してたのか。

　慌あわてた様よう子すで車から降りた彼らの前で、園その原はら堂どうの扉とびらが開く。

　しかし、中から現れたのは杏里ではなく、久く音おんの姿すがただった。

　どうも警察が去った後、野や次じ馬うま根こん性じようを発はつ揮きしてずっと店の中に居座っていたようだ。

　──まったく、相変わらずグイグイ行く子だなあ。

　セルティは久音の性質を知っている為ため、泥どろ棒ぼうを何か記事のネタなどにしようとしているのだろうと想そう像ぞうする。

　杏里に迷めい惑わくがかかる前に、きちんと止めておくべきだろうと考えていると、横にいた赤林が声から感情を消して呟つぶやいた。

「おいちゃん、ちょっとあの髪かみの毛けが緑みどり色いろの奴やつが気になってるんだけどね」

『……!?　いやいや、大丈夫ですよ！　杏里ちゃんは帝人君がいますから！　それにあの緑の髪の子、ああ見えて極ごく悪あく人にんとかそういうのじゃないので。多分』

「いや、まあ、帝人君も心配っちゃ心配なんだけどね？　最近はすっかり裏側から手を引いたっていうから幾いく分ぶん安心してるけどさぁ。まあ、そういう話じゃなくてねぇ……」

　赤林はそう言いながら自分の携けい帯たいを弄いじり始め、一つの動どう画がを画面上に呼び出した。

「これ、多分、あの子だよねぇ？」

　そこには、セルティも何度かネットで見かけた光こう景けいが映し出されている。

　遠とお目めでぼやけてはいるが、緑の髪の少年を助けようとして、別の少年が平へい和わ島じま静しず雄おに喧けん嘩かを売っている光こう景けいが。

　──……。

「今の反応を見るに、どうもあの緑みどりの髪かみの子と知り合いみたいだからさ……」

　──あれ、今、私、何か墓ぼ穴けつを掘った!?

　心しん中ちゆうで冷ひや汗あせを流すセルティ。その肩にポンと手を置いて、赤あか林ばやしはニヘラと笑いながら鋭い眼光と共に口を開いた。




「一から説明して貰もらえると、おいちゃん嬉うれしいんだけどねぇ、運び屋さん？」
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同時じ刻こく　池いけ袋ぶくろ　鬼き子し母ぼ神じん堂どう前




「ねえねえ四し十じ万まさん四十万さん！　この鬼子母神堂って神じん社じや？　お寺？　どっち？」

　長身に見合わぬ無む邪じや気きな声が、鬼子母神の石いし畳だたみの上に響ひびき渡る。

「神様ってことは神社？　でも、なんか俺おれの知ってる普通の神社と雰ふん囲い気き違うよね？」

　身長こそ高いものの、顔立ちにはまだ幼さが残る褐かつ色しよく肌はだの少年。彼が問いかけているのは、少し前を歩く顔に包ほう帯たいを巻いた男だ。

　メガネを掛けた包帯男は、冷めた目を前に向けたまま、背後の少年の疑問に律りち儀ぎに答える。

「……鬼子母神は仏ぶつ教きようを守しゆ護ごする神様だからな。ここは寺だ」

「でも、そこに鳥とり居いがたくさんあるよ？　鳥居があるのが神社で、ないのがお寺だって父とうさんに聞いた事がある！」

「……そこの鳥居はお稲荷いなり様さまを奉まつってる武たけ芳よし稲荷神社のものだ。元々は稲荷の森と呼ばれていた土地に後から鬼子母神を奉る寺が建ったそうだ」

「へー、そうなんだ？」

　感心したように頷うなずいた後、クスクスと笑い出す褐色肌の少年。

「……何がおかしい？」

「四十万さんみたいな極ごく悪あく人にんが『お稲荷様』って、神様を様づけしてるの、なんか面白いよ？」

「……そんな風ふうに言ってると罰バチが当たるぞ」

　四十万と呼ばれた男は指し摘てきされた事が恥はずかしかったのか、冷めた目の下で少し紅こう潮ちようした頰ほおを引きつらせた。

　そんな四十万の表情など知らず、後ろを歩く少年は無邪気な笑えみを浮かべながら、公共の場でするような内容ではない言葉を口にする。

「この近所に麻ま薬やくを広めようとした四十万さんの方が罰当たりだと思うけど？」

　すると四し十じ万まは、メガネの奥の目をスゥ、と細めながらそれに答えた。

「罰ばちなら、もう当たったさ」

　冷め切っていた目をやや自じ嘲ちよう的に歪ゆがめながら、彼は独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「まあ、俺おれがやってきた事を考えれば、こうして生きて歩いてる時点で、まだ当たりきっちゃいないんだろうけどな」




　四十万博ひろ人と。

　彼は不動産業などで強大な力を持つ大だい企き業ぎよう、四十万グループの経営者一いち族ぞくとして生まれた男である。

　それなりに真ま面じ目めな生活を送りながらも、心の底では周囲を見下ろす癖くせがあり、退たい屈くつだと思いながら学生時代を過ごしていた。その最さ中なか、彼の財力と人じん脈みやくに目をつけた『雲くも井い』という男から、『合法ドラッグの互ご助じよ会かいを作らないか』と誘われた時までは。

　雲井という男は不ふ思し議ぎな存在だった。

　本人からはさして圧力やカリスマ性のようなものは感じられないのだが、不思議と彼の指し示じは的てき確かくで、互助会の幹かん部ぶとして活動していた四十万達を驚かせた。

　合法ドラッグの販はん売ばいルートを次々と生み出していく様さまは、まるで一人だけ別の視点から盤ばん上じようを支配している一流のゲームプレイヤーであるかのように思えたのである。

　その雲井がどこかに姿すがたをくらました後も、四十万はその影を追い続けた。

　やがて合法ドラッグから非合法ドラッグに販売物を変え、最後には粟あわ楠くす会かいを敵に回す事になっても──それでも彼は、止まる事なくより深い闇やみへと足を踏み入れ続けたのである。




「俺は、雲井さんに憧あこがれると同時に嫉しつ妬としてたよ。俺は雲井さんの上に立ちたかった」

　鬼き子し母ぼ神じんの境けい内だいから出た後、周囲を気にする事もなく、四十万は淡たん々たんと自分の過去を語り続けた。

「だからこそ、雲井さんの名前を利用して、必要とあれば雲井さんを消すつもりで組そ織しきを大きくし続けたんだけどな。粟楠会の赤あか林ばやしと、折おり原はら臨いざ也やって奴やつのせいで全部がおじゃんだ。甘く見てたつもりはなかったんだが、あの折原って奴は雲井さん以上に厄やつ介かいな奴だった」

「オリハライザヤ。聞いた事ないなあ」

「ここ２年ほど池いけ袋ぶくろじゃ姿を見かけないからな。俺が最後に見た時は、腹にナイフが刺さって死にかけてたけどな。……まあ、生きてても死んでても、もうどうでもいいさ」

「意い外がいだね。四十万さんって根ね暗くらそうだから、ずっと恨うらんでると思ってた」

　ケラケラと笑いながら言う褐かつ色しよく肌はだの少年の言葉に、四十万は少し苦く笑しようしながら答える。

「恨んでるさ。だが折原臨也じゃない。俺が恨んでるのは、世せ間けんそのものだ。……いや、池袋の街と言った方がいいかな」

「なんで？」

「……俺おれを、見なかったからだ」

「？」

　笑顔のまま首を傾かしげる褐かつ色しよく肌はだの少年に、四し十じ万まは淡たん々たんと言葉を続けた。

「ヘヴンスレイヴを潰つぶされた後、俺は折おり原はら臨いざ也やや澱よど切ぎり陣じん内ない、那な須す島じまとかいう連れん中ちゆうにただ利用されるだけだった。この町そのものに俺はただ、狂きよう言げん回まわしの道具として使い潰されたような気がしていたさ。だからヤケになって、ダラーズとかいう連中のボスを道連れにしてやろうと思ったりもしたさ」

「ダラーズは聞いた事あるよ。でも、そんな派は手でな最後になったって話は聞かないけど」

「……ああ、俺は勘かん違ちがいしてたんだ。ダラーズだの折原臨也だの澱切だの……首くび無なしライダーだの、町を動かしてた連中にとって、俺は狂言回しですらなかった。見向きする価か値ちすら無いゴミだったんだって事を思い知らされたよ」

　当時の事を思い出し、ギリ、と包ほう帯たいに隠かくされた口の奥で歯を軋きしませる四十万。

　ダラーズと切きり裂さき魔まの事件に巻き込まれた際、彼は確かに事件の中心に近い場所に居た。

　だが、その結果、彼は悪意を跳ね返され報むくいを受けたのか？

　答えは、否いな。

　彼はただ、状況の中に放ほう置ちされ、何もできずに終わった。

　罰ばつを受けることもなく、彼を一度は影に捕とらえた都市伝でん説せつも、自分に罪さい歌かという異い形ぎようの力を見せつけていた那須島という男も、すぐ傍そばで平へい和わ島じま静しず雄おという怪かい物ぶつと殺しあっていた折原臨也も、街にあふれていた怪かい異いや暴ぼう走そう族ぞく、カラーギャングや粟あわ楠くす会かいや警察すらも、自分に対して何もしようとしなかった。

　普通ならば幸運だったと思えるようなその現実を前にした瞬しゆん間かん──四十万は、既すでに壊こわれていたと思った自分のプライドが、まだ半はん壊かいすらしていなかった事に気付く。

　自分は、『その他大おお勢ぜい』に過ぎない。

　この池いけ袋ぶくろという街を巻き込んだ現実と幻げん想そうが混こん濁だくする大きな『流れ』に、自分を取るに足らない存在だと断じられたかのような錯さつ覚かくに囚とらわれたのだ。

　小こ悪あく党とうは絶望した。

　自分が今まで見み下くだしてきた者達と一ひと絡からげ扱いされた事に対してではない。

　他の誰だれよりも、己おのれ自身が『自分は何者でもない』と確信してしまった事が、四十万から全ての希望を奪うばい去ったのである。

　自分は、誰かを道連れにできる格かくすら持ち合わせていなかったのだと。

　四十万博ひろ人とという男は、負け犬にすらなれなかったのだと。

「俺は、復ふく讐しゆうしたいだけだ。壮大な野望も将来への堅実なプランもない。少しずつ街のバランスを偏かたよらせて、いつかゴロリと街がひっくり返れば御おんの字じだ。その前に俺の首がゴロリと落ちる確かく率りつの方が高いだろうけどな」

　やや自じ嘲ちよう気ぎ味みな自分語りをした後、四し十じ万まは背後を歩く褐かつ色しよく肌はだの少年に問いかける。

「お前はいいのか？　ジャミ。俺おれやミミズについてきても、ろくなことにはならないぞ」

　すると、ジャミと呼ばれた少年はケロリとした表情で答えた。

「別にいいよー？　四十万さんがちっちゃい人間だってのは最初からわかってるし」

　そして、やや目を細めながら言葉を続ける。

「大物の人って逆に暴あばれないしさ。俺は、四十万さんの集まり好きだよ？　何も考えないでも適当に暴れさせてくれるしねー」

「ああ、喧けん嘩か相手ならいくらでも見み繕つくろってやるさ。その積み重ねがいつか街をひっくり返すと信じてな」

「でもさ、今日きようのターゲットって女の人なんでしょ？　俺、女の人を襲おそったり殴なぐったりするような趣しゆ味みないよ？　ねえ、やめようよー。いくら四十万さんが小物だからって、そういうのは趣味悪いと思うよー？」

「……何か勘かん違ちがいしてないか？」

　四十万は眉まゆを顰ひそめながら、そこで初めてジャミという名の少年の方を振り返った。

　すると、ジャミはいつの間にか道路ではなく、道路沿いの塀へいの上を歩いている。

「何してるんだ？」

「バランスの訓くん練れん！　楽しいよ？　なんならここで何か踊って見せようか？」

「あまり目立つ真ま似ねはするな」

「顔面に包ほう帯たい巻いてミイラ男みたいになってる四十万さんがそれを言うのー？」

　愚ぐ痴ちを零こぼしつつも、ジャミはヒョイと地面に降りた。

「俺より四十万さんの方がずっと目立ってると思うけどなあ」

「俺はいいんだよ」

　ジャミがまともに道路を歩き始めたのを確かく認にんした後、四十万は再び前を向いて話の続きを口にする。

「とにかく、警けい戒かいすべき女の顔を見せに行くとは言ったが、別に戦えというわけじゃない。……いや、手っ取り早くお前に認にん識しきさせるには、やはり彼女が敵意を持ってくれるのが一番早いんだがな……」

「認識って、何を？」

　首をひねるジャミに、四十万が答えた。

「この池いけ袋ぶくろには、人じん知ちを超えた物がどこにでも転がってるって事をだよ」

　そう言って、不敵に笑いながら道の角かどを曲がろうとした四十万だったが──

「……」

　彼は角を曲がりかけた身体からだをそのまま一八〇度回転させ、ジャミの肩に手を置きながらスタスタと来た道を戻り始める。

「え？　何？　どうしたの四し十じ万まさん？」

　キョトンとするジャミに、四十万が元来た道を戻りながら小声で言った。

「今は不ま味ずいようだ。嫌いやな組み合わせが見えた」

「？」

　ジャミは静かに道の角かどまで行くと、その先にある光こう景けいをそっと覗のぞき見る。

　すると、そこには、更さらに一つ先の角で、何やら身を隠かくすようにしながら会話のようなやりとりをしている二つの人ひと影かげがあった。

　一人は、杖つえを突いた色いろ眼鏡めがねの男。

　もう一人は、映えい像ぞうなどで見た事がある『首くび無なしライダー』そのものだった。

「わお」

　ジャミは思わず口くち笛ぶえを吹き、小こ躍おどりしながら四十万の所まで駆かけていく。

「ねえねえ！　あれ、首無しライダーでしょう!?　俺おれ、前に生なまで見た事あるから解わかるよ！　あれ、本当に人間じゃないのかな！」

「ああ、アレは人間じゃない。あんなのが堂どう々どうと昼間から町を歩いてる時点でどうかしてる」

　淡たん々たんと言う四十万だが、次の言葉は、軽い歯は嚙がみをした後に紡つむがれた。

「問題はその首無しライダーと一いつ緒しよにいた奴やつだ」

「あの杖突いたオジサン？」

「……粟あわ楠くす会かいの赤あか林ばやし。昔、俺がいた『ヘヴンスレイヴ』を引っかき回してくれた厄やつ介かいな奴だ」

「ああ、ヤクザ屋さんかあ！　大だい丈じよう夫ぶだよ、俺、拳けん銃じゆうとか怖こわくないし」

　自じ信しん過か剰じようとしか受け取られないような言葉を口にするジャミだが、四十万はその点については否定せず、別の場所について訂てい正せいをする。

「……赤林は銃は使わない。あいつの怖い所は、そういう所とは少し違う」

　そして、チラチラと背後を気にしながら、四十万はやや足早になりながら続けた。

「今日きようは引こう。元々麻ま薬やく嫌ぎらいの赤林に喧けん嘩かを売ったのがケチのつきはじめだったんだ。奴が俺の顔を知ってるとしたら、顔を合わせた瞬しゆん間かんに叩たたき殺されてもおかしくない」

「俺はヤクザ屋さん相手にしても大丈夫だよ？」

「ああ、お前は強いから大丈夫だろうよ。だが俺はお前と違って弱いんだ。お前が首無しライダーを相手にしてる間に俺が襲おそわれたら、今の俺には勝てる要素がない。逆になっても同じだ。首無しライダーは俺の事などどうでもいいだろうが、見み逃のがす理由もないだろうしな。……というかお前、今すぐに暴あばれたいのか？」

　溜ため息いきを吐きながら言う四十万に、ジャミは無む邪じや気きな笑顔で頷うなずいた。

「うん！」

「……だったら、順番を少し変えるか」

　冷え切った目を地面に落としながら、四し十じ万まは面めん倒ど臭くさそうにその名前を口にする。




「じゃあ、先に……お前が会いたがってた平へい和わ島じま静しず雄おって奴やつを見に行くか？」





♂♀






　──ん？

　セルティは妙みような違い和わ感かんを覚えて振り返るが、その先の路ろ上じようには誰だれの姿すがたもなかった。

「どうかしたかい、運び屋さん」

『あ、いえ。すいません、気のせいでした』

　──なんだろう、今、なんだか妙な気け配はいを感じたな。

　気にはなったが、赤あか林ばやしを無視する程ではなかったので、とりあえず流す事にする。

「それで、まーた、今時の高校生がヤンチャしてるのに付き合ってるわけだ」

『いや、帝人みかど君の時みたいに変なチームを作ったりしてるわけじゃ……。そりゃ、確かに高校生の何でも屋なんて危ないとは思いますけど、私が関わっていてもいなくても危ない橋を渡りそうだから、いざとなったら身内から止められる方がいいかもしれませんし……』

「まあ、気持ちは解わかるけどねえ。運び屋さんが無む理り矢や理り高校生を痛めつけて止めたりするタイプじゃない事も知ってるしさ。まあ、俺おれとしちゃ、あんまり杏あん里りちゃんを厄やつ介かい事ごとに近づけたくはないからさ。そこだけ気を付けてくれてりゃいいよ」

『はい、できる限りの事はします』

　──あ、今私、凄すごい厄介な頼まれ事を引き受けてしまった気がするぞ？

　──でもまあ、それを言ったら赤林さんの存在が一番厄介事を招きそうだけど……。

「そう嫌いやな顔しないでくれよ。はみ出し者の俺が一番厄介事だってのも解っちゃいるさ。できる範囲でいいんだからさ」

　──エスパー!?

　──何だ!?　粟あわ楠くす会かいの人達はどうして私の存在しない顔色を窺うかがえるんだ!?

『いえ、私も杏里ちゃんの事は友達だと思っています。友達を厄介事には巻き込みたくないですから』

「……そうかい、じゃあ、今後はあんまり危ない仕事は頼めないねえ。爆ばく弾だんとか誰だれかの内ない臓ぞうを運ぶとか」

『今まで運んだものの中にそんなものが!?』

「ないよ。冗じよう談だんだって、冗談」

　ヘラリと笑う赤林。

　ですよね、と安あん堵どしかけたセルティの前で、赤林が園その原はら堂どうの方に目を向けながらあっさりとした調子で言葉の続きを呟つぶやいた。

「そういうのは、流石さすがに身内で運ぶしねえ」

　──……。

　冗じよう談だんだと思ってその場は流し、セルティも無む言ごんで園その原はら堂どうの様よう子すを窺うかがう事にする。

「しかし、おいちゃんもあまり高校生の前には顔を出さない方がいいだろうからねえ。彼らが店から出て行ったら行くよ」

『ええ、じゃあ、私は時間を改めます。一いつ緒しよに行くのも変ですし』




　そうして赤あか林ばやしと別れたセルティは、そのままシューターの所に戻り、ゆっくりと道路を走らせながら周囲の気け配はいを探り続けた。

　──うーん、もうさっきの変な気配は無いなあ。

　改めて、先せん刻こく感じた妙みような存在について思い返す。

　──妖よう精せいの類たぐいじゃないけど、まともな人間でもないような……。

　──鯨くじら木ぎと似てる感じだったが、あいつとは少し違う気が……。

　かつて自分の恋こい敵がたきだった、人間と異い形ぎようの血を引いていると思おぼしき女の事を思い出しながら周囲を探るセルティ。

　そんな中、近づいて来る気配に気付いて意い識しきを向けた。

　──そうそう、鯨木の気配はこんな感じだったな。

　──……。

　──……って、え？

　セルティが意識を向けたその先。

　歩道の上に、眼鏡めがねをかけたクールな雰ふん囲い気きの女性の姿すがたがあった。

　かつて池いけ袋ぶくろの騒そう動どうに関わり、セルティから新しん羅らを奪うばおうとした女──鯨木かさねの姿が。

『く、鯨木……？』

　もしもセルティの手元に首があったら口をパクパクと開いていた事だろう。見た者にそう思わせる程に全身を動どう揺ようさせるセルティに、鯨木は無表情のまま整然とした調子で頭を下げた。

「……お久しぶりです、セルティさん」

　そして、顔を上げた後もまったくの無表情のまま、鯨木は淡たん々たんとした調子でセルティの心を搔かき乱す社しや交こう辞じ令れいを口にした。




「壮そう健けんなようでなによりです。岸きし谷たに新羅さんはお元気ですか？」





♂♀






園その原はら堂どう店てん舗ぽ内




「それじゃあ、何が盗ぬすまれたのかは解わからないんですか？」

　辰たつ神がみ姫ひめ香かの言葉に、杏あん里りは困ったように頷うなずいた。

「そうなんです……。私が店を開いてから仕入れて目もく録ろくにしてあるものなら解るんですけど……父が店主だった頃ころから倉そう庫こにあったものまでは……」

「やっぱり、なんか凄すごいお宝とかあったんじゃないんすかね、店長さんも知らない先代の残した骨こつ董とう品ひんとか、宝の地図みたいなのが……」

「琴こと南なみ君、空気読んで」

「あいででで、ちょ、ま、ピアスの穴が広がっちゃうって!?」

　姫香に耳をひっぱられて後ろに下がった久く音おんの代わりに、八や尋ひろが杏里に対して口を開く。

「でも、園原先せん輩ぱいが無ぶ事じで本当に良かったです」

　僅わずかに安あん堵どした表情をする八尋を見て、杏里が柔らかく微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、ごめんなさい、常じよう連れんさんの君達に変な心配をかけちゃって……」

　そう言いながら、杏里は改めて後こう輩はいの三人を見る。

　姫香も八尋も久音も、三人とも『中々心を顔に表さない』という点では共通していたが、杏里には最近それぞれの違いを理解しつつあった。

　八尋は、単に感情を表す事に慣れていないだけらしい。困った時は困った顔をするし、嬉うれしい時は笑いもするが、そのどれもが不慣れでぎこちない様よう子すだった。

　姫香の場合は、物もの凄すごく精神力が強いタイプだろう。多少の事では動じない代わりに、笑ったり呆あきれたりするといった事も滅めつ多たに無い。

　久音の場合は表情豊かだが、それは本心を隠かくす為ためにオーバーに顔を変化させている印いん象しようだ。

　──琴南君は紀き田だ君に、辰神さんは沙さ樹きちゃんに近いのかも。

　自分に近しい友人の事を思い出しながら、ふと、『無表情』で思い出す。

　──鯨くじら木ぎさんも無表情だけど……。あの人は、そのどれとも違う気がする。

　──どうしてあんなに無表情なんだろう。言葉だけを聞くと、楽しそうにしてるのが解る事はあるけれど……。
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池いけ袋ぶくろ　路ろ上じよう




『何が「新しん羅らさんは元気ですか」だ！　私が教えると思うのか！』

「いえ、私は貴女あなたにとって敵でしょうから、答えは期待しておりません。ですが、私が岸きし谷たに新羅さんが元気かどうか尋たずねたのは純じゆん粋すいに気になったからであり、貴女を挑ちよう発はつする意い図とは存在しないと断言できます」

『いやいやいや！　それ以前に、お前、よくも私の前に顔を出せたな!?　正直もう二度と池いけ袋ぶくろの街には寄りつかないものだと思ってたぞ!?』

　シューターから降りたセルティは、鯨くじら木ぎの胸ぐらをつかみそうな勢いで近寄り、ズイとスマートフォンの画面を見せつけた。

　しかし、当の相手は怯おびえた様よう子すもなく、飄ひよう々ひようとその怒りを受け流しながら答える。

「いえ、確かに池袋に来訪する機き会かいは減少しましたが、園その原はら堂どうとの取引や、『眼鏡めがね男子・ザ・ダブルショットガン』の衣い装しよう合あわせなどの際には訪れています」

『眼鏡……なに？』

　混乱するセルティに対し、鯨木はつらつらとその固有名めい詞しの意味を並べ立てた。

「……『眼鏡男子・ザ・ダブルショットガン』。エターナル・ド・シャルモンテ嬢じようが主しゆ催さいする、自分という殻からから脱だつ却きやくし新たなペルソナ人格をその身に降こう臨りんさせる崇すう高こうなミサ集団です」

『何を言ってるんだお前は!?　私の事を勝かつ手てに売りさばこうとしてたと思ったら、今度はとうとうクスリにまで手をだしたのか!?　……って、待て。エタナールなんだって？』

「エターナル・ド・シャルモンテ嬢です」

　テレビゲームに登場する貴き族ぞくのような名前を聞き、セルティは心しん中ちゆうで眉まゆを顰ひそめる。

『聞いた事あるぞ……。どこだっけか……確か動どう画がサイト絡みで……』

　暫しばし考えた結果、彼女の頭の中に、黒ずくめの友人の姿すがたが思い浮かんだ。

『狩かり沢さわのハンドルネームじゃないか!?』

「はい。狩沢絵え理り華か嬢のコスプレネームでもあります。ちなみに私のコスプレネームは『スクール娘猫』です。スクールはカタカナ、娘むすめに猫ねこと書いて『ニャンニャン』と読みますのでどうぞお間違え無きよう。猫娘ではなく娘猫です」

　そんな事を言いながら、イベント用のコスプレサークルの名めい刺しを差し出してくる鯨木。

　セルティは名刺を一応受け取りながらも、身体からだを戦慄わななかせながら文字を打つ。

『凄すごくどうでもいい！　あああ、ツッコミ所が多すぎて頭が追いつかない！　大体スクールって歳としじゃないだろお前！　そりゃ、歳を取ってからまた学校に通う人もいるけど！』

「誤ご解かいなさらないで下さい。名付け親の狩沢絵理華嬢の話では、私のスクールは学校ではなく、素直クールの略りやくだそうです。本来は漢字の素すにクールで素クールと書くそうです」

『心の底からどうでもいい！』

　叫ぶように打ち込んだ後、怒りに任せて文字を並べて鯨木に見せつけた。

『ああくそ！　なんか夕べからずっとツッコミっぱなしというか、本当に私の周りのいい歳としした大人おとなで一番まともなのが粟あわ楠くす会かいの人達ってどういう事だ！』

「ところで、岸きし谷たに新しん羅らさんはお元気ですか？」

『人の話を聞けぇーっ！』




　そのまま一分ほど、影で縛しばろうとするセルティと、人間離れした体たい術じゆつや見た事もない謎なぞの道具などを駆く使しして躱かわし続ける鯨くじら木ぎの争いが続いたのだが──

　やがて周囲に人が集まり始めたのを察して、セルティが肩で息をしながら提てい案あんした。

『……とりあえず、場所を変えないか？』

「了りよう承しようです。今日きようは私は、貴女あなたと争いに来たわけではありません。それに、私も粟楠会から追われる身……。先ほどから姿すがたを見かけてはいましたが、赤あか林ばやし海月みづき氏がいる前に顔を出すわけにはいきませんでした」

　珍ちん妙みような道具の数々をどこかにしまい込みながらそう答える鯨木を見て、セルティは呆あきれたようにスマートフォンの画面を向けた。

『……追われてる自覚はあったんだな』
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園その原はら堂どう




　高校生達が店の一部で何やら相談しているのを見て、付き添いで来た渡と草ぐさが、そっと杏あん里りの方に近づいて口を開く。

「あのよお、嬢じようちゃん。あいつらはアレの事は知らないんだろ？　ほら、刀かたなの事」

　小声で言う渡草に、杏里は小さく頷うなずいた。

「ええ、知らない……と思います。帝人みかど君も話していないと思いますし……」

「ああ、そうか。いや、あいつら狩かり沢さわや遊ゆ馬ま崎さきとも知り合いだからよ、そっちからバレたらごめんな。狩沢達もその辺の空気は読めるから言わないとは思うけどよ」

「私も、渡草さんが八や尋ひろ君の知り合いだと知って驚きました」

「……あ、俺おれの名前、覚えててくれたんだ」

　てっきり『運転手の人』と覚えられていると思っていた渡草は、久方ぶりに人の温かみを感じた気がして逆に動どう揺ようしていた。

「？」

「ああ、いや、なんでもない。まあ、他の二人は良く知らないが、あの八や尋ひろって奴やつはセルティとも知り合いだし、俺おれの弟おとうと分ぶんみたいなもんだから、まあ、良くしてやってくれ」

「そうみたいですね」

「なんだ、知ってたのか」

　肩を竦すくめる渡と草ぐさに、杏あん里りは黙だまって微笑ほほえむ。

　帝人みかどに八尋の事をそれとなく聞いていて、セルティと知り合いの可能性が大きいと聞いていただけだが、渡草や狩かり沢さわとも知り合いだった事を知り、杏里は改めて世せ間けんの狭さに驚いていた。

　そんな彼女の内心を知ってか知らずか、渡草が言った。

「まあ、何かあったら、門かど田たの旦だん那なも狩沢も遊ゆ馬ま崎さきも駆かけつけるだろうからよ。俺らにできる事があったら、なんでも言ってくれや」

「……！　ありがとうございます……」

　杏里は多くの人に心配をかけてしまっている事を申もうし訳わけなく思う一方で、こうして気に掛けてくれる温かみのある人達と同じ街に生きている事が、どこか嬉うれしくもあった。

　罪さい歌かの呪のろいは不幸しか生み出さないと思い込んでいた時期があったが、トラブルを呼び込むと同時に、セルティを初めとした、とても優しい人達とも巡り合わせてくれた。杏里はその事に感かん謝しやしつつ、自分もそうした人々や『罪歌』にも恩おん返がえしをしなければと考える。

　頭の中で、相変わらず『愛の言葉』を叫び続ける罪歌の声を聞きながら。




　すると、それまで何かを話していた高校生達がこちらに近づいて来て言った。

「園その原はら先せん輩ぱい、俺らに、何か手伝える事ないっすかね？」

「え？」

　久く音おんの言葉に、驚いて目を丸くする杏里。

「いや、後こう輩はいだって事で今まで色々と安くして貰もらったりしてるじゃないっすか。実は俺らも、バイト感覚で便べん利り屋やみたいな事やってるんすよ。だから、そのお返しに、なんでも手伝わせて下さいよ。特別にタダって感じでいいんで、なんなら夜、店の前を警備してもいいっすよ？」

「久音、なんか恩を売るみたいな言い方で失しつ礼れいだと思うよそれ……」

　慌あわてて止めようとする八尋だが、そのまま、久音の言葉を引き継ついで言った。

「ええと、すいません。俺もその、この町に泥どろ棒ぼうがいるとか怖こわいんで、何か犯人を捕つかまえるのに協力できればなって思って……」

「あ……そんな、大だい丈じよう夫ぶですよ。もう警察にも任せてありますから……」

　現げん役えきの学生達をこんな事には巻き込めないとばかりに断る杏里だが、緑りよく髪はつピアスの少年は、何か面白い獲え物ものを見つけたというような目で、笑えみを必死に抑え込みながら続ける。

「でも、何も盗とられてないかもしれないって逆に怖くないっすか？　何か狙ねらいがあるんだとしたら、また来るかもしれないっすよ？　アイダダダダダダ！　耳！　穴！」

「なんで不安がらせるようなこと言うの……」

　八や尋ひろと姫ひめ香かの二人に左右の耳をひっぱられる久く音おん。

　そんな彼らを横目に、渡と草ぐさが溜ため息いきを吐きながら杏あん里りに耳打ちした。

「あー……その、なんだ。八尋って奴やつ、セルティと同じタイプっつーか、割とグイグイ行くタイプだから、下へ手たに『何もするな』って言っても勝かつ手てに自じ警けい団だんみたいな真ま似ねするかもしれないからよ、適当になんか軽い事させてそれで気が済むようにさせればいいと思うぜ？」

「でも……うーん」

　とはいえ、泥どろ棒ぼう捜さがしなどに巻き込むわけにもいかない。

　杏里は少し考えた後、申もうし訳わけ無さそうに、便べん利り屋や『スネイクハンズ』に対して一つの『仕事』を依頼する事にした。

「それじゃあ……荒らされた倉そう庫この方を片付けるの、手伝って貰もらっていいですか？」
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店の前の路ろ地じ




　暫しばらく様よう子すを窺うかがっていた赤あか林ばやしが、一人首を傾かしげる。

「あれえ？　学生さん達、なかなか出てこないねえ……」

　すると、携けい帯たい電話に着ちやく信しんがあった。

　画面を見ると、子飼いの暴ぼう走そう族ぞくである『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』のメンバーからだった。

「はいはい、おいちゃんだよぉ。……ああ、うん。……。……はいはい」

　暫く相あい槌づちなどを打った後、適当に次の指し示じを出して電話を切る。

　そして、空を仰ぎながら杖つえで自分の肩をポンポンと叩たたき、溜息を吐き出した。

「なるほどねぇ……『ヘヴンスレイヴ』の連れん中ちゆう、海外のお客さん達と手を組んだのかい」

　ニヘラと笑ったかと思うと、次の瞬しゆん間かん、赤林はスウと目を細めて呟つぶやく。




「そろそろ、お爺じいちゃんやお父とうさん達じゃ庇かばいきれなくなるぜ、四し十じ万ま博ひろ人と君よお」
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池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　赤林がそんな事を呟いた頃ころ──

「あれが平へい和わ島じま静しず雄おだ」

　四し十じ万ま博ひろ人とは、いかなる権力をもってしても防ぎきれぬような、暴ぼう力りよくの化け身しんの傍そばにいた。

「金きん髪ぱつのサングラスの方だぞ」

　とあるビルから出て来た二人組の男を顎あごで差す四十万に、ジャミが口くち笛ぶえを吹く。

「へー。ほんとにバーテンなんだね！　なんで？」

「さあな。好きなんじゃないか。バーテン服が」

「んじゃ、ちょっと喧けん嘩か売ってくる」

「あ、おい、もうちょっと観かん察さつしてからでも……」

　止めるのも聞かずに走り出したジャミを見送り、四十万は舌した打うちをした。

「やれやれ、とにかく、これで暫しばらくあいつは使えなくなるな。……死ななきゃいいが」

　溜ため息いきを吐く一方で、四十万は僅わずかな興きよう味みを抱く。

　例の『スネイクハンズ』の怪かい人じんが静しず雄おに対して善戦したというならば、ジャミは一体どれほど静雄相手に闘たたかえるのだろうか？

　計算では解わからぬ事だと肩を竦すくめ、四十万は初めてジャミに出会った時の事を思い返した。
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数ヶ月前




都内某ぼう所しよ　地下カジノ




「……結局、お前は使えないのか？　『罪さい歌か』の力」

「無む理りね。私自身に、その……なんていうの？　操あやつられてたっていう記き憶おくがないんだから。苛いら立だたしいけれど、私を斬きったその贄にえ川かわって女を捜すしかないんじゃない？」

「なに、『罪歌』の本体が町にあるらしい。いずれ探りを入れるさ」

　そんな会話をしていたのは、四十万と、かつて彼の敵だった組そ織しき『アンフィスバエナ』のリーダーである女──ミミズだ。

　かつて『罪歌』に支配され、他者に操られていたミミズだったが、その支配から解放された際には既すでに全てを失っていた。そのまま路ろ頭とうに迷っていた所を四十万に見つかり、半分保ほ護ごされる形で手を組んで現在に至る。

　過去ほど大きな規き模ぼではないが、ミミズは嘗かつてのノウハウを用い、池いけ袋ぶくろとは別の場所で非合法な地下カジノを開かい催さいしていた。

　以前のようなＩＣチップを利用したものではないが、ネットで集めた新しい客層を摑つかみ、それなりに儲もうけが出ている状況だった。

　四十万は、そろそろこの近辺の暴ぼう力りよく団だんに嗅かぎつけられる頃ころだろうと判はん断だんし、店を一度畳たたむようミミズに指し示じを出しに来たのだが──

　罪さい歌かに関する雑談をしている間に、カジノルームから何かが割れる音が聞こえてきた。




「責任者ぁ出しなさいって話ですよ、あんたらもこんな真ま似ねしてんだ。意味は解わかるよな？」




　どうやら一足遅かったようで、地元の暴ぼう力りよく団だん員いんが数名押し込んできたらしい。強こわ面もての男達を五名ほど従え、インテリ風を吹かせた男が静かにカードディーラーを脅おどしつけている。

「あらあら、もう二、三回は場が開けると踏んでたんだけど、思ったより情報通ね」

　マジックミラー越しにカジノルームの様よう子すを見て、ミミズは困ったように溜ため息いきを吐いた。

「なんとかできるのか？」

「あの人数で、連れん中ちゆうが銃じゆう器きを持ち込んでないならね。外にも待たい機きしてるならちょっと不ま味ずいかもしれないけど」

「そうか……。まあ、ここの責任者のお前に任せるさ。……ん？」

　肩を竦すくめるミミズが、部ぶ下かに外の様子を確かく認にんさせようとしている中──四し十じ万まは、カジノルームの隅すみの異常に気が付いた。

　奥の暗がりにあるルーレットで大勝ちしていた男が、突とつ然ぜん奇き妙みような動きを見せたのだ。

　他の客が怯おびえながら遠巻きに様子を窺うかがっている中、その男はスタスタと強面の男達の方へと近づき──いつの間にか手にしていた客用のワインボトルで、思い切り強面の一人の後こう頭とう部ぶを殴なぐりつけたのだ。

　ゴブ、と鈍い音が響ひびき、悲鳴を上げる間もなく強面の男が昏こん倒とうする。

　四十万はその行動に目を見張った。

　ただの命知らずではないという事はひと目で分かる。

　何な故ぜなら彼は、店内を見回していた半数の強面達の死角を巧みについて移動し、相手がこちらを認にん識しきする前にワインボトルを叩たたきつけたからだ。

　音に気付いて振り返った他の強面達を、こめかみ、顎あご、鼻はな柱ばしらなど次々とワインボトルで潰つぶしてそれぞれ一いち撃げきで意い識しきを奪うばい去っていく。

「!?　何だてめ……」

　異常を察さつ知ちしたインテリ風の男が、相手の顔を確認するよりも早く──襲しゆう撃げき者しやによってその眉み間けんを勢い良く殴り抜かれた。

「……がっ……」

　上半身をガクガクと震わせながら、泡あわを吹いて倒れるインテリ風の男。

　啞あ然ぜんとするディーラーや周囲の客達を前に、男は何事もなかったかのように歩を進めると、傍そばにいたミミズの部下の女性に声をかけた。

「ねえねえ、オレンジジュースある？」

　今しがた六人の男達を固い瓶びんで殴なぐり倒した男が、幼い子供のような無む邪じや気きな笑えみを浮かべながら、その瓶を女性に差し出した。




「俺おれ、未成年だから、お酒飲んじゃダメなんだって！」
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「平へい和わ島じま静しず雄おより強い可能性……？」

　暴ぼう力りよくを生なり業わいとする者達を六人、僅わずか数秒で昏こん倒とうさせた。

　ジャミを初めて見た時の武ぶ勇ゆうを思い返しながら、四し十じ万まはその確かく率りつについて考えた。

　だが、あっさりと答えを出し、俯うつむきながら苦く笑しようする。

「それはないな」

　そして、再び顔を上げて『平和島静雄に喧けん嘩かを売る』という新たな武勇伝を獲かく得とくしようとしたジャミの末まつ路ろを確かく認にんしようとしたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、ジャミの姿すがたが消えた。

「……？」

　四十万の視し界かいの中では、静雄がこちらを振り返っているのが見える。

　どうもこちらを見つめているような気がして、何が起こったのかと警けい戒かいしていると、己おのれの肩が何者かに摑つかまれた。

「……っ！」

　頭の中に赤あか林ばやしをはじめとした粟あわ楠くす会かいの姿が過よぎり、慎しん重ちよう、それでいて速すみやかに背後を振り返ったのだが──

「あああああ、ああああ」

　そこに居たのは、顔を青くしてカタカタ震えているジャミの姿だった。

「……？」

　意味が解わからない。

　何な故ぜ自分の後ろにいる？

　消えたと思ったのは、一いつ瞬しゆんでここまで殴り飛ばされたからだろうか？　平和島静雄に喧嘩を売ったのならば、十分にありえる話だ。

　だが、それにしては顔に傷も無ければ服も汚れた様よう子すはない。

　そんな事を考えながら首を傾かしげていると、ジャミは青い顔で震えたまま、それでも無邪気な笑みを浮かべて四十万の服の裾すそを引いた。

「やややや、ヤバイヤバイヤバイ、あいつはヤバイねヤバイよ四十万さん」

「……もう殴られたのか？」

　見た目に傷が無いだけで、やはり一いつ瞬しゆんでトラウマを植え付けられる程の一いち撃げきを喰らったのだろうか。そう思って尋たずねたのだが、ジャミはブンブンと首を左右に振り、笑いながら言った。

「違う違う違う、殴なぐられたらそこで終わりだよ四し十じ万まさん。うわあ、ヤバイなあ、なんだろう『アレ』。化ばけ物ものか人間かとかそういうレベルじゃないっていうか、あれ、多分下へ手たな化け物ぐらいなら一方的にボコスカ殴れちゃう、そういう範はん疇ちゆうの『何か』だよ四十万さん」

　この上なく無む邪じや気きで楽しそうな笑顔を浮かべているのに、大量の冷ひや汗あせを流している。

　──粗そ悪あく品ひんのドラッグきめた奴やつがこんな感じになってたな。

　四十万はなんとなくそんな事を考え、そもそもどうしてさっきまで静しず雄おの前にいたジャミが自分の後ろにいるのだろうという疑問はもはやどうでもよくなってしまっていた。




「……なんすか、あれ」

「さあ……格かく闘とうジムとかそういうのの勧かん誘ゆうじゃないか？」

　一方、平へい和わ島じま静雄と田た中なかトムの二人も、今しがたの光こう景けいを見て首を傾かしげていた。

　突然『ねえ、平和島静雄さん！』と声をかけられ、何事かと振り返ったのだが──静雄と目を合わせた瞬しゆん間かん、その褐かつ色しよく肌はだの男が一瞬固まり、次の瞬間、バネ仕掛けの人形のように跳び上がったのである。

　そのままビルの壁に足をつけたかと思うと、凸でこ凹ぼこに足を巧みに絡ませ、まるで重力を無視したかのように壁を走ってそこからさらに跳ちよう躍やくしたではないか。

　わずか一瞬の出来事であり、真剣に見ていなければ姿すがたが消えたかと錯さつ覚かくしていた事だろう。

　男は10メートル以上離れたかと思うと、そこに立っていた顔に包ほう帯たいをした男の後ろに隠かくれてこちらの様よう子すを窺うかがっていた。

「……サーカスの勧誘かな？　力持ちが鎖くさりを引きちぎるショーとかあるからな」

「あー、俺おれ、そういう人ひと前まえに出る仕事はちょっと……」

「まあ、良く解わかんねえけど……何か緊きん急きゆうの用事があるのかもしれねえし、声かけてみるか」

「うす」

　トムに促うながされて、静雄はその二人組に向かって足を一歩踏み出した。




「来たっ！　来るよ来た来た来るよ四十万さん！　俺はともかく四十万さんは死んじゃうよ、四十万さんが死んだらまた退たい屈くつになるっていうか俺あのミミズのお姉ねえさん苦にが手てだから困るよ、逃げよう！」

　まるで一部のホラー映画マニアのように、楽しそうに怯おびえながらそんな事を言うジャミ。

「おい、落ち着け、とにかく俺を巻き込……」

　四十万が文もん句くを言いかけた所で、彼は自分の身体からだがフワリと浮くのを感じていた。

「じゃ、逃げるよ！　逃げよう四十万さん！　落としたらゴメンねー！」

「なっ、ちょ、おい」

　ヒョイと抱え上げられた四し十じ万まが抗こう議ぎする声も聞かず──

　ジャミは人を一人抱え上げたまま、アスリートのような速度で町の中を駆かけ出した。

[image: ]




　残された静しず雄おとトムは、顔を見合わせながら互いに首を傾かしげる。

「……なんだったんすかね？　あれ……」

「さあなあ……」





♂♀






路ろ地じ裏うら




「はぁ、はぁ……はぁは……ハハハハ！　ハハハハハハ！　やー、怖こわくて楽しかったね四十万さん！　凄すごいね！　俺おれ、ジェットコースターとかお化ばけ屋や敷しきでもあんなにスリル味わった事ないよっ！」

「いいから降ろせ」

　肩に担かつぎ上げられていた四十万が、冷めた目で言う。

「ああ、ごめんごめん四し十じ万まさん。でも軽いねー四十万さん。やっぱりさっき静しず雄おさんに殴なぐられたりしてたら、一発で死んじゃってたよ。怖こわいねー！」

「……何があった？　なんで突とつ然ぜん逃げたんだ？」

「いや、俺おれさ、声をかけていきなり殴り掛かってみようと思ってたんだよね。でもさ、あの静雄って人が振り返った時に目が合ってさ？　そしたら、あれが見えたの、あれ」

「あれ？」

「ほら、あの、夏に自分の部屋とかに付ける回転灯どう籠ろうの別名……なんだっけ」

　興こう奮ふんしながら身振り手振りを交えて話すジャミに、四十万は溜ため息いきを吐きながら答えた。

「走そう馬ま燈とうか？」

「そう！　それ！」

「……っていうか、お前、自分の部屋に回転灯籠なんか飾るのか？　変わった趣しゆ味みだな」

「綺き麗れいだよ？　回転灯籠。……って、そうじゃなくってさ、いや、もうさ、目があっただけで解わかっちゃったんだ。『あれれ、俺、これ、死んじゃう！』って！　全身の毛穴が逆さか立だって、気が付いたら壁走ってたよ！」

　──要するに、『目が合っただけでビビった』ってことか？

　──なんでそれをこいつは、こんな楽しそうに語るんだ？

　首を傾かしげる四十万に、ジャミは目を耀かがやかせながらクルクル回る。

「この町ってすっごく楽しいね四十万さん！　俺、来て良かったよ！」

「だが、お前、あの『スネイクハンズ』とやりあった時は楽しそうだったのに、静雄からは逃げるんだな」

「質が違うよ！　スネイクハンズは本当に蛇へびみたいな危なさで倒しがいがあるって感じだけど、あの静雄って人、あれは爆ばく弾だんとかそういう恐さだから。戦うとかそういう話じゃないよ」

　そしてジャミは、先日僅わずかに手合わせをした『スネイクハンズ』という怪かい人じんの事を思い出し、自分の手の平を見ながら言った。

「あいつは、あの変なのは、凄すごく楽しそうに俺に殺意を向けてくれたよ？」

　奇き妙みようでいて尚なおかつ物ぶつ騒そうな言葉を口にしながら、ジャミはそこでもう一度笑った。




「だから、殴り合うならあっちの方がいいかなって」





♂♀






園その原はら堂どう　倉そう庫こ




「……」

　自分の手の平を見つめながら黙だまり込んでいる八や尋ひろを見て、姫ひめ香かが声をかける。

「どうしたの？」

「ああ、ちょっと指を切っちゃって」

　八尋は片付けの最さい中ちゆうに棚たなのささくれに引っかけてしまい、指先から少し血を滲にじませていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　絆ばん創そう膏こうあるけど、使う？」

「ああ、大丈夫だよ、この程度ならすぐに止まるから」

　気にした様よう子すもなく言う八尋。

　そう言いながら別の指で疵きず痕あとを数秒押さえると、傷が消えたわけではないが、出血自体はすぐに治まった。

「ほらね」

「……驚いた。傷の治りが早いんだね」

「昔から良く怪け我がしてたから……」

「あんまり理由になってないと思うけど」

　姫香は更さらに突っ込もうとしたが、八尋の手の甲こう側がわにある無数の疵痕を見て、あまり触れない方が良いのかもしれないとそれ以上は何も言わなかった。

　八尋の手の傷が他人を殴なぐった時に付いた傷だという事は既すでに聞いてはいるが、それでも、決して良い思い出ではない事に違いはないだろう。

　彼女はそう判はん断だんして、更に片付けを進めようと思ったのだが──

「あ、もうそろそろ大丈夫ですよ」

　と、倉そう庫この入口あたりから杏あん里りがそう声をかけてきた。

　その声を聞き、高校生達が一度倉庫の外まで出る。

　荒らされたといっても滅め茶ちや苦く茶ちやに壊こわされたというわけでも無かった為ため、30分程の作業で大まかに落ちていた物などを棚に戻す作業は終了した。

　元から整然とジャンルごとに収納されていたわけでもなかったため、倉庫内の通路が普通に歩けるようになっただけで十分だという事らしい。

「本当にありがとうございました。なんだか元より綺き麗れいになった気がします」

　ペコリと頭を下げる来らい良ら学園のＯＢ。あまり大した事をした気がしていないので、八尋はその感かん謝しやが逆に申もうし訳わけなくも感じる。

　そんな八尋の横で、久く音おんが杏里に尋たずねた。

「で、どうすか？　片付きはしましたけど、やっぱり何が取られたか解わからない感じっすか？」

「ええ……箱にしまいっぱなしのものも多かったですから……今日きよう初めて見る品物もあるぐらいです。だから何を取られたのかまでは……」

「そうっすか、なんかお役に立てなくてすいません」

「いいえ、そんな事ないですよ。凄すごく助かりました」

　すると杏あん里りは、倉そう庫この中を覗のぞいて、柔らかい笑顔を向けながら高校生達に言った。

「もし良かったら、アルバイト代ってわけじゃないですけど、何か倉庫の中の物を差し上げますから、一つずつ持っていって下さい」

「ええっ!?　そりゃなんか悪いっすよ！」

　口ではそう言ってるが、露ろ骨こつに『え、ラッキー！』という顔をしている久く音おん。

　そんな彼を横目に見た後、八や尋ひろと姫ひめ香かは戸と惑まどうように視線を交わした。

「いや、僕達はそんなつもりじゃ……」

　辞じ退たいしかけた八尋に、いつの間にか倉庫の前に来ていた渡と草ぐさが言う。

「貰もらっとけ貰っとけ。高校生が遠えん慮りよなんかすんな」

「三さぶ郎ろうさん。今までどこに？」

「ああ、長くなりそうだったから、車を近場の駐ちゆう車しや場じようまで移動させてきた。とにかくだ、ボランティアだとか言わないで素直に報ほう酬しゆうは貰っとけよ。それで杏里ちゃんの『高校生の貴き重ちような時間を奪うばった上にタダ働きさせてしまった』って罪ざい悪あく感かんも消えるんだから、お互い損は無いだろ」

「でも……どれが高価な物か解わからないし……」

　尚なおも迷う八尋に、杏里が言った。

「あ……それなら心配しないで下さい。私が仕入れたものは安いものばかりですし……倉庫に元からあったものも、値ね段だんの付けようがなくて困っていたものばかりですから。どうしても駄だ目めな物ならこの場で言いますし」

「そうですか……それなら……」

　再び姫香と顔を見合わせ、互いに頷うなずく八尋。

　そのまま三人は倉庫内の棚たななどを眺ながめて、何を選ぼうか思し案あんした。

　八尋が『ただで貰っても園その原はら先せん輩ぱいが困らないようなもの』を、姫香が『とにかく実用的なもの』を探す一方、久音は『とにかく転売すれば金になりそうなもの、もしくはブログのアクセス稼かせぎができそうな珍ちん品ぴん』を狙ねらって探し続ける。




　そして数分後──彼らはそれぞれの品物を選び、杏里に見せた。

　久音は何やら古びた雰ふん囲い気きのある箱はこ根ね細ざい工くを。

　姫香は小さな桐きりの箱に入った万まん年ねん筆ひつを。

　八尋は本物なのかレプリカなのか解らない、巨きよ大だいなサメの歯の化か石せきを選んだ。

「こんなのもあったんですね……。やっぱり一度目もく録ろくを作らないと……」

　そんな事を言いつつも、杏里はその全てを快く三人に渡す。

「本当にいいんですか？　これ、なんだか高そうですけど……」

　申もうし訳わけなさそうにする姫香に、杏里が言った。

「いいんです。元々店に出す予定がまだ無かった物ですし、誰だれかに使われたり飾られたりした方が、その子達も喜ぶと思いますから。大だい事じにしてあげてください」

　骨こつ董とう品ひんの数々を『子』と呼びながら、杏あん里りは聖せい母ぼのように温かい微笑ほほえみを向ける。

「園その原はら先せん輩ぱい……」

「ありがとうございます！　大事にします！」

　高校生達は感かん激げきし、口々に感かん謝しやの言葉を口にした。

「……」

　ただ一人、箱はこ根ね細ざい工くの中身を確かく認にんしたら売り飛ばす気満々だった久く音おんだけ目が泳いでいたのだが──八や尋ひろと姫ひめ香かはそんな久音の内面を見抜きつつも、敢あえて何も言わぬ事にする。

　ここで彼を責めた所で、彼が生き方を変えるわけではないと理解していたからだ。





♂♀






池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　公園




『で、どうしてお前があそこに居たんだ？』

「警察の内通者から、私が取引している園原堂どうにて事件が発生したと連れん絡らくを受けたので、様よう子すを見に顔を出したまでです。そうしたら、半年ぶりぐらいに貴女あなたを池袋で見かけたというだけですよ」

　赤あか林ばやしと遭そう遇ぐうせぬよう、少し離れた場所の公園のベンチに並んで座り、セルティと鯨くじら木ぎが改めて意い志しの疎そ通つうを試みる。

『正直、私はお前が何を考えているのか解わからない。警察にも追われてるんだろう？』

「ええ、連続殺人事件の参考人という事になっています。主犯は澱よど切ぎり陣じん内ない、私はその逃とう亡ぼうを幇ほう助じよしているという事になっているようですが」

『お前がやったのか？』

「いいえ？　ですが、どちらでも良い事です。私がそう仕向けただけですから。理由まで話す義務はありません」

　それを聞いたセルティは、少し考えた後に文字を綴つづった。

『そうか……それなら良かった』

「何がでしょう」

　問い掛ける鯨木に、セルティが淡たん々たんと答える。

『新しん羅らを好きになってくれたり、狩かり沢さわや杏里ちゃんとそれなりに仲良くしてる奴やつが、連続殺人をやらかす程の極ごく悪あく人にんじゃなくて良かったって事だ』

「どうでしょう。私は悪人ですし、寧むしろ、真犯人も何か事情があった善人かもしれませんよ」

『ああ……それもそうだな。法律は破ってるが、それは私も人の事は言えないし……。真犯人の正体も解わからない内に、推すい測そくで言ってしまった。すまない』

「何な故ぜ謝るのでしょう？」

　鯨くじら木ぎが不ふ思し議ぎそうに言うと、セルティはストレートに自分の考えを口にした。

『庇かばうって事は、真犯人は、お前の知り合いなんだろう？　事情も知らずに極ごく悪あく人にんと言ったのは悪かったよ』

「……驚きました。貴女あなたは私の想そう像ぞう以上にお人好しなのですね」

『そうでもないぞ。新しん羅らを攫さらったりした事については、割と本気で怒ってるんだからな』

　ずい、と身を鯨木に寄せながら文字を見せるセルティに、鯨木はやはり無感情を貫つらぬく。

「……それについては、謝しや罪ざいはしませんし、後こう悔かいもしていません。代わりに、誹そしられ、罰ばつを受ける事も否定はしません。どうぞ存分に罵ののしって下さい」

『……いや、今いま更さらだよ。ただ、さっきの質問には答えておこう』

「質問？」

『新羅は凄すごく元気だ。今まで以上にね。私なんかと一いつ緒しよにいるだけで楽しいなんて言って、毎日笑ってくれているよ』

　最初に言われた『新羅は元気か』という事についての答えを、これでもかという程に皮ひ肉にくを込めて返すセルティ。

「……訂てい正せいします。貴女はほんの少しだけ意い地じ悪わるですね」

『少しじゃないだろう、ざまあみろ、って言ってるんだぞ？　もっと悔くやしがったらどうだ』

　鯨木が薄く笑ったような気がして、不満げに文字を打つセルティ。

『ええい、これじゃ私が彼かれ氏し自じ慢まんする恋れん愛あい映画の嫌いやな女じゃないか！　……まあいいさ。新羅は元気だよ。お前が罪さい歌かを貸したから今の元気な新羅があるんだろうな。だからもう怒るのも馬ば鹿からしいからヤメだヤメ。……ただ、言っておくけど、お前が捕つかまるのは勝かつ手てだが、狩かり沢さわや杏あん里りちゃんには迷めい惑わくを掛けるなよ』

「それは大だい丈じよう夫ぶです。先さき程ほども言いましたが、警察内部にも報道関係にも手て駒ごまはいますから」

『手駒って……お前の罪歌はいま新羅が預かってるのに、どうやって』

　ヘルメットを傾かしげるセルティに、鯨木はベンチの傍そばにいる猫ねこにチラチラと視線を送りながら答えた。

「罪歌が無くても、人を意のままに操あやつる程度の術じゆつはいくらでも持ち合わせていますので」

『やっぱり極悪人な気がしてきた……。まだ罪歌みたいなのが山ほどあるのか……』

　そこでセルティは一つ思い出し、確かく認にんするように尋たずねる。

『そういえば新羅がこの前の通とおり魔ま騒そう動どうの時に、魔ま性しようの妖よう槌づち【蛮ばん軟なん陣じん】がどうとか言ってたが、まさかそういうのも扱ってるんじゃないだろうな』

「ええ、よく御ご存ぞん知じでしたね。さすが岸きし谷たに新羅さんです」

『……？　どういう事だ？』

「ですから、その妖よう槌づちも以前持ち合わせていました。現在は、園その原はら堂どうの倉そう庫この中に置いてありますが」

　サラリと爆ばく弾だん発言をした鯨くじら木ぎに、セルティが叫ぶように大文字を打つ。

『おい!?　なんで杏あん里りちゃんの所に!?』

「以前、罪さい歌か絡みでご迷めい惑わくをおかけしたので、そのお詫わびにです。普段の有ゆう償しようの取引とは別に、私の扱っている物品のいくつかを倉庫に無断に置いておきました」

『なんで無断!?』

「そのまま無償で渡そうとすると、彼女は断るタイプでしょう？　元から倉庫に置いてあったかのように偽ぎ装そうしてあるので問題ありません」

　あっさりと言う鯨木に、セルティは再度ヘルメット越しに存在しない頭を抱えた。

『問題しかない！　迷惑をかけるなと言った傍そばからこれだ！　「人に取り憑ついて欲望を加か速そくさせる妖槌」って聞いてるぞ！　なんでそんな危ないものを……』

　抗こう議ぎしようとしたセルティに、鯨木はやや首を傾かしげながら目を細める。

「それは誤った情報です。正確には【蛮ばん軟なん陣じん】は罪歌のように意い志しのある妖槌ではありません。江え戸ど時代後期の職人が、西洋の芸術家にして鍛か冶じ職しよく人にんでもあるカルナルド・シュトラスブルクが造った作業槌つちを参考に作成した、ただの小こ槌づちです」

『へ？』

「ただ、カルナルド・シュトラスブルクのオリジナルからしてそうだったのですが……。握りの絶ぜつ妙みようさや、その際の凹おう凸とつから生まれる刺し激げき、槌の模も様ようの視覚作用などで、使う者の気を少し大きくする催さい眠みん的な効果があります。それを見た人達が『妖槌に取り憑かれた』と噂うわさを流しただけでしょう。神しん経けいが鈍い人が持っても何の変化もありません」

　一通り説明した後、鯨木は足あし元もとに来た猫ねこを無表情であやしながら言葉を付け加えた。

「まあ、普段から神経質で、尚なおかつ卑ひ屈くつで矮わい小しような人間が持てば、効果も倍増、通常時とのギャップも大きいので、『取り憑かれた』と思われても仕方がないかもしれませんが……」





♂♀






埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所




　夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこは、およそ才能という物に恵まれていなかった。

　世の中才能が全てではないし、探せば何か自分に向いたものがあったのかもしれないが、少なくとも彼にとっての『それ』はまだ見つかっていない。

　大だい富ふ豪ごうの息子むすこという環かん境きように育った彼は、誠実に努力を続ければ、環境が味み方かたとなり勉学も運動も人並み以上の結果を出せたのかもしれないが、彼はその環境に幼い頃ころからあぐらを搔かき、なんの努力をせずとも自分は成功者になれるのだと勘かん違ちがいをしてしまっていた。

　ところが、両親が養よう子しを迎えた辺りから歯車が狂い始める。

　自分と同じ環かん境きように身を置きながら、上昇志し向こうが強い義ぎ弟ていはあらゆる面で自分よりも優ゆう秀しゆうな結果を出していった。

　義弟を疎うとみ、いびろうともしたが、喧けん嘩かの才能すら自分よりも上だったようで、何から何まで徹てつ底てい的に負け犬となった長ちよう男なんは、真ま面じ目めに努力して見返すという事を諦あきらめ、やさぐれる方向に身を振ってしまったのである。

　不ふ良りようの溜たまり場に顔を出すようになり、そこでそれなりに顔を売ったと思っていたが──自分が夏なつ瓦がわらグループの御おん曹ぞう司しだから金目当てに近づいて来ているだけだと気付いた時には、もはや抜け出せない程の深みに嵌はまってしまっていた。

　そして現在、彼は家出した矢先にそのグループとトラブルを起こし、方々を逃げ回っていたのだが──




「こいつぁ驚いた。夏瓦のぼっちゃんが手前てめえから戻って来やがったぞ」

　そんな声が、古びたビルの一室に響ひびき渡る。

　声を放ったのは、まだ20代前半と思おぼしき若い男だ。

　身にまとう雰ふん囲い気きから、素人しろうと目めに見てもろくな人間ではないという事は分かる。

　一方で、声を掛けられたのは、目は荒すさんでいるものの、どこかのおぼっちゃんという空気が抜け切れていない、どちらかというとカツアゲされる被ひ害がい者しや側のような青年だった。

「いやあ、正直、もう逃げ回るのに疲れてさ」

「手て間まかけさせやがって。それで？　例のブツはどこだ？　確かく認にん次第『あの人達』に連れん絡らく取とるからよ、とっとと出せや」

「……今はある場所に預けてある。あとで取ってくるよ」

「あぁ？　んだよ使えねぇ坊ちゃんだな！　最初から持ってこいよ！　それともよぉ、この期ごに及んで何か取引でもするつもりか？」

　凄すごみを利かせる男に対し、どこかブルジョア風ふうの青年──夏瓦雪ゆき彦ひこは、ニコニコと笑いながら相手に一歩近づいた。

「いや、そうじゃないっすよ。ただ、その前にやらなきゃいけない事があって」

「やらなきゃいけない事だあ？」

「ああ、大だい事じな事なんだが、ちょっと他の奴やつには聞かれたくないから、耳を貸してください」

「？」

　訝いぶかしみながら顔を寄せる男。

　そんな彼に対し、夏瓦雪彦は、腰に差していた奇き妙みような紋もん様ようの小こ槌づちを手にとり、そのまま勢い良く男のこめかみに向けて振り抜いた。

「ぼッ」

　奇き妙みような声を肺はいから漏もらし、痙けい攣れんしながら床に転がる男。

　そんな彼を見て、一いつ瞬しゆん呆ほうけた顔をしていた周囲の男達が怒ど声せいを上げた。

「て、てめえ！　何しやがる！」

「とち狂ったかコラぁ！」

　だが、そんな怒声をさらに抑え込むような大声で、小こ槌づちを握った雪ゆき彦ひこが力強く叫んだ。

「手前てめえらぁ！　こいつがお前らにいくら金を出したぁ！」

　小槌の先でビシリと倒れた男を指し示し、更さらに声を張り上げる。

「はした金でいいようにこき使われて満足かぁ!?　違うだろうがぁ！」

　ざわめく男達に、雪彦が自分の名を叫んだ。

「俺おれは夏なつ瓦がわら雪彦だ！　天下の夏瓦グループの御おん曹ぞう司しだぞぉ！　金ならこいつの何倍も持ってるし、お前らにも何倍も美お味いしい目ぇ見せてやらぁ！」

　そして、懐ふところから出した札さつ束たばを周囲にばらまき始める。

　数百万という額になろう金を室内に散らせながら、雪彦は周囲の反応を窺うかがった。

　チンピラ達は一いつ瞬しゆん戸と惑まどっていたが、まだ痙攣しているそれまでのリーダー格だった男の姿すがたを見て、そのまま札束を拾い始める。

　この瞬しゆん間かん、彼らの立場は逆転した。

　何も知らず、金を搾しぼり取られるだけだった青年が──金で周囲の心を搾り取る立場へと躍おどり出たのである。

　サナギから蝶ちようになるかのような変へん貌ぼうを遂とげた青年は、小槌を握り締しめながらもう一度叫んだ。

　周囲ではなく、自分自身に己おのれがどういう存在なのかを言い聞かせるかのように。




「今日きようから、俺おれが『ヘヴンスレイヴ』のボスだ！　文もん句くがあるなら、金で買ってやらぁ！」













幕間　ブラック個人業②







夜　埼さい玉たま県某ぼう所しよ




　──やれやれ、今日きようは色々あったけど、ちゃんと自分の仕事もしないとな。

　結局あの後、杏あん里りに直接会う事はできなかった。

　高校生達が帰った後に赤あか林ばやしが行くという話だったので、自分がその場に鉢はち合あわせたら不ま味ずいと思い、日を改める事にしたのである。

　取り敢あえず『話は聞いたけど何かできる事があったら言って欲しい』とメールで伝え、それとなく鯨くじら木ぎの言っていた妖よう槌づちについても『そう言えば新しん羅らの親父おやじから聞いたんだが、昔そのお店で変わった小こ槌づちを扱っていたらしいけど、まだあったりする？』と探りを入れておいた。

　流石さすがに鯨木がこっそり倉そう庫こに置いていったと言うと余よ計けいな混乱を招くと思い、そんな形で森しん厳げんの名前を利用する事にしたのである。

　──まったく、何で私が鯨木に気を使ってるんだか……。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩を竦すくめながら、セルティはシューターを道の脇わきに停とめ、若者達がたむろしている酒場へと足を踏み入れた。




「いらっしゃ……え……？」

　入り口近くにいた店員が、セルティの姿すがたを見て目を丸くする。

『すまない、ちょっと人探しに来ただけだ。すぐに帰るが……』

　セルティは何ど処こかから影製の財さい布ふを出すと、中から数枚の千円札さつを出して店員に握らせた。

『客じゃないと入れないというなら、これでカウンターの人達に何か適当に奢おごる方向で頼む』

「え、いや、あの……」

　混乱する店員の横をすり抜け、店の奥に入っていくセルティ。

　赤あか林ばやしからつい先せん刻こく来たメールにあった通り、どうやらこの店が夏なつ瓦がわら家けがある土地のチンピラ達の溜たまり場という事で間違いないようだ。

　漆しつ黒こくであるが故ゆえに逆に目立ち過ぎる容よう姿しのセルティを見て、店内の若者達が一いつ斉せいに静まりかえる。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、動どう揺ようと嘲ちよう笑しようが入り混じった生なま温ぬるい騒ざわめきが巻き起こった。

　そして、調子に乗った若者数名がセルティを取り囲む。

「おいおい、なんかちんどん屋が入ってきちゃったよぉ？」

「何その格かつ好こ？　ギャグ？　あんま面白くないから殴なぐっていいっすかぁ？」

「おろろろろぉ？　ぽろろろぉ？」

　──おろろろぽろろろって何だ。

　──こういう不ふ良りよう連れん中ちゆうって、なんか独自の言い回しする奴やつが多いよな……。

　セルティは呆あきれつつ、最初に声を放った者に対たい象しようを絞しぼって返答した。

『ちんどん屋さんに対して失しつ礼れいだろ。私は人を探しに来ただけだ』

　そして、懐ふところから写真を出そうとした瞬しゆん間かん、相手が苛いら立だち混じりで挑ちよう発はつしてくる。

「んなこと聞いてないんスケどぉ？　っつーかぁ、マジさぁ、人と話す時は目を見て話すんが世界の常じよう識しきでしょぉ？」

　言いながら、勢いよくセルティのヘルメットを揺らし始めた。

　次の瞬間、ヘルメットがポロリと首から零こぼれ落ち、そのまま床に落らつ下かする。

「……」「……」「……？」

　先刻を遥かに超える重さの沈ちん黙もくが場を支配し、店内の時間が完全に停止する。

　そんな中、セルティだけがマイペースで動き続け、床に落ちたヘルメットを拾い上げた。

　当然ながら、首から上が無い状態のままで。

　彼女が再びヘルメットを首の上に乗せたのを合あい図ずとして、店内の空気が再び動き始める。

　押し止められていた感情の波が、一気に押し寄せる形で。

「くっ……首くび無なし、首無しライダー……」

「コスプレじゃねえ！　本物だぁ！」

「知ってるぞ！　こいつ確か、テレビ局に連れてきゃすげえ金くれるはずだ」

　──いつの話だ。

　呆あきれつつも、特に否定はしなかった。

「やっちまええぇ！」

　そして、特に何かされたわけでもないのに、問もん答どう無む用ようで襲おそいかかってくるチンピラ達。

　──やれやれ。

　この手のゴタゴタは昔から慣れているが、この類たぐいの者達から手早く話を聞く方法は一つ。

　相手を恐れさせ、早々に心を折ることだ。







　10分後。

　セルティは影を蜘く蛛もの巣のように張り巡らせて、襲いかかってきたチンピラ達をすべて絡め取ってしまっていた。それでいて普通の客や店員には一切手を出さず、店長らしき男に『何も壊こわれていないので大だい丈じよう夫ぶです。この黒いのは私が店を出て少ししたら解除します』とだけ伝えて店を出た。

　──ああ、こんな事ばかりしてたら一般人の感性とズレが大きくなる一方な気がする……。

　──完全にブラックだ。ブラック個人業だ。

　──闇やみ医い者しやの新しん羅らの事とかをどうこう言う資格、本当に無いな……。

　世せ間けんとのズレを無くす為ために再開した仕事の筈はずなのにこれでは本ほん末まつ転てん倒とうだと思いつつも、受けた依頼は最後まで全うしようと気き合あいを入れ直すセルティ。

　──しかし、思ったより情報が集まったな。

　大まかに得ることができた情報は次の通り。

　夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこは、すでにこの酒場には出入りしていないという事。

　もう一つは、姿すがたを消す少し前に、クスリの売ばい人にんのような者達が彼と接せつ触しよくを図っていた事。

　そして、彼が姿を消した後に、不ふ良りようとは雰ふん囲い気きの違う者達が彼を探していたという事だった。

　──夏瓦の家が雇やとった探たん偵ていとかかな？

　最後の一つについてはそう判はん断だんし、二つ目の情報を更さらに追つい及きゆうしたところ──どうもそのクスリの売人達が配っていたのが、『ヘヴンスレイヴ』と呼ばれていた危険ドラッグらしい。

　そのクスリがどういう効果を引き起こすかは、以前の『首無しライダー教事件』で良く知っている。

　──まったく、ここで赤あか林ばやしさんの話と繫つながるとは。




　──四し十じ万ま博ひろ人とか……。

　──方々を敵に回して、いったい何を企たくらんでるんだ？







[image: 第三章　当店では取り扱っておりません]






















夜　都と内ない某ぼう所しよ




　セルティ・ストゥルルソンが運び屋としての業務に精を出している頃ころ、彼女がその名を思い浮かべていた青年は、池いけ袋ぶくろ近きん郊こうのとある路ろ地じを歩いていた。

　その横に、日が暮れた瞬しゆん間かんから目を爛らん々らんと輝かせ始めた少年を伴いながら。




「四し十じ万まさんってさ、今は何を企たくらんでるの？」

　期待の目を向けてくるジャミに対し、四十万は冷めた目で答えた。

「特に何も」

「噓うそだぁ」

「噓じゃあない。そもそも、俺おれから何か大きな事を企みはしない。俺がやるのは、街のどこかで燃え始めてる火に、油を注そそぐか、風を送り込んでやる事だけだ」

　目に暗い炎ほのおを宿しながら言う四し十じ万まに、ジャミは尚なおも首を傾かしげる。

「油を注そそぐのと風を送るの、どう違うのさ」

「騒そう動どうの勢いを強める事と、騒動の範囲を広げる事の差だ。一いつ箇か所しよだけ跡あと形かたも無く灰はいにさせるか、街まち中じゆうをボヤ騒さわぎにさせるか、の違いと言っていい」

「街中を跡形も無く灰にしちゃうのは？」

「やれない事はないと思うが、やる意味がない。俺おれの望んでる復ふく讐しゆうとは少し違うからな」

　そして、四十万は珍めずらしく薄い笑えみを顔面に貼はり付けながら、一つだけ付け加えた。

「まあ、油と風のどちらかをプレゼントした結果として、最終的に街が灰になるならそれはそれで構わないんだがな」




　そのまま数分歩いた後、四十万がクイ、と顎あごで街のとある場所を指し示した。

「ついたぞ。あそこだ」

　彼の視線の先にあったのは、どこか古びた空気を感じさせる廃はいビルだった。建築途と中ちゆうで放ほう棄きされたのか、あるいは解体途中で作業が停止しているのか、ぱっと見では判別がつかない。

　ただ、外観は所々が崩くずれており、ここが長く放ほう置ちされた場所だという事だけは理解できる、いかにも廃ビルらしい廃ビルだった。

「何ここ？」

「前に、俺が『ヘヴンスレイヴ』って組そ織しきを率ひきいていた時にしくじった場所さ。ここでさっきの赤あか林ばやしって奴やつを始し末まつしようとして、まんまと罠わなに嵌はめられた。送り込んだ兵へい隊たい連れん中ちゆうが、粟あわ楠くす会かいとは別の組の連中と鉢はち合あわせになって潰つぶし合う結果になった」

「へー。苦にがい歴史だねー。その失敗の現場を見て、気を引き締しめようとかそういう話？」

「いや？　俺はそこまで精神論に重きを置いてないぞ？」

　四十万はそう言うと、廃ビルの中層の窓から漏もれる、淡い灯あかりに目を向ける。

「ここを溜たまり場にしてる連中に用があるのさ。俺は喧けん嘩か弱いからな、もしもの時は一応死なない程度には護まもってくれよ、ジャミ」

「保ほ証しようはできないよ？　俺、ボディーガードとかじゃないし。……ところで、ここを溜まり場にしてるのって、どんな奴ら？　強いの？　銃じゆうとか持ってる？」

「……いや、流石さすがに銃は持ってないだろう。高校生のガキも混じってる集団だからな」

　それを聞いて、ジャミは少しガッカリしたように肩を落とした。

「なあんだ。じゃあ、喧嘩してもあんまり楽しくなさそう……」

「そもそも喧嘩しに来たわけじゃあないぞ？」

「結局、なんなの？　ここにいる連中って」

　興きよう味みは大分失ったものの、ジャミはそれでも一応話の続きを促うながす。

　四十万は廃ビルの入口へと向かって歩きながら、過去を懐なつかしむように目を細めた。

「……ブルースクウェアっていう、俺おれ達たちと同類のクズ共さ」





♂♀






廃はいビル内




「ああ、畜ちく生しよう、やっぱり開かねえなあ」

「おい、さっきから何やってんだ？」

　杏あん里りの店から貰もらって来た箱はこ根ね細ざい工くを弄いじり続ける久く音おんの元に、他の『ブルースクウェア』のメンバー達がぞろぞろと集まってくる。

「あ、どうも先せん輩ぱい。いえね、知り合いから箱根細工貰ったんすけど、中々開かなくて……」

「ハコネザイク？」

　眉まゆを顰ひそめる金きん髪ぱつの男──ヨシキリに対し、隣となりにいた猫ねこ耳みみアクセサリーをつけた青年──ネコが答えた。

「お前知らないのかよ。あれだぜ。箱がなんか知恵の輪みたいなパズルになってて、ちゃんと解とかないと開かないっていうもんだよ」

「ふーん。なんでそんな面めん倒どくせえことしてんだ？　箱根となんの関係があんだ？」

　すると、その様よう子すを聞いていた、彼らのリーダーである青年──黒くろ沼ぬま青あお葉ばが話に加わる。

「正確には寄よせ木ぎ細工だけど、箱根の名物だからそう呼ばれてるんだよ。寄木細工の全部がそういうパズル方式ってわけじゃない。仕掛けがある奴やつは『秘ひ密みつ箱ばこ』とか『仕掛け箱』『からくり箱』なんてジャンルで呼ばれてて人気なんだよ。簡単に見られたら困る、でも金きん庫こにしまう程じゃない……っていうようなものを入れるのに使う事が多いんじゃないかな？」

　それを聞いた久音が、大きく息を吐き出した。

「そうなんすよねー。中でなんかカラカラ音がしてるから、何が入ってるのか気になるんすよ。で、箱を開ける前の写真と開けた後の写真、そして中から出て来たものを写真に撮とってブログのネタにでもしようかなと思って」

「木なんだろ？　ぶっ壊こわせばいいじゃねえか」

　ますます解わからないと言った顔をするヨシキリに、久音が苦く笑しようしながら首を振る。

「ヨシキリ先輩って家の鍵かぎ無なくしたら、ドアを壊して入るタイプっすよね……」

「？　普通そうだろ？」

「……」「……」

　周囲の面々から憐あわれみの目で見られている事に気付き、ヨシキリがこめかみをひくつかせながら箱根細工に手を伸ばした。

「ああもう面倒くせえ！　バカにしやがって！　俺が開けてやらぁ！」

「ちょ、やめて下さいよヨシキリ先せん輩ぱい！　壊こわしたら取り返しつかないんすから！」

　慌あわてて箱を抱き寄せて逃げる久く音おん。

　そんな彼に助け船を出すかのように、青あお葉ばが言った。

「やめとけよ、ヨシキリ。その箱多分、一万円以上するぜ」

「……何？」

　ヨシキリはピタリと手を止め、青葉の方を向く。

　他の面子メンツも『一万円』という単たん語ごに反応してにわかに色めき立った。

「おいおい青葉！　その箱が一万ってマジかよ！」

「ああ、そういう細さい工くがある箱は、開けるまでの行こう程てい数……つまりはパズルの複雑さと、大きさや模も様ようによって値ね段だんが変わるんだけどな……さっきから久音が開けようとしてるのを見る限り、十や二十の行程じゃなさそうだ。柄がらも凄すごい凝こってるし、雰ふん囲い気きも年代物っぽいからな。最低で一万、下へ手たすりゃ五万超えるかもなあ」

「五万!?」

「俺おれがネットで見た中じゃ、開けるのに三百回以上色々やんなきゃならない箱が六万とか七万超えてたような……。今の時代に作った箱でそれだから、もしも江え戸ど時代に作られた年代物の骨こつ董とう品ひんなんて事になったら、いよいよ十万とか二十万とかそういう話になるぜ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ブルースクウェアのメンバー達の目が、ギラリと久音に向けられる。

　正確には、久音の手の中に収まる仕掛け箱へと。

「ちょっ……この箱は俺が貰もらったんすからね！　絶対に渡さないっすよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ちょっと借りるだけだから。去年まで潰つぶれてた近所の古ふる道どう具ぐ屋やがなんか最近新しん装そう開店しててさ、そこでちょっと売うり値ねとか聞いてくるだけだから」

　目をぎらつかせるネコに対し、久音が叫ぶ。

「それって園その原はら堂どうでしょ!?　俺に対する信頼度が著いちじるしく下がるし八や尋ひろや姫ひめ香かちゃんからもすげえ白い目で見られるの確定コースだから断固として拒否！」

「なにわけのわかんねえ事を言ってんだ。いいから貸せって」

　周囲の面子が寄よせ木ぎ細工を奪うばおうと久音を取り囲んだその時──階段を上る足音が響ひびき渡り、二つの人ひと影かげが現れた。

「ん？　誰だれだ？」

　ネコが目を向けると、そこには眼鏡めがねをかけて顔に包ほう帯たいを巻いた青年と、褐かつ色しよく肌はだの無む邪じや気きそうな少年が立っている。

　眼鏡の男は視線を巡らせ、青葉に目を止めると静かに頭を下げた。

「お久しぶりです。四し十じ万まです」

「……ああ、久しぶりじゃないですか」

　青葉は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった後、記き憶おくの中の名前と顔を一いつ致ちさせ、両手をポンと打ち鳴らす。

　以前『ダラーズ』絡みの事件の際、『ダラーズの内部粛しゆく清せいを手伝いたい』と接せつ触しよくしてきた青年であり、確かにそこそこ役に立った記き憶おくはあった。

　だが、池いけ袋ぶくろの空を闇やみが覆おおったとある一日を境さかいに姿すがたを消してしまっていたと記憶している。

「……今まで何を？　そちらの方は？」

「色々な所を敵に回したんで、雲くも隠がくれしてたんですよ。……彼は私の友人です」

「ジャミだよ、宜よろしくね！」

　褐かつ色しよく肌はだの少年はそう言うと、無む邪じや気きな笑顔で青あお葉ばに手を差し出した。

「ああ、どうも」

　軽く手を握り返した後、青葉は肩を竦すくめながら四し十じ万まに問う。

「それで？　今日きようはなんの御用で？　言っておきますけど、ダラーズは解散状態ですし、前に御ご紹しよう介かいした竜りゆうヶが峰みね先せん輩ぱいはもうすっかり足を洗ってまともな生活を送ってるから、会おうっていうならやめた方がいいですよ」

「……ああ、そういえば、帝人みかどさん、通とおり魔まに刺さされたって噂うわさを聞きましたけど、大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「今はもうすっかり。だから見舞いとかも必要ありませんよ」

「それは残念だ。一度、『何に』刺されたのか話を聞きたかったのに」

　お互いに相手が何かを隠かくしている事を理解しているのか、どこか牽けん制せいしながら会話を続ける青葉と四十万。

　そんなやりとりを経て、四十万が溜ため息いきをついた後、本題に連なる挑ちよう発はつを口にした。

「ダラーズは解散したのに、『ブルースクウェア』は無む傷きずで縄なわ張ばりを広げたってわけですか、黒くろ沼ぬま青葉くん。粟あわ楠くす会かいのお兄にいさんがバックについてるのかな？」

　名乗った覚えのないフルネームで呼んだ上に、兄の情報まで知っている。

　こちらの情報は筒つつ抜ぬけだという事を示してきた四十万に、青葉は目を細めながら意い趣しゆ返がえしの言葉を放った。

「だとしたら、危ないのは貴方あなたじゃないですか？　『ヘヴンスレイヴ』のリーダーである貴方がここにいるって、兄貴を通して粟楠会に連れん絡らくしたらどうなっちゃうんでしょうね」

　この２年の間にそれとなく集めていた情報を淡たん々たんと口にする青葉に対し、四十万は小さく首を振って訂てい正せいする。

「少し違うな。俺おれはあくまでサブリーダーだ。リーダーは、雲くも井いさんだ」

「本当にそんな人、存在するんですか？　探してみても影も形も見当たらないんですけど」

「そうか、眼がん科かに通った方がいいな」

「へえ……それじゃあ、最近外国の方から入って来てる物ぶつ騒そうな人達と取引してるのも、その雲井さんの指し示じなんですか？　前にも関かん東とうでヘリまで持ち込んで銃じゆう撃げき戦せんをやらかした連れん中ちゆうらしいですけど、戦せん争そうでも始める気ですか？」

　その言葉を聞いた後、四し十じ万まは暫しばし沈黙し、ほんの僅わずかに口くちの端はをつり上げた。

「怖こわいなら、シェルターでも買って引きこもってればいいさ。俺おれが今興きよう味みあるのは銃じゆうでもヘリでもない。池いけ袋ぶくろの街にある組そ織しき同士の円えん滑かつな連れん携けいさ」

「つまり、手て駒ごまが欲しいって事ですか？」

「まさか。手駒が欲しいならその辺を歩いてるチンピラでも雇やとえばいいだろう？　何か困ってる事があれば協力する。そして見返りに金か何かを貰もらう。そんな関係を築きたいだけだ」

「どうだか……。まあ、俺達の邪じや魔まをしないっていうなら、特に敵対する気はありませんよ。こないだの首くび無なしライダー教きよう事件だけじゃなく、最近じゃ都内と埼さい玉たまの方で派は手でにクスリをばらまいてるらしいじゃないですか。言っておきますけど、俺達は別にそれを止めませんけど、粟あわ楠くす会かいに聞かれたら庇かばい立てする理由もありませんからね」

　青あお葉ばが苦く笑しよう交じりに言うと、四十万も苦笑を返しながら一枚のメモを差し出した。

「電話は粟楠会や警察に逆探たん知ちされそうなんでな。何か話がある時は、そのアドレスのＨＰに行って、下にあるパスワード入れて下さい。連れん絡らく用の入力フォームが出てきますから」

「それはどうも。用心深い人は好きですよ。信用はしませんけど」

　不敵に笑う青葉と、その笑えみを冷めた視線で受け流す四十万。

　なんとも嫌いやな空気が流れかけた所で、彼らの横から歓かん声せいがあがった。

「？」

　二人が同時に目を向けると、そこでは先せん刻こく久く音おんが持っていた寄よせ木ぎ細ざい工くのカラクリ箱が、綺き麗れいに開かれた状態でジャミの手の上に載っていた。

「うおおお、すげえ！　あっさり開けやがった！」

「早すぎて何やってんのか見えなかったぞ……」

「おい、どうしたんだ？」

　青葉が尋たずねると、久音がポカンと口を開きながら振り返る。

「あ……いや……『それなら俺、開けられるよ！』って言って……そしたら本当に凄すごいスピードで開けちゃって……」

「開けるまでの作業は全部で八十四回ね。はいコレ！」

　そう言ってジャミが箱を久音に投げ渡したのだが、久音が慌あわてて受け取ると箱の中から何かがこぼれ落ちた。

「おっと……なんだこれ？」

　久音が拾い上げてみると、小さなプラケースに入れられた、数枚のＳＤカードだった。

「ええー、小こ判ばんとか出てくるの期待したのに、随ずい分ぶん俗ぞくっぽいものが出て来たなあ……」

　久音は少しガッカリしながらも、そのＳＤカードを手元のノートパソコンに入れながらジャミに頭を下げる。

「まあ、開けてくれてありがとな。しかしあんなにあっさり開けるとか、どんな分野にもやっぱり天てん才さいってのはいるもんだな……」

　そう言ってＳＤデータの中身をウィルスチェックした後に開く久く音おんだったが──

「すげえな、ファイル数が千単たん位いであるぞ……えっ？」

　画面に現れたのは、理り路ろ整せい然ぜんとならんだ無数の画が像ぞうサムネイルだった。

　特とく徴ちよう的だったのは、そのファイルが、ほぼ肌はだ色いろ一色だった事である。

「どうした？　何が……」

　後ろから覗のぞき込んだ青あお葉ばが、一いつ瞬しゆんフリーズした後、淡たん々たんと呟つぶやいた。

「うわあ……無む修しゆう正せい……？」

　数千枚に及ぶ、セクシーな肌色と桃もも色いろの飛び交う画像の数々を見て、ヨシキリをはじめとするブルースクウェアの面々がいつに無く真剣な表情で口を開き始めた。

「解わかった、これは俺おれが預かろう」

「いや俺が」「俺だ！」「僕だよ！」

「待て待て、これ普通に持ち歩いてたら犯罪になるレベルの画像じゃないか？」

「自分で楽しむだけなら大だい丈じよう夫ぶだったような……」「どうかな」「おい青葉、どうなんだよ」

　話を振られた青葉は、一人冷めた表情で答える。

「いいんじゃないの？　どうでも……」

「こ、こいつ余よ裕ゆうだぞ！」

「流石さすがあのエロ可愛かわいい双ふた子ごと仲良いやつは違うぜ！」

「……殺す！」

「何でだよ!?」

　逃げ惑まどう青葉と追う面々。

　そんな彼らの様よう子すを見て、四し十じ万まは呆あきれたように首を振り、階段へと足を向けた。

「帰るぞ、ジャミ」

　するとジャミは、やや不満げな表情を浮かべて問いかける。

「えー？　帰っちゃうの？　園その原はら堂どうって所に行くんじゃないのー？」

「また今度にしよう。園原堂は逃げるわけじゃないんだ。いくらでもチャンスはあるさ」




　喧けん騒そうの中、何気ない会話を交わしながら去っていく四十万とジャミ。

　ブルースクウェアの大半はそんな彼らの事を気にも留めていなかったが、一人だけ、最後の二人の会話を聞いて目を鋭く尖とがらせた者がいた。

　開かれたからくり箱を弄いじりながら、緑みどりの髪かみの少年が真剣な表情で独ひとりごちる。

「今、あいつら……園原堂ってハッキリ言ったよな……？」
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路ろ上じよう




　帰き路ろに着いた四し十じ万まとジャミ。

　途と中ちゆうまで同じ道を歩く最さ中なか、ジャミが無む邪じや気きに笑いながら声を上げた。

「楽しそうだったねー、さっきの人達！」

　両手を頭の後ろで組みながら楽しげに思い返すジャミに対し、四十万は相変わらずの冷めた様よう子すで包ほう帯たいの下の口を動かす。

「ふん。それなりに名の通ったブルースクウェアが、あんな仲良しこよし集団だったとはな」

「羨うらやましいの？」

「何でそうなる……」

「だって四十万さん、友達いなさそうだし！」

　あっけらかんと言い放つジャミに、四十万は「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」と吐き捨て歩き続ける。

「そんな事言ってー。四十万さんも本当はあのエッチな画が像ぞうとか見たかったんじゃないのー？」

「……」

　四十万はピタリと足を止め、ゆっくりとジャミの方を振り返った。

「？　四十万さん？」

「お前ら……よくまあ普通の顔してあんな、その……破は廉れん恥ちな画像見られるな……」

　そう言った四十万の顔が、道みち端ばたの街がい灯とうに照らされる。

　白い包帯の隙すき間まの顔が紅こう潮ちようしており、目が細かく泳いでいる四十万の顔を見たジャミが、目を丸くしながら言った。

「え……？　四十万さん、マジで？　だって、いつもミミズさんが半分裸はだかみたいなドレス着て後ろから絡みついたり肩に顎あご乗のせたりしてるじゃん！」

「あの女、俺おれが嫌いやがるの知っててわざとやってるんだよ！　こっちは理性を保つのでいっぱいいっぱいだ！」

　珍めずらしく感情をあらわにしてそう叫ぶと、四十万は咳せき払ばらいをしてすぐに冷静さを取り戻しながら言葉を続けた。

「ともかく、ああいうのは結けつ婚こんしてからでいい」

「うーわー、キャラに似に合あわないこと言うねえ四十万さん。なんか俺、昔誰だれかに聞いた『彼女と付き合い始めてから50年で結婚して、70年目に新しん婚こん旅行に行ったギャング』の話を思い出したよー。まあ、今は二人ともお爺じいちゃんお婆ばあちゃんだろうけどさ」

「そんなに気長に付き合ってくれる彼女がいたのか。それは少し羨むな」

　そんな事を言いつつ、『話は終わりだ』とばかりに歩き出した四し十じ万まに対し、ジャミが思い出したように口を開く。

「それにしても四十万さんさー、何も企たくらんでないとか言いながら、ちゃっかり色々やってるんじゃん。なに？　外国の組そ織しきって。どんな人達？　強いの？」

　ワクワクと心を震わせながら問うジャミに、四十万はあっさりと答えた。

「知らないな」

「え？」

「黒くろ沼ぬま青あお葉ばはああ言っていたが、俺おれはそんな組織の事は知らないし、そもそもクスリはともかく組織としては『ヘヴンスレイヴ』の名前はもう使ってないんだ。それはお前も知ってるだろ。……断言していいが、俺は関わっちゃいない」

　四十万は冷めた目のまま小さくため息を吐き、夜空を見上げながら舌した打うちする。




「……まったく、面めん倒どうな事になりそうだ」
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翌朝　園その原はら堂どう前




　──まったく、面倒な事になった……。

　──まさか、盗とう難なんの件にも四十万って奴やつが関わっていたとは。

　セルティは大きな溜息を吐き出すような仕し草ぐさで肩を上下させつつ、店の前に停とめていたシューターに跨またがった。

　そんな彼女に、店から出て来た杏あん里りが声をかける。

「本当に、心配させてしまってすみませんでした」

　ぺこりと頭を下げる杏里に、セルティは軽い調子で手を振った。

『杏里ちゃんが気にする事じゃないよ。それより、その四十万って奴には気を付けてね。また罪さい歌かを狙ねらって来るかもしれない』

「はい、ありがとうございます」

　セルティが朝早くから杏里に会いに来たのは、四十万に関する話を聞くためだった。

　夕べ、『ヘヴンスレイヴ』が夏なつ瓦がわら家け長ちよう男なんと関わっているであろうという話を聞いたセルティは、赤あか林ばやしの件も鑑かんがみ、とりあえず四十万を探す事にしたのだが──そんなタイミングで、久く音おんからメールが回ってきた。

『今、ヘヴンスレイヴって悪あく名めい高い連れん中ちゆうの幹かん部ぶの四十万って奴がブルースクウェアの所に来たんだけど、「園原堂に行く」とか「チャンスはいくらでもある」とか言ってて噴ふいた』という、ＳＮＳの呟つぶやきのようなノリのメール。

　しかしながら、セルティにとっては重要な情報が矢や文ぶみで飛んできて胸に刺ささったかのような衝しよう撃げきを受けた。

　そして杏あん里りに話を聞いた所、確かにそれらしき男が『罪さい歌か』を求めてやって来ており、その晩に例の泥どろ棒ぼう騒さわぎがあったのだという。

　──やっぱり罪歌を狙ねらって……？

　久く音おんにもメールで確かく認にんしたが、彼の話だと『顔に包ほう帯たいを巻いた眼鏡めがねの男』との事なので、恐らく同一人物に間違いないだろう。

　──でも、なんだって倉そう庫こを？　うちで新しん羅らが預かってる奴やつみたいに、罪歌の別の本体が倉庫にあると思ったのかな……？

　試しにその可能性を杏里に聞いてみたが、彼女は「あの、でも、あの人が犯人と決まったわけじゃないですから……」と困った表情を浮かべていた。

　確かに犯人と決めつけるのは尚しよう早そうかもしれないと思ったが、この状況では逆に無関係だと考える方が不自然ではある。

　──とはいえ、四し十じ万まって奴に杏里ちゃんをどうこうできるとも思えないが……。

　──いや、待てよ……喧けん嘩かはともかく、家に火をつけるとかも考えられる……。

　──あるいは、身に覚えの無い借しやつ金きんを背負わせて、経済的に追い詰めるとか……。

　ドラマなどで見た悪人の手法を思い返しながら、徐じよ々じよに警けい戒かい心しんを強めるセルティ。

　──杏里ちゃんはせっかく平へい穏おんな毎日を手に入れたんだ……なんとか護まもってあげたい……。

『とにかく、本当にその包帯男が泥棒かどうかはおいといて、私も別の件でその男の事を追ってるから、捕つかまえて何か解わかったら連れん絡らくするよ』

「どうもすみません……あの、気を付けて下さいね」

　心配そうにこちらを見てくる杏里に、セルティは心しん中ちゆうで微笑ほほえみながら答えた。

『ありがとう。気を付けるよ』

　と、そこで一つ思い出し、杏里に尋たずねる。

『ええと、ところで、昨日きのうの夜にメールした木き槌づちの事だけど……』

「あ、はい……昨日の倉庫の整理の時には、そういうのは見当たりませんでしたので……父の代で売れてしまったのかもしれません。すみません」

　申もうし訳わけなさそうに頭を下げる杏里に、セルティは慌あわてて手を振った。

『ああ、いい、いいんだ。別に必要なものだったってわけじゃないから』




　そのまま簡単に別れを告げて走り出したセルティは、運転を半分シューターに任せながら、今後の事について考える。

　──うーん……。例の妖よう槌づち、倉庫に無いって事は……。もしかして、泥棒が盗ぬすんだ？

　──四し十じ万まが犯人だと考えると、罪さい歌かが無かった代わりに、似たような物を持っていった可能性はあるのか……。いやでも、鯨くじら木ぎの話だとそんな妖よう槌づちとかじゃないらしいし……。

　──でも、私みたいに噂うわさだけ聞いて妖槌だと信じてたのかもしれないからな……。

　兎とにも角かくにも、四十万を捕とらえなければ話は先に進むまいと考えたセルティは、『ヘヴンスレイヴ』のメンバーを探すべく街に繰り出す事にした。

　夏なつ瓦がわら家けの長ちよう男なんも、四十万などの元にいたら薬やく物ぶつ中ちゆう毒どく者しやになってしまうかもしれない。

　薬くすり漬づけになってしまった兄を見て悲しむ淡あわ雪ゆきの顔は見たくないなと思いつつ、セルティはシューターの足を少しだけ急がせる事にした。




　そんな彼女自身が、遠くから監かん視しされている事には気付かぬまま。





♂♀






ビル　屋おく上じよう




『……確かく認にんしました。首くび無なしライダーです』

　街を走るセルティを見下ろしながら、電話越しにどこかへ英語で報告する男が一人。

『ええ、映えい像ぞうと変わりありません。以前我々のヘリを落としたアイツです。ナツガワラの屋や敷しきを出入りしていたというのは本当だったようです』

　更さらにいくつか報告を付け加えた後、外国人らしき男は、電話越しに自分の推すい測そくを口にした。

『はい、やはり「アレ」はナツガワラ・コンツェルンの子飼いという事でしょう。２年前のあの件も、意い図と的に我々と敵対したものと考えられます』




『……ええ、それでなくとも、あの巫ふ山ざ戯けた手て品じな師しには、ヘリと構こう成せい員いんを失った事に対する礼れいをせねばなりませんからね』





♂♀






昼　来らい良ら学園　屋上




「結局、どういう事？　その四十万っていう人が泥どろ棒ぼうなの？」

　昼食のサンドイッチをモフモフとかじりながら首を傾かしげる八や尋ひろに、自作の弁べん当とうをコーラで流し込んでいた久く音おんも僅わずかに首を捻ひねる。

「さあなあ。目的は良く解わからないけどよ、『チャンスはいくらでもある』なんて言ってたぐらいだからな……。他に考えられないだろうがよ」

　すると、購こう買ばいのカレーパンを食べていた姫ひめ香かが更さらに問う。

「でも、泥どろ棒ぼうだったら、そんな事を人ひと前まえで言うとは思えないけど」

「そりゃまあ、俺おれらブルースクウェアもチンピラみたいなもんだし。聞かれても問題ないと思ったんじゃないか？　それにあの時はざわついてたし……。俺もさ、『四し十じ万ま』って名前に聞き覚えが無かったらそんなに注意払って無かったよマジで」

　四十万という名前は、彼らにとっても特別な意味があった。

　八や尋ひろ達が入学した頃ころに起きた『首くび無なしライダー教きよう事件』において、背後で教団に人員や危険ドラッグを回していたのが、その四十万という男であるらしい。

　特に、家族を巻き込まれた姫香にとっては重要な人名だ。

　彼女は表おもてだって感情を露あらわにはしなかったが、久く音おんに対して一つだけ問い掛ける。

「その場で捕つかまえられなかったの？」

「黒くろ沼ぬま先せん輩ぱいがとりあえず不ふ干かん渉しようムードなのに、俺一人が頑がん張ばって『くそー！　姫香ちゃんのお姉ねえさん達の仇かたきだー！』って暴あばれた所でなあ。相手が一人ならまだしも、なんか一人、変なの連れてたし……」

「私の姉さんも妹も、生きてるんだけど……」

　小さく溜ため息いきを吐きながら言うと、姫香はそのまま言葉を続けた。

「まあ、それはそれとして、琴こと南なみ君は確かに泥棒の側がわに見えるから、油ゆ断だんしたっていう可能性はあると思う」

「いや、俺から言っといてなんだけど少しは否定して欲しかったぜ……」

　落ち込む久音を見て、八尋が言った。

「だったら髪かみの毛とか黒くろ髪かみに戻せばいいのに」

「……おい、まるで俺が黒髪の頃を知ってるような物言いだな？」

「うん。あの、双ふた子ごの折おり原はら先輩に見せて貰もらった。久音の中学の頃の写真」

「ショッキング！　黒沼先輩かと思ったらなんであの双子先輩にまで出回ってるの!?　くそ、幾いくらだ!?　黒沼先輩、俺の過去を幾らで売り渡した……！」

　嘆なげき悲しむ久音を横目に、八尋と姫香が会話を続ける。

「でも、その四十万って人、何が目的なんだろうね」

「……つーか、姫香ちゃんはどうなのよ？　お姉さんと妹に危ないクスリをばらまいた奴だろ？　もしも捕まえてとっちめたいっていうなら協力するぜ？　次に黒沼先輩の所に来たら後をつけて、隠かくれ家がを見つけたら八尋が突っ込んで暴れる。これだよこれ」

「あ、俺も計画のうちなんだ」

　彼も姫香の助けになる事は吝やぶさかではないのか、八尋は特に嫌いやそうな顔をしなかった。

　だが、姫香の方は首を小さく横に振る。

「正直、姉ねえさんと妹は自じ業ごう自じ得とくだった節ふしもあるしね。……まあ、二人ともその『ヘヴンスレイヴ』っていうクスリの影えい響きようが軽くて、すぐに社会復ふつ帰きできたからっていうのもあるけど……。その四し十じ万まって人が目の前に居たら平手打ちぐらいすると思う。でも、わざわざこっちから探して何かする気にもなれないかな」

「復ふく讐しゆうは何も生まないって？　かっこいい事言うねえー。おい八や尋ひろ、どうやら今回俺おれらの出番は無さそうだぞ？」

　皮ひ肉にくげに言う久く音おんに、八尋が言った。

「でも、俺は怖こわいよ」

「怖い？　何が？」

「その四十万っていう人が何を考えてるのか解わからないのが怖い。もしかしたら、東とう京きようを火の海にしたり世界を滅ぼす事を考えてるんじゃないかと思うと、ある日突とつ然ぜん俺の頭の上に爆ばく弾だんが落ちてくるんじゃないかっていう気がして凄すごく不安になる」

　真剣な表情で考えこむ八尋。そんな彼の肩をゆさゆさと揺らしながら久音が笑う。

「お前、そんだけ喧けん嘩か強いのに、なんでマジでそんなネガティブなんだよ。いや、事情は聞いたけどよ。にしたって、もっと安心していいと思うぜ？　ここじゃ別に、ダンプに撥はねられたりしてないだろ？」

「それはそうだけど……だからこそ、同じ事の繰り返しはしたくないんだ。だから、怖そうな人がいるなら、どんな人か知っておきたいよ。近づかない方法や怒らせない方法が解るかもしれないから……」

　そこまで言った後、八尋は真剣な表情で思いつきを口にした。

「ああ、そうだね。できる事なら隠かくれ家がとかも知っておいた方がいいかもしれない。間違ってそこに迷いこんだりしないように」

「迷い込むって、熊くまの巣す穴あなじゃねえんだからよ……。ったく、本当にアクティブな臆チ病キ者ンだな、八尋は……」

　呆あきれる久音とは逆に、姫ひめ香かは淡たん々たんとした調子で八尋を励ます。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、八尋君。私にできる範囲で良ければ、その不安を一いつ緒しよに抱えてあげるから」

「うん、そうだね。ありがとう」

　無表情のまま言葉を交わす二人を見て、久音は顔を歪ゆがませながら手をブンブンと振り上げた。

「だーっ！　なんなんだお前ら！　本当になんなんだ！　惚のろ気け話かどうかもわからねえよ！　今の台詞せりふ、いい事言ってるっぽいんだからもっとテンションアゲアゲで行けよ！　見てるこっちが不安になるわ！　もうお前ら付き合っちまえよ！」

　心の叫びを前に、八尋が再び首を傾かしげる。

「え？　付き合えるの？」

　姫香に対して素直に尋ねた八尋に、姫香は10秒ほど考えた後、口を開いた。

「ごめんなさい。男女の付き合いをするには、もうちょっとお互いを知ってからの方がいいと思うの」

「そうだよね。久く音おんはせっかちだなあ」

　八や尋ひろの言葉を聞いた久音は、飲みかけのペットボトルコーラに蓋ふたをすると、無意味に激しく振りながら叫ぶ。

「だぁぁああぁあ！　なんで俺おれが空気読めない感じになってんの!?」

「落ち着きなよ久音。ところで、結局あの箱って開けられたの？」

「あ？　ああ、あの園その原はら堂どうから貰もらった箱ね。開いたよ」

「中に何が入ってたかブログで書くって言ってたのに、更こう新しんされてないみたいだけど？」

　八尋と姫ひめ香かに立て続けに問い掛けられ、久音はばつが悪そうに目を逸そらした。

「……まあ、ちょっと色々あって……あんまブログには載のせられそうもない中身だったっていうか……。んなことより四し十じ万まだ四十万！」

　露ろ骨こつに誤ご魔ま化かしつつ、久音は肩を竦すくめながら二人を安あん堵どさせんと言葉を紡つむぐ。

「黒くろ沼ぬま先せん輩ぱいは放っておけって言ってたけどよ……。セルティさんは四十万を別件で探してるみたいだし、今回の情報もちゃんと伝えてあるから、そのうちとっ捕つかまると思うぜ？」





♂♀






粟あわ楠くす会かい　事務所




「それで？　結局その外国からのお客さん方ってのはなんなんだい？」

　赤あか林ばやしの問いに対し、彼と同じ粟楠会幹かん部ぶである風かざ本もとが、爬は虫ちゆう類るいのような目をぎらつかせながら答えた。

「まあ、うちの組と直ちよく接せつ揉もめた事はないんですがね。ちょいと昔、埼さい玉たまの方で一ひと悶もん着ちやくやらかした連れん中ちゆうみたいですわ。……ほら、ニュースにもなったでしょう。神か奈な川がわの港街でヘリが不ふ時じ着ちやくして、そこから大量の銃じゆう器きが見つかっただの、その前後に銃じゆう撃げき戦せんがあっただのって」

「ああ、あったねえ、そんなの。でも埼玉で一悶着で、なんだって神奈川が絡むんだい？」

「これがまた変な話でしてね。ほら、夏なつ瓦がわらグループあるでしょう。埼玉の資し産さん家かの。あそこの重要な荷物を強ごう奪だつしたらしいんですが、それを海外に運ぼうと港に行った所で、何かとドンパチしてヘリまでやられたって話ですよ。まあ、大おお方かた仲間割れか何かでしょうが……うちの組とは直接絡まない件だったんで、そこまで詳しい情報はすぐには……」

「ふーん……銃撃戦にヘリねえ、割と大掛かりな連中なわけだ」

　目を細める赤あか林ばやしに、風かざ本もとが口元から八や重え歯ばを覗のぞかせて薄く笑う。

「ま、夏なつ瓦がわらグループは日本でこそ玩がん具ぐメーカーで有名だけど、海外じゃグループ内の電子プログラムとかで革かく新しん的な技術をいくつも作り上げてますからねえ。その技術を盗ぬすみたい連れん中ちゆうが日本で夏瓦の総そう帥すいの弱みを握ろうとするのも解わかるってもんですよ」





♂♀






埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所内




「池いけ袋ぶくろにある『園その原はら堂どう』って骨こつ董とう屋やだ。あそこの倉そう庫こに、ブツは全部紛まぎれ込ませてある」

　夏瓦雪ゆき彦ひこの言葉に、『ヘヴンスレイヴ』のメンバー達は互いに顔を見合わせる。

「紛れ込ませてあるって……そこの店てん主しゆと知り合いで、預けてあるとかじゃないんすか？」

「あの時は色々とあったんだよ」

　そう答えた雪彦は、舌した打うちしながら一昨日おとといの夜の事を思い返した。

　──クソ。俺おれはあの時、なんだってこの程度の連中にビビってたんだ？




　雪彦が家を出た際、彼はいくつかの品を家の中から持ち出していた。

　理由は単純で、当面の金と長期的な資金、そして父親への嫌いやがらせが全て同時に解決する合理的な方向だと考えたからだ。

　まずは、それらの品物を直接売る事で、数ヶ月分の生活費を得る。

　そして、家族だからこそその存在を知っていた、物品の中に隠している物を利用して、長期的な利り益えきも取得する。

　結果として、彼が得た利益は遠回しに夏瓦家への損害となる為ため、父親への当てつけとしても成立する。

　そうした目論もくろみを持って、彼は家から高価であり、かつ『特とく殊しゆな』品々を持ち出したのだ。

　雪彦は、父親を恨うらんでいた。

　もっとも、それは完全な逆さか恨うらみだったのだが。

　常つね日ひ頃ごろから、雪彦の両親は夏瓦グループの跡あと取とりなどと考えず、自由に生きればいいと言い続けていた。だが、幼い頃から周囲の子供達と自分を比べ、己おのれが特別な存在だという優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていた雪彦からすれば、両親の言っている意味があまり良く解らなかった。

　自由に生きて良いというのなら、黙だまっていても億おく万まん長ちよう者じやになれる夏瓦家の跡取り以外の道など考えられない。少なくとも雪彦はそう考えるタイプの人間であり、幼い妹の淡あわ雪ゆきが『将しよう来らいは絵本作家になりたい』などと言いだした時は『バカな奴やつだ。なぜ金を出せば買えるものを、一々自分で書こうとするんだ？』と鼻で笑う程だった。

　金を稼かせぐ為ためではなく、金を使う為に生まれてきた存在。それが自分だ。世の中に金を巡らせ、経済を円えん滑かつに回す為の存在、現代の貴き族ぞくなのだ。などと思っていた矢先に、突とつ然ぜん両親が養よう子しを連れて来たのである。

　最初は体ていの良い使用人のような物だろうと考えていた。

　義弟が学校で自分より遙かに良い成せい績せきを修めていると聞いた時も、生なま意い気きだとは思ったが、どうせ自分よりは下の立場なのだと気にしないようにしていた。

　だが、次第に彼は気付いていった。

　周囲の視線が、徐じよ々じよに自分を通り抜け、義弟に集まりつつある事に。

　そこからの転落は早かった。

　両親すらもはや自分を見ていないのだろうと、彼は理由も無く思い込み始める。

『自由に生きろ』というのは、『お前は必要無い』という意味だったに違いない。

　一度そう思い込んだが最後、雪ゆき彦ひこは思し考こうの泥どろ沼ぬまから抜け出せなくなった。

　ヤサグレ始めた自分を叱しかる両親の言葉も、『どうせ世せ間けん体ていが大だい事じなだけだろう』と思うようになり、彼は街のアウトロー達と連つるむようになり始める。

　金を振りまく自分を周囲が止めどなく賞しよう賛さんする。

　自分が子供の頃ころから『こうあるべき』と思っていた状況に満足していた雪彦は、暫しばしその夢を堪たん能のうした。

　だが、家出した後、次第にほころびが生じ始める。

　己おのれを持ち上げていた仲間達が、『で、どのぐらい金を持ち出せたんだ？』と、しきりに『残金』を気にし始めている事に気が付いたのだ。

　その状況に気付き、苛いら立だちつつもなんとかしなければと思った雪彦は、とある男を頼って池いけ袋ぶくろの街にやってきた。




　折おり原はら臨いざ也や。




　アウトローの間で名の知られた情報屋を利用し、長期的に金を稼ぐつもりだったのだが──

　雪彦は知らなかった。その情報屋は、２年前のとある事件を境さかいに、池袋の街から完全に姿すがたを消してしまっていたという事を。

　そして、池袋の街を彷徨さまよっていた時に、『ヘヴンスレイヴ』の仲間達が現れた。

　──「よう、お前、言ってたよな。『持ち出したブツの中に、親父おやじの会社を潰つぶせる程のデータが入ってる』ってよ」

　──「お前、酒さか場ばとかでもそれ言いまくってたろ？」

　──「高く買ってくれるっていう外国の連れん中ちゆうが来てな。俺おれらが間に入ってやるよ」

　自分は貴族ではなく、『悪あく徳とく貴族に搾さく取しゆされる労働者』に過ぎなかった。家から金を持ち出すという単純だがリスクの多い労働をして、結局全てを奪うばわれる存在だったのだ。そう気付いた時には既すでに遅く、彼は追われる子こ羊ひつじとなって池いけ袋ぶくろの街まち中じゆうを逃げ惑まどう事となる。




　そして、池袋に来た際に『とりあえず手っ取り早く持ち出した骨こつ董とう品ひんを売れる場所』として目をつけていた『園その原はら堂どう』という店が近い事を思い出し、その倉そう庫こに身を隠かくす事にしたのだ。

　相手が望む品物を全て渡せば、その時点で自分に価か値ちなどなくなる。

　得られた対たい価かは自分を飛び越して『ヘヴンスレイヴ』の総取りだ。

　自分の置かれた状況を理解した彼は、相手が望む品物を一時的にでも隠す必要があった。

　なんとかして『搾さく取しゆ対たい象しよう』から『取引相手』にまで、自分の状態を引き上げる為ために。

　ただ物を置いただけでは、店てん主しゆならばすぐに増えたものが解わかるだろう。

　簡かん易い的な鍵かぎを壊こわして侵しん入にゆうした事もあり、下へ手たにバレたら警察に押おう収しゆうされる可能性がある。

　だからこそ彼は、泥どろ棒ぼうが入ったと見せかけて倉庫をある程度荒らし、適当な場所に自分が家から持ち出した品々を紛まぎれ込ませたのである。

　──そうだな……何か一つぐらい盗ぬすんどいた方がいいか……？

　──何か、何か武ぶ器きはないか？　外であいつらに鉢はち合あわせたらまずい。

　──骨董屋なんだから、日に本ほん刀とうとかねえのかよ。

　そして暫しばらく漁あさった結果、彼は一つの小こ槌づちを見つけた。

　奇き妙みような模も様ようが描かれた、古びているものの頑がん丈じように作られた木製の槌。

　──木き槌づちかよ……まあ、無いよりはマシか。

　──こんなん振り回した所で、奴やつらがビビッてくれるとは……。

　心しん中ちゆうで不満に思いつつ、その小槌を握った瞬しゆん間かん──そのあまりの心地ここちよさに、彼は一いつ瞬しゆん心を奪うばわれかけた。

　夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこというただ一人の男が使う為だけに作り出された。そう言われても納なつ得とくする程のフィット感であり、まるで木槌の柄えと手が一体化したような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　そして、マジマジと小槌を見つめていた彼は──やがて思い直す。

　何な故ぜ、自分はコソコソと逃げているのだろうと。

　自分は夏瓦家の御おん曹ぞう司しであり、あんなチンピラ共とは何もかも違う、世界の高みにいる存在だと。

　彼は小槌を握り締しめたまま、ゆっくりと倉庫を後にした。

　本来、自分が居るべき『地位』を取り戻す為に。

　手始めに、自分を裏切り、別の組そ織しきに売ろうとした者に制せい裁さいを加える為に。




　その結果として、彼は小槌で『ヘヴンスレイヴ』のリーダーを殴なぐり倒し、その座に自らを座らせる事に成功したのである。

「いいか。ブツは全部倉そう庫この中にある筈はずだ。持って来さえすりゃ、俺おれが後は開ける」

　新しく部ぶ下かになった者達を見回しつつ、『園その原はら堂どう』の倉庫を襲しゆう撃げきするように指し示じを出す雪ゆき彦ひこ。

　ターゲットである店の事を思い出しながら、彼は自信に満ちあふれた声で呟つぶやいた。

「あそこの店てん主しゆ、昼間に一度見たけど結けつ構こういい女だったな……」

　自分は特別な存在なのだから、当然何をしても許されるという確信を抱きながら──

　彼は、己おのれの破は滅めつへと繫つながる一言を口にする。




「もし見つかって騒さわがれたりしたら、構わねえから攫さらっちまえ」
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夕方　渡と草ぐさのアパート




「おお……これが園原堂にあった巨きよ大だい鮫ざめの歯っすか！」

「はい。サメ映画とか好きなんで……」

「ああ、いいっすね。サメ映画ネタをパロディで入れる漫まん画がやアニメも多いっすから、基き礎そ知ち識しきとして大だい事じっすよ？　それにしても、こんなものがあったなんて、俺も手伝えば良かったっすよ……」

　渡草の車の前で、遊ゆ馬ま崎さきが目を輝かせながら八や尋ひろの持ってきたサメの歯の化か石せきを眺ながめている。

　手の平ほどの大きさがある一いち枚まい刃ばで、槍やりの穂ほ先さきのような形状の先せん端たんが鋸のこぎり状に尖とがっており、一種の凶きよう器きと言っても差し支えない代しろ物ものだ。

　たまたま車で渡草の家まで来た遊馬崎と狩かり沢さわが八尋を見つけて言葉を交わしたのだが、そこで昨日きのうの経けい緯いを聞き、話の中に出て来た『園原堂から貰もらった化石』に食いついたのである。

「まったく、男の子ってサメとか恐きよう竜りゆうの歯、好きだよねー」

「狩沢さんは興きよう味み無いんすか？」

「サメ系けい男子は好きだよ？」

「サメ系男子……。逆にサメ系女子ってのも言葉の響ひびきだけ聞くとなんかギャップ萌もえ凄すごそうな気がしてワクワクしてきたっすよ？」

　いつも通りの会話を続けた後で、遊馬崎はサメの歯の化石をマジマジと見ながら言った。

「しかし杏あん里りちゃんも気前がいいっすねえ。これ、結構お高いものっすよ？」

「え？」

「この大きさ、多分メガロドンの歯の化石だと思うんすけど、安くて数万。高ければ十万とか二十万とか、最高級クラスなら軽く五十万以上するっすよ？」

「ええッ」

　目を丸くした八や尋ひろの横で、驚きよう愕がくした三さぶ郎ろうが声を上げた。

「なにいッ!?　そ、そんなすんのかこれ!?　しまった……気軽に『もらっとけ』なんて言うんじゃなかったぜ……。杏あん里りちゃんに悪い事したな……」

「やっぱり返した方が……」

　オロオロする八尋の前で、狩かり沢さわが化か石せきを眺ながめながら口を開く。

「いや、それ、そんな十万とかしないと思うよ？　合成品だもん」

「合成品？」

「うん。メガロドンの歯って完全な形で出てこない事も多いからさ、そういう時は、形の似てる左右の奴やつを切ってくっつけちゃって、一つの完全な歯の形にするんだよ」

「へえー」

「流石さすが、自作の工こう芸げい品ひん売ってるだけあって詳しいな……」

　感心して頷うなずく男性陣じんの前で、狩沢が笑顔で続けた。

「うん、だから、この大きさだと三万円前後って所だと思うよ？」

「それでも高い……」

　八尋がどうすべきか迷いながら化石を眺ながめ、ふと気になって狩沢に問い掛ける。

「でも、どうやって見分けるんですか？　合成品と普通のって……」

「ほら、よく見ると、真まん中なかあたりで左右の色が変わってるでしょ？」

「あ、本当だ……。へー。でも、割としっかりくっついて……あッ」

　グリグリと両手でつなぎ目の部分をいじり回していた八尋の手の中で、サメの化石が真まっ二ぷたつに割れてしまった。

　それを見て、八尋よりも先に顔を青くする周囲の面々。

「あああ！　大変っす！　ボンド！　ボンドっすよ！　それか御お米こめ粒つぶっすよ！　米一粒には七人の神様がいるというっす！　神様パワーでサメとサメの魔ま獣じゆう二体合がつ体たいでシャークでトパスなネードっすよ！」

「待って、ハンダゴテとハンダなら車の中にあるからそれで……」

「門かど田たの旦だん那なを呼ぼうぜ！　左さ官かん屋やだからなんとかしてくれるかもしれねえぞ！」

　慌あわてふためく遊ゆ馬ま崎さき達を前に、肝かん心じんの八尋は驚きはしつつも、別の事が気になっていた。

「あの、これ……」

　八尋の視線の先。

　巨きよ大だい鮫ざめの歯の化石の割れた断面に、小さな隙すき間まが存在し──

　そこから薄いマイクロＳＤカードが顔を覗のぞかせていたのである。
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埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所内




「貴方あなた、ここ数日で随すい分ぶんと悪あく名めい高くなってるわよ？」

　ミミズの言葉に、四し十じ万まが半はん目めのまま顔を顰しかめた。

「ああ、聞いてるよ。ヘヴンスレイヴを名乗る連れん中ちゆうが、どこか外国の連中と連つるんでるらしいな」

「あら、貴方が私にも隠かくしてるお仲間を動かしてるんだと思ってたけど、違うの？」

　艶なまめかしい吐と息いきを吐き出しながら首を捻ひねるミミズに、四十万は苦く笑しようを浮かべる。

「……『ヘヴンスレイヴ』はもう捨てた組そ織しきだ。雲くも井いさんも俺おれも居ない『ヘヴンスレイヴ』になんの価か値ちがある。クスリの名前として残ざん滓しがあるだけだ」

「そのクスリも、ここ最近随ずい分ぶん派は手でにばらまいてるみたいじゃない。うちの地下カジノにまで、売ばい人にんを探して彷徨うろついてる中ちゆう毒どく者しやがいるんだから、ちょっと迷めい惑わくなんだけど」

「……何？」

　その会話を部屋の隅すみで踊りながら聞いていたジャミが、クルクルと回りながら言った。

「四十万さん。俺おれ、やっぱりクスリは良くないと思うよー？　こないだ読んだ漫まん画がにも麻ま薬やくを売る奴やつは最悪だって書いてあったし。今からでも間に合うよー？　売ばい人にん！　ダメ！　絶対！」

「俺おれは最悪なんて大たい層そうなもんじゃない。最低なだけだ」

「うわあ、開き直りになってない開き直りを始めてますます格かつ好こ悪いよ四し十じ万まさん！」

　無む邪じや気きな声で真剣に怒られた四十万は、僅わずかに視線を逸そらしながら言葉を続ける。

「……そもそも、もうクスリはばらまいてないぞ？」

「え？」

「……ドラッグの『ヘヴンスレイヴ』は自分の妄もう想そうを肥ひ大だいさせるドラッグだ。ああいうのはピンポイントで配るからいいんだよ。首くび無なしライダーを信しん仰こうする連れん中ちゆうに少しくれてやったが、誰だれかれ構わず売りさばくんじゃ、それこそ組そ織しきとしての『ヘヴンスレイヴ』と同じ末まつ路ろを辿たどるだけだろう」

　すると、ミミズが意い外がいそうな顔で言った。

「あら。池いけ袋ぶくろに復ふく讐しゆうするなんて言ってたから、てっきり池袋の小中学校の給きゆう食しよくに麻ま薬やくを混ぜるとか、そういう真ま似ねをするかと思ってたのに」

「俺を特とく撮さつに出てくる秘ひ密みつ結けつ社しやか何かと勘かん違ちがいしてないか？」

　不満げに目を細め、四十万はゆっくりと窓へと歩み出す。

　そして、日が暮れた街の夜や景けいを見ながら言い散らす。

「俺が自分で引き起こすんじゃ意味がないんだ。俺はただ、街の自じ滅めつを手伝うだけでいい。いや、それこそがいいんだ。俺に見向きもしなかった街に対して『俺を見ろ』と言わんばかりに暴あばれるんじゃ、相手に膝ひざを折ったようなものだろう？」

　婉えん曲きよくな物言いをする四十万の背を見て、ジャミとミミズがボソボソと語り合う。

「四十万さんて、時とき々どき病やんでるんだか自分に酔よってるんだか解わかんないよね」

「多分、両方よ」

　二人の囁ささやきをハッキリと耳にしながらも、四十万は特に不ふ機き嫌げんになった様よう子すもなく呟つぶやいた。

「まあ……間違いじゃないな」




「……酔いで誤ご魔ま化かしでもしなきゃ、俺はとうの昔に病んで自じ滅めつしてたろうよ」
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夜　総合商業ビル『神しん品ひん会かい館かん』４Ｆ




　池袋の街まち中なかにある、台たい湾わんの物産店や台湾料理屋が入るビルの倉そう庫ことなっているフロア。

『屍龍ドラゴンゾンビ』の溜たまり場であるその倉庫を訪れたセルティは、彼らのリーダーである嬰麗貝エイ・リーペイに『ヘヴンスレイヴ』の情報について尋たずねていた。

「ああ……最近また名前を聞くようになったらしいねぇ。俺おれが台たい湾わんで入院してる間に潰つぶれてたらしいけど。っていうか首くび無なしライダーさん、なんでこの溜たまり場を知ってるのかなぁ？」

　セルティの周りには、『屍龍ドラゴンゾンビ』のメンバーが十五人ほど遠巻きに囲んで様よう子すを窺うかがっている。

　だが、長く池いけ袋ぶくろに居てセルティの力を知っているのか、敵意というよりは『何事もなく終わって欲しい』という緊きん迫ぱくの色が強い視線が送られていた。

『知り合いの子に聞いた』

「多分緑みどりの髪かみの毛の子だと思うけど、彼に、あんまりペラペラ人のチームの溜まり場を喋しやべるなって伝えておいて欲しいもんだねぇ」

『まあ、同じチームならともかく、他人に口止めは無む理りじゃないか？　そもそも、私のマンションにまで押しかけたお前が言える事じゃないだろう』

　至し極ごく真まっ当とうな事を言うセルティに、麗貝リーペイは大きく肩を落としながら笑う。

「言われてみりゃそうなんだけどさぁ……緑の髪の彼、不ぶ気き味みなぐらい色々知ってるよねぇ。まるで折おり原はら臨いざ也やを思い出すよ」

『流石さすがにあいつと一いつ緒しよにするのはかわいそうだ』

　久く音おんが『臨也越え』を目め指ざしているのを知ってか知らずか、セルティはそんな事を言いつつ話の本題を切り出した。

『その久音君も四し十じ万まのアジトは知らないらしい。だが、都内を広くバイクで流してる麗貝達なら何か知ってるかもしれないと思ってな』

「そう言われてもねぇ」

『タダでとは言わない。それなりの情報料は払うから』

「いや、本当に摑つかみ所が無いんだよねぇ、あいつら。何度かクスリを売ってる現場を見つけて、とっ捕つかまえて上の連れん中ちゆうまで潰つぶした事はあるんだけどさ……。ある程度以上にはサッパリ繫つながらなくてねえ、本部の溜まり場や、どこでクスリの原料を栽さい培ばいしているのかも解わからない状況さ」

　セルティは麗貝の顔を見るが、噓うそをついたりしている様子はない。

　──なるほど、下したっ端ぱの売ばい人にんが捕つかまっても、中々四十万までは辿たどり着けないわけか。

　──赤あか林ばやしさんの言ってた通り、中々に厄やつ介かいな奴やつらしい。

　──私が前に観察した時は、単に那な須す島じまの言いなりになってる下っ端かと思ったが……。

『そうか……なら仕方ない。何かわかったら教えてくれ』

　諦あきらめて帰ろうとしたセルティの背に、麗貝が笑顔で手をヒラヒラとさせながら言った。

「首無しさんも気を付けなよぉ？　白バイの葛くず原はらの旦だん那な、謹きん慎しん解とけたらしいから」

　白バイ、という単たん語ごを聞いて、セルティはピタリと足を止める。

『……謹慎？　そういえば、ここ最近見てなかったな』

　道どう理りで最近道を自由に走れると思ったなどと考えつつ、セルティが麗貝に尋たずねる。

『あの化ばけ物もの、何をやらかしたんだ？　誰だれかの皮を剝はいでシートに加工したとか……？』

「えーと、どこからどう突っ込んだらいいのかねぇ？」

　呆あきれつつも、麗貝リーペイは楽しげな世せ間けん話ばなしのノリで問いに答えた。

「まあ、簡単な話さ。大物政治家の車が当て逃げをやらかしてねぇ。それを追いかけて取とり締しまろうとしたらしい」

『……いや、流石さすがにそれはあの白バイに非はないだろう？　それで謹きん慎しんになるって、どれだけ今の社会が腐ふ敗はいしてるのかと逆に不安になるんだが……』

「やー、話は最後まで聞いて欲しいねぇ。それで、政治家が『俺おれを誰だれだと思ってる！』とか一いつ喝かつしたらしいんだけど、そしたら葛くず原はらの旦だん那な、その爺じいさんを窓から引ひき摺ずり出して、地面すれすれにぶら下げながら道路を引き回してさ、『手前てめえが誰だれだろうと、事故りゃアスファルトの染しみだろうが』ってやっちゃったらしくってねぇ。やり過ぎだって事で謹慎になったよ」

　政治家も当て逃げできちんと逮たい捕ほされた上での処分だと聞き、セルティは胸をなで下ろした。

『良かった、社会は健全だった……』

　安あん堵どするセルティを見て、麗貝が自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「まあ、俺達走り屋にとっちゃまた地じ獄ごくの日々の始まりってわけだ」

『それはしょうがないだろう。スピード違い反はんとかするのが悪い』

「鏡かがみ持もってこようか？」

『いや、その……私も含めて悪いって事で……』




　──やれやれ、やっぱり私は思いっきり世間と感覚がズレてる気がしてきたぞ……。

　──いや、そんな事より、今は四し十じ万まだ。

　そのままビルから退散したセルティは、ここまでの情報を改めて考える。

　まるで数十のグループの集合体であるかのように、広く浅く、そして様さま々ざまな種類の犯罪に手を染めているらしい。

「摑つかみ所の無い組そ織しきか……まるでダラーズだな」

　──そういえば、そもそもがダラーズを参考にして作ったらしいとか赤あか林ばやしさんが言ってたな。

　──私は、四十万という男を過か小しよう評ひよう価かしていたかもしれないな……。

　シューターに跨またがり、自分のヘルメットを両手でピシャリと叩たたきながら気き合あいを入れ直す。




　──これからは、ダラーズを相手にするつもりで全力でやるとしよう。
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埼さい玉たま県某ぼう所しよ




　暗い色のスーツを纏まとった男達が、薄暗い部屋の中、英語で言葉を交わしている。

　彼らの顔ぶれは大半が海外の人間だと思われるが、何人か混じっている日本人らしき者達も揃そろって英語を使用していた。

　各人が手に持つタブレットＰＣに映し出されているのは、池いけ袋ぶくろの街まち中なかで撮さつ影えいされたと思おぼしき首くび無なしライダーの姿すがただった。

「どういうわけかは知らんが、あのナツガワラ子飼いの『マジシャンライダー大道芸人』が、池袋の街の方をうろついているらしい」

「元々数年前から池袋での目もく撃げき情報が多いらしいが……。アワクスカイという組そ織しきとの繫つながりも指し摘てきされているぞ？　イザヤ・オリハラという新しん宿じゆくのフィクサーの子飼いだという噂うわさもあるが……。その男もカルト宗しゆう教きよう団体『サンプル』などと繫がりのある危険な男らしい」

「そのアワクスカイやイザヤ・オリハラが陰でナツガワラと繫がっている可能性もある。ナツガワラは強したたかな男だ。アメリカでもルノラータ・ファミリーやルッソ・ファミリーといった大小様さま々ざまなマフィアと接せつ触しよくし、ダミーの繫がりも多く持っている。どこの組織を本当にバックにつけているのか理解しているのは、ナツガワラグループの中でもほんの一握りだろう」

　夏なつ瓦がわらグループを強く警けい戒かいする言葉を聞き、別の面子メンツが口を開いた。

「だからこそ、ナツガワラの長ちよう男なんが持ち出したという情報が興きよう味み深いな」

「我々を誘うための罠わなではないのか？」

「いや、調べた所、ユキヒコ・ナツガワラは親とは違い典てん型けい的なクズというのは確からしい。最近養よう子しを迎えたのは、優ゆう秀しゆうな跡あと継つぎ候こう補ほを見つけたからという噂もある。『ヘヴンスレイヴ』に入ったユキヒコを監かん視ししているが、愚ぐ者しやを演じる賢けん者じやという可能性は低いと見ていいだろう」

　そこまで言った男は、ある懸け念ねんを持って首無しライダーについての持論を語る。

「この『マジシャンライダー』は、ユキヒコを探しているらしいが……。もしかしたら……これを機き会かいに長男を消すつもりなのかもしれんな」

「なるほど、子飼いのボディーガードではなく、子飼いの殺し屋という事か」

「どのみち、この『マジシャンライダー』に対しては最大限の警けい戒かいが必要だ。現時点で集められる武ぶ器きと人員を全て集めろ」

「おいおい、全てって……この国で戦せん争そうでもするつもりか？」

　目を丸くする仲間に、室内の中心人物らしき男が首を振った。

「奴やつにはヘリを落とされている事を忘れるな。直接奴と相あい対たいした者はまだ刑けい務む所しよの中だが……伝え聞く話だけでも、相手が普通ではないというのは嫌いやという程に理解できる。ネットに出回っている映えい像ぞうも全てが捏ねつ造ぞうと考えるのは危険だろう」

「おいおい、お前は『エリア51で宇う宙ちゆう人じんの研究が進んでる』とか『ネブラ製せい薬やくの地下で吸きゆう血けつ鬼きや不ふ死し者しやの研究が行われている』という与よ太た話ばなしを信じる口か？　恐らくは幻げん覚かく性のガスか何かを使用しているだけだろう」

「集団に対してまったく同じ幻げん覚かくを見せる化学兵へい器きを自じ在ざいに操あやつるなど、生なま半なかなエイリアンや吸きゆう血けつ鬼きより危険な存在だと思うがね」

「う……むう……」

　リーダー格かくの男の皮ひ肉にくに、おどけていた者が言い返せずに押し黙だまる。

　そして、リーダーは更さらにいくつもの映えい像ぞうをタブレット上に映し出し、特とく撮さつとしか思えない不ぶ気き味みな『影』の動きなどを見ながら、更なる可能性を口にした。

「ナツガワラグループは、海外ではナノテクノロジーやＡＩ、バイオテクノロジーでも先せん端たんを行く企き業ぎよう体たいだ。規き模ぼでは『ネブラ』に及ばないが、技術の濃さと将しよう来らい性せいでは目を見張るものがある。この『マジシャンライダー』も、それに関係しているのかもしれん」

「どういう事だ？」

「この『影』自体が、ナツガワラグループの最新テクノロジーという情報も入った」

　ざわめく部屋の面子メンツを前に、リーダー格の男は警けい戒かいする目つきで口を開く。




「相手は一人だと油ゆ断だんをするな。ナツガワラの真のコネクション……あるいは、池いけ袋ぶくろと埼さい玉たまの各組そ織しき全てを敵にするつもりで徹てつ底てい的に磨すり潰つぶせ」
















幕間　ブラック個人業③







深夜　『園その原はら堂どう』前




「どうだ？」

「いや……どうだろうな。人の気け配はいはないが……」

　夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこの指示で、園原堂の倉そう庫この様よう子すを窺うかがいに来た『ヘヴンスレイヴ』のメンバー達。彼らは二、三人ずつに分かれて園原堂の前を通ったりしながら様子を窺っていたが、今一つ実行に移すタイミングを計れずにいた。

「店てん主しゆをさらっちまえばいいとは言うけどよ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「さあなぁ。うちのリーダーは金持ちだからよ。いくらでも揉もみ消せるんだろうよ」

「それって、俺おれらが捕つかまっても揉み消してくれんの？」

「だよなぁ……道みち端ばたでガラ攫さらうんならともかく、泥どろ棒ぼうに押し入った上で攫うとかよー、絶対やべえって。一〇〇パー捕まるって」

　そんな会話を紡つむいでいた二人だが、ふと、違い和わ感かんに気付く。

　自分達をすこし離れた場所から照らしていた街がい灯とうが、いつの間にか消えていた。

　だが、彼らは目を凝こらし、街灯が消えたわけではないと知る事となる。

　街灯の上に『何か』が立っており、その足あし元もとから黒い液体とも煙ともつかぬ謎なぞの物質が溢あふれ、街灯の電でん球きゆう部分を覆おおい隠かくしていたのだ。

「へぁっ!?」

「な、ななな、なんだありゃあ!?」

　チンピラたちが混乱している間に、その『何か』は街灯の上から跳ちよう躍やくし、影を足元からジェットパックのように地面に噴ふん出しゆつさせ、彼らの前に軟なん着ちやく陸りくする。

　あまりに非ひ常じよう識しきな光こう景けいに、二人のチンピラは恐きよう怖ふよりも先に困こん惑わくが表れ、顎あごを落としながら顔を見合わせた。

『四し十じ万まの手て下しただな』

「へ？　四十万……？　だ、誰だれだよそれ……」

『惚とぼけるな！』

　背後から影を放出させる『何か』を見て、ようやく本能が恐怖を全身に伝えたらしい。

　悲鳴にならぬ悲鳴を上げながら踵きびすを返し、チンピラ達は足を縺もつれさせながら脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。




　──逃がすか！

　謎の影ことセルティは、二人の不ふ審しん者しやをいつものように縛しばり上げようと、相手の足に向けて『影』を伸ばす。

　彼女は久く音おんのメールの情報などから四十万が犯人だとアタリをつけ、今夜あたりまた忍しのび込むかもしれないと陰に隠かくれて園その原はら堂どう周囲を見張っていたのだ。

　すると案あんの定じよう不審者が現れ、街灯の上から様よう子すを窺うかがっていると、『店てん主しゆを攫さらう』『親が金持ち』『揉もみ消せる』などという言葉を聞き、彼らがクロだと判はん断だんして接せつ触しよくを試みたのである。

　──杏あん里りちゃんに迷めい惑わくはかけられないからな……。少し不安だが、新しん羅らに鯨くじら木ぎの『罪さい歌か』を使って貰もらって支配するか……。

　新羅が聞いたら『嫌やだい嫌やだい！　セルティを斬きるのに使った罪歌をなんでむさ苦しい男なんかに使わないといけないのさ！』と床を転がって抗こう議ぎしそうな事を考えながら、セルティは二人をひとまず攫う事にした。

　そして、伸ばした影があと数十センチで相手の身体からだに届こうかというその時──

　バスン、と、強い衝しよう撃げきがセルティの身体を走り抜ける。

　──っ!?

　一いつ瞬しゆん遅れて、痛みが全身を駆かけ巡った。

　痛覚が人間と比べて遙かに鈍いらしい自分でも感じる強い痛み。

　下へ手たをすれば森しん厳げんやエミリアに解かい剖ぼうされる時以上の痛みだと思いつつ、彼女は危き機き感かんを覚え、その原因を特定しようと試みる。

　衝しよう撃げきの中心は、自分の腰の辺りだった。

　そこに影を伸ばすと、自分を覆さらう影のライダースーツに何かがめり込んでいる事が解わかる。

　──まさか!?

　思い当たる事があり、ライダースーツごと肉に食い込んだ物体を探り──鋭い痛みと共に、伸ばされた影の触しよく手しゆが『それ』を摘てき出しゆつした。

　──弾だん丸がん!?

　拉ひしやげた鉛なまりの弾たまを見つつ、セルティは自分の周りに『影』のシールドを展開し、三六〇度をカバーする。

　そのまま弾丸が飛んできたと思おぼしき方向を警けい戒かいするが、暫しばらく待ってもそれ以上は何も起こらなかった。

　念ねんの為ため、セルティは身体からだを覆おおう影のライダースーツを厚く強化してからシールドを解除する。

　普段から弾丸を通さぬ程の強きよう靱じんさは持ち合わせているのだが、防ぼう弾だんチョッキと同じようなものなので、衝撃までゼロにするわけではない。影を何なん層そうにも組み合わせて衝撃をできる限りやらわげる仕し様ようにしながら、セルティは周囲の警戒を続ける事にした。

　だが、やはりそれ以上は何も攻こう撃げきを受ける事はなく、拉げた銃じゆう弾だんだけが事件の証しよう拠ことしてセルティの手の中に残される。

　──銃じゆう声せいとかはなかったな……減音器サプレツサー付きのライフルで遠くから狙そ撃げきされた感じか？

　──しかし、自分で言うのもなんだが、私の『影』は本当に頑がん丈じようだな……。

　かつてアンチマテリアルライフルの一いち撃げきすら受け止めた事のある『影』の力に感かん謝しやしつつ、セルティは近場に停とめていたシューターの元に向かう。

　すると、シューターが馬の形けい態たいとなり、何かソワソワするように尾をパタつかせていた。

　──ん？　どうした、シューター。

　尾で必死に払おうとしている後ろ足の部分に目を向けたセルティは、そこに小さな機き械かいのようなものが取り付けられている事に気付く。

　──これは……発信器!?

　──くそ、シューターを停める所を誰だれかに見られていたのか……？

　──それとも、あの二人は囮おとりで、これが四し十じ万まの目的だったのかもしれない。

　発信器を潰つぶしてから周囲を見渡すが、当然ながら逃げたチンピラ達の姿すがたは見当たらなかった。

　彼らから情報が伝わったのか、他に散見されていた不ふ審しん者しやらしき影も全て園その原はら堂どうの周りから消え去ってしまっている。

　とりあえず今夜の危き機きは脱したようだが、根本的な解決ができなかった事にセルティは心しん中ちゆうで歯は嚙がみした。

　──油ゆ断だんした。まさか本当に銃じゆうまで出てくるなんて……。

　──これは一いつ刻こくを争うぞ。杏あん里りちゃんは基本的に私より強いけれど、流石さすがに狙そ撃げきされたらどうしようも無いはずだ。

　状況の悪さを理解するにつれ、チンピラ達を逃がしてしまった事が一いつ層そう悔くやまれる。

　──ああ……最初に影で縛しばって転がしてから話を聞けば良かった。

　──まったく、これじゃプロ失格だ。

　そんな事を考えながらシューターに跨またがった瞬しゆん間かん、彼女はハッと気付いて心しん中ちゆうで叫ぶ。

　──いやいやいや！　何のプロだ!?

　──私は警察でも傭よう兵へいでも殺し屋でもないぞ!?

　──チンピラを拘こう束そくして尋じん問もんするのはどう考えてもまともな運び屋の仕事じゃない！

『運び屋』という概がい念ねんがとうとう自分の中でも狂いつつあると判はん断だんした彼女は、深く落ち込みながら新しん羅らにメールを送る。




【なあ新羅、運び屋って……なんだろうな？】




　そう送ってから僅わずか数十秒で返信が届き、その速さに引きつつもセルティはありがたいと感じてメールを開いた。

　すると、そこには想そう像ぞう以上の長文で新羅なりの答えが書かれていた。




【もちろん僕という顧こ客きやくに愛を運んでくれるセルティだけに許された職業さ！　それ以外の意味を持つ運び屋なんて全部偽にせ物もの……そう、セルティだけが僕のトゥルーラブ一〇〇％だよ！　愛を運ぶサンタクロースだよ！　早さつ速そく仕事を依頼するね！　セルティっていう天てん使しを僕の元に運んで下さい運び屋さん！　季き節せつ外れだけどサンタの衣い装しようを着てると凄すごく嬉うれしいな！　凄く凄く嬉しいな！】





♂♀






同時じ刻こく　シカゴ　『ネブラ』本社　研究棟とう




「……あら？」

　世界に名だたる複合企き業ぎよう体たい、ネブラ。

　表おもて向むきは『製せい薬やく研究棟の資し材ざい置場』という形で存在している極ごく秘ひの研究施し設せつの中で、日本人の女性研究者が訝いぶかしげな声を上げた。

「どうしたのかね、波なみ江え君。何か問題でも？」

　ガスマスクを被かぶった主しゆ任にんに声を掛けられた研究員──矢や霧ぎり波江は、研究対たい象しようを睨にらみながら独ひとり言ごとのように答えた。




「今、この『首』が凄すごい苦にが笑わらいをしたような気がしたんだけど……気のせいよね」







[image: 第四章　御客様！　警察を呼びますよ？]

























　翌日　埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所内




「四し十じ万まさんー。やっぱり女の人を攫さらうのは麻ま薬やくと同じぐらい最低だよう。やめようよー」

　日が大だい分ぶ傾いた夕暮れ。アジトにやって来るなりジャミがそんな事を言い出し、四十万は溜ため息いきを吐きながら口を開いた。

「いきなり何の話だ」

「学校で今日きよう悪そうな子達が噂うわさしてるの聞いたよ？　『ヘヴンスレイヴ』が池いけ袋ぶくろで人攫いしようとしてるって。古ふる道どう具ぐ屋やさんの女店てん主しゆって、例の園その原はらって人の事でしょ？」

「……だからもう『ヘヴンスレイヴ』という組そ織しきは捨てたと言ったろう。……いや待て、何だその話は。詳しく聞かせろ」

　すると、傍そばで話を聞いていたミミズが、艶なまめかしい笑えみを浮かべながら口を挟む。

「あら、私もその噂を今日お客さんから聞いたけど、てっきり、貴方あなたが『罪さい歌か』目当てに企たくらんでるんだとばかり思ったわ。それか、その女の子の身体からだ目当てだとかね……？」

　四し十じ万まの背中に身体を密みつ着ちやくさせながら言うミミズに、四十万は抑よく揚ようの無い声で答えた。

「……違うと解わかっていながら楽しんでるんだろ、お前……。いいから、詳しい話を頼む」




　数分後──話を聞き終えた四十万は、眼鏡めがねをかけ直しながら淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「……なるほどな。誰だれかが『ヘヴンスレイヴ』を名乗るだけなら放っておいてもいいと思っていたが、園その原はら杏あん里りの身み柄がらを狙ねらっているとなると、他ひ人と事ごとでは済まされないな」

「あら、どうして？」

「……妖よう刀とう『罪さい歌か』の話を知っている奴やつは少ない。誰が『ヘヴンスレイヴ』を名乗らせているのかは知らないが、他に『罪歌』を狙っている組そ織しきがいるなら、その理由を把は握あくしておきたい」

「サイカって何？　四十万さん」

「あとで教えてやる」

　ジャミを適当にあしらいつつ、四十万は今後の身の振り方について思し案あんした。

　どうも店てん主しゆだけではなく『園原堂』の倉そう庫こから何かを盗ぬすむ事を企たくらんでいるらしいが、その目的までは解わからない。

「どのみち、こうもあっさり周囲に漏もれてるような計画、すぐに瓦が解かいするだろう。放っておいてもいいとは思うが、焚たき付けた奴は気になるな。もしかしたら、そいつも『罪歌』と関わりを持っているのかもしれない」

　そして、椅い子すを斜めに傾けた上で逆さか立だちをして器き用ようにバランスをとっているジャミに目を向け、相変わらずの冷たい目つきで言い放つ。




「……場合によっては、ジャミに潰つぶして貰もらうことになるかもな」
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園原堂前




「いやあ、じゃあ、杏里ちゃんも元気でな」

　そんな事を言いながら園原堂を出た赤あか林ばやし。

　彼は少し歩いた所で、道の先の角で黒い影が蠢うごめいている事に気が付いた。

「やれやれ、あんまり園原堂の傍そばじゃ、一いつ緒しよに居るところを見られたくないんだけどねえ」




『報告は今け朝さした通りです。……すいません、手がかりを逃がしてしまいました……』

「いやあ、謝るこたぁないよ。本来の運び屋さんの仕事じゃないんだ。夜明けまで杏里ちゃんの家の周りを見張っててくれたんだろう？　逆にこっちが悪かったよ」

『いえ、私は友人が心配だっただけですから』

「友人か……オジサンにはあまりいないもんだから、杏あん里りちゃんが羨うらやましいねぇ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う赤あか林ばやしを見て、セルティがヘルメットを横に倒す。

『四し木きさんや青あお崎ざきさんはご友人では？』

　その文字を見て、赤林は思わず噴ふき出した。

「かはっ……かっ……ハハハ。いやぁ、運び屋さんてさ、変な所で天然だよねぇ」

『そ、そうですか？』

「……ああ、そうだねえ。露ロ西シ亜ア寿ず司しの連れん中ちゆうは仕事抜きでも気の良い連中だから、あいつらは友達って言ってもいいかもなあ」

　赤林はそこで一いつ旦たん話を切り、真剣な目つきになってセルティに頭を下げる。

「本当にありがとうよ、運び屋さん。あんたが要いらないと言っても礼れいを言わせてくれ。この義ぎ理りは、赤林海月みづき個人としていつか返させてもらう」

『赤林さん……』

　礼など不要だと言える空気ではない有う無むを言わせぬ迫力を感じ、セルティはその言葉を素直に受け入れる事にした。

　赤林はすぐにいつものニヘラとした笑えみを顔に貼はり付け、杖つえで地面を打ちながら口を開く。

「まあ、後は任せてくんな。流石さすがにただの泥どろ棒ぼうには身内の連中は使えないけどさ。『ヘヴンスレイヴ』が絡んでるとなりゃ話は別だ。おいちゃんも堂どう々どうと人を使えるってもんさね」

　その言葉通り、セルティが周囲に意い識しきを向けると、所々にスーツを着た姿すがたの男達が歩いているのが散見される。

　一見するとただの通行人だが、その物腰などから周辺を隙すき無なく観察し、警けい戒かいしているのが見て取れた。

　──『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』の面子メンツか、粟あわ楠くす会かいの若い人達かな？

　赤林の子飼いの面子だと判はん断だんしたセルティは、とりあえずこの状況の中で杏里に無む茶ちやをする事はあるまいと安あん堵どする。

　相手がなりふり構わず杏里を殺す事が目的だというのならば、狙そ撃げきには警戒するべきだろう。しかし、それならば杏里の家に火を付けた方が早い話なのでとりあえずそこは安堵する。

　──どのみち、一いつ刻こくも早く犯人の一いち味みは捕つかまえないといけない。

　──できる事なら、杏里ちゃんが状況に気付かないうちに。

　同時に、自分の本来の仕事についても不安を覚える。

　──自じ業ごう自じ得とくとはいえ、そんな組そ織しきにいる夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこ君の身も心配だ。

　セルティは赤林と別れた後、シューターを走らせながら決けつ意いする。




　──淡あわ雪ゆきちゃんが泣く事のないように、見つけ次第無む理り矢や理り確保しないと……。
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埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所内




「あらあら」

　集まってきた情報が映し出されるノートパソコンを見て、ミミズがクスクスと嗤わらい出す。

「これはまた、世界の狭さを感じさせる流れねぇ」

「酷ひどい偶ぐう然ぜんだね、四し十じ万まさん。えーと、あと、なんかゴメンね？」

「……」

　いったいどういうわけなのか、謝しや罪ざいの言葉を告げるジャミ。そんな彼に沈ちん黙もくを返して、四十万はただひたすらにパソコンの画面を睨にらみ続けた。

「しかしまあ、『ヘヴンスレイヴ』もこんなにややこしい事になってるなんてねぇ。見捨てたツケが、巡りに巡って一気に回ってきた感じかしら」

「やっぱり天てん罰ばつだよう四十万さーん。鬼き子し母ぼ神じん様の前で悪わる巧だくみなんてするから……」

「あの時は別にしてないだろ」

　短く反論した後、四十万はゆっくりと立ち上がる。

「さて……じゃあそろそろ動くとするか」

　落ち着き払った四十万を見て、ミミズが艶あでやかな笑えみを浮かべたまま問いかけた。

「動くって、どうする気なの？　パパかお爺じいちゃんに『助けてくだちゃーい』って惨みじめったらしく泣きつくのかしら？　やだ、それはそれで凄すごく見たいからそうしなさいよ、博ひろ人と」

「誰だれがするか」

　やはり一言で切り捨てた後、四十万は目を軽く瞑つむり、自分の為なすべき事を口にした。

「俺がやることは変わらない。ただ、油を注そそぐか、風を送り込むだけだ。……まあ、風は既すでに吹いてるから、油だけでいいな」

「かっこつけてるところ悪いけど、なんだか炭すみ火び焼やきの屋や台たいみたいだよ？」

「いいじゃないか。炭火焼きが上う手まくできる職人は格かつ好こいいぞ？」

　四十万はそのまま上うわ着ぎを羽は織おり、部屋の扉とびらに手をかける。

「どこに行くの？」

　ジャミの無む邪じや気きな問い掛けに、四十万は相変わらず冷めた表情で言葉を返すだけだった。




「ちょっとばかり、化け物ガソリンに会いにな」
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夜　池いけ袋ぶくろ




　日が完全に沈んだばかりで、まだ西の空にやや赤みが残る宵よいの口くち。

　何かを求めるかのように街を走り回る『首くび無なしライダー』の影を見送りながら、雑ざつ踏とうに紛まぎれていた夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこが眉まゆを顰ひそめた。

「あれが首無しライダーか……」

　そして、数年前の記き憶おくを揺り起こしながら考える。

「やっぱりあれ、昔うちの蛇へびを探して連れてきた奴やつだよな……」

　窓越しにチラリと見ただけだが、光すら吸い込む漆しつ黒こくのバイクとライダースーツはハッキリと記憶の中に刻まれていた。

「もしかして親父おやじの子飼いか？　俺おれの持ち出したブツを探してるのかもしれねえな……」

　推すい測そくを半分的てき中ちゆうさせた雪彦は、帽ぼう子しで顔の上半分を隠かくしながら道を進む。

　夕べ、その『首無しライダー』が園その原はら堂どうへの押し込みを邪じや魔ました事は聞いていた。

　──親父の子飼いだとすれば、どうしてあの店に俺が関わってるとバレた？

　──もしかして、ブツを店からとっくに回かい収しゆうしてるんじゃねえだろうな……。

　園原堂に足を向けつつ、彼は今後について不安に感じる。

　だが、懐ふところに忍しのばせた小こ槌づちの柄えを握るだけで、そうした憂うれいは即そく座ざに霧む散さんした。

　──ああ、そうだな……もしも駄だ目めだった時はまた家から盗ぬすみ直せばいい。

　──最悪、淡あわ雪ゆきを搔かっ攫さらって、身みの代しろ金きん代わりに親父に要求するか……。

　と、およそ人の道から外れた事を考えながら。







　園原堂に辿たどり着いた雪彦は、帽子を目ま深ぶかに被かぶりながら店てん主しゆに近づく。

　もしもあの黒バイクがこの店主とも繫つながっているとしたら、既すでに自分の顔写真なども出回っていて、その場で夏瓦家に通報されるかもしれない。可能性はゼロではないと判はん断だんし、雪彦は周囲をそれとなく警けい戒かいした。

　──店主がそんな素そ振ぶりを見せたら、とりあえずこいつでぶん殴なぐって気き絶ぜつさせるか……。

　懐の奥で小槌を握りながら、大だい胆たんな事を考える雪彦。

「いらっしゃいませ、何かお捜しですか？」

　まっすぐ向かって行く雪彦に、店主がそんな言葉を掛けてきた。

「ああ。そうだな。珍めずらしい物を探しててね……。例えばだけど、サメの歯の化か石せきとかあるかな？」

　まだ倉そう庫この中を全て確かく認にんしていないかもしれないが、知っているならば何か反応を見せるだろう。仮に自分が犯人だと気付いたら、やはり小こ槌づちで殴なぐり倒すしかない。

　そんな大だい胆たんを通り越して無む謀ぼうとしか言えない事を思し案あんしながら、雪ゆき彦ひこは小槌の柄えを強く握り締しめた。

　すると、店てん主しゆの女が申もうし訳わけなさそうな顔をして雪彦に告げる。

「ああ……申し訳ありません。先日まではあったんですけれど、もう出てしまったんですよ」

「……あ？」

　ヒクリ、と頰ほおが動きかけたが、それを心の奥に吞のみ込み、別の事を尋たずねた。

「そ、そうか……。じゃあ、あれだ。寄よせ木ぎ細ざい工くみたいなのってあるかい。妹がああいうの大好きでね」

「申し訳ありません、それも、先日まではあったんですが……」

「……そ、そうか、残念だな」

　──おかしい。

　──この女、俺おれが誰だれか解わかってわざと言ってるのか？

　──『あるかどうか解らない』と言って倉庫に探しにいくわけじゃなく、『もう無い』って言ってるって事は、実際にブツが店にあったのは知ってるって事だよな？

　──くそ、いきなり倉庫に増えてた代しろ物ものを売るか普通？　この女、何を考えてやがる！

　倉庫内の物品にはそもそも目もく録ろくなどが無かったという事を知らない雪彦は、苛いら立だちながら、とある可能性に思いを巡らせる。

　──くっ……まさか、やはり中身に気付いて、首くび無なしライダーを通して親父おやじに返へん却きやくした後か……？　だが、確かく証しようがない内は親父達を探るのは不ま味ずいな……。

　──やはり、ここはこの女を殴り倒して尋じん問もんしてみるか？

　店内に他の客がいない事を確かく認にんし、店主の女を襲しゆう撃げきして店の奥に連れ込むまでどのぐらいかかるだろうかと脳のう内ないシミュレーションを始めたその瞬しゆん間かん──

　店の扉とびらが開き、店内に新たな客が入って来た。

　舌した打うちを我が慢まんしながら、入って来た客に目を向ける雪彦。

　刹せつ那な、その目が驚きよう愕がくによって大きく見開かれた。

　高校の制せい服ふくを纏まとったその来客の手に、自分が家から持ちだした、巨大鮫メガロドンの歯の化か石せきが握られていたのだから。

「あれ、どうしたんですか」

「ええと……これなんですけど、調べたら、なんだか中に変なデータカードみたいなのが入ってたんですけど、もしかして園その原はら先せん輩ぱいの家の大切なものだったんじゃないかなって……」

「……！」

　二人の視線から外れた場所で、雪彦が目を白黒させた。

　──くそ！　この小こ僧ぞうか！　しかもデータカードだと!?

　──こいつ、メガロドンの化か石せきをいきなり割りやがったのか!?

　焦あせる雪ゆき彦ひこをよそに、杏あん里りと八や尋ひろは淡たん々たんとした調子で言葉を交わしていく。

「ええと……違うと思いますよ。父も母もそういうの苦にが手てで、うちにパソコンはありませんでしたし……。10年以上前、父の代に売られたものがそのまま残っていたのかもしれません」

「なるほど」

「データの中身は解わかりませんが、そのまま古ふる道どう具ぐ屋やに売ったという事は、八尋さんが持っていて問題ないと思いますよ？　ですから、どうかお気になさらないで下さい。もしもデータの中身が大だい事じそうなものだったら、言って頂いただければ父の代の台だい帳ちようを調べてみますが」

「そうですね」

　あっさりと頷く八尋を見て、雪彦は顎あごを落としかけた。

　──おいおいおい！　「そうですね」じゃねえだろ！

　──マイクロＳＤカードだぞ！　最近のもんだと思うだろ！　データの日付とか見りゃいつ頃ごろ売られたかとか推すい測そくできそうなもんだろうが！

　──ああクソ！　どうする？　この場にそのＳＤカードは持ってきてるのか……？

　──こっそり後を付けて、適当にボコってデータを頂くか……。

　──まあ、箱はこ根ね細ざい工くの方のデータも必要だが、あっちは一見ただのエロ画像にしか見えねえだろうから問題はない筈はずだ。

　静かに決けつ意いすると、雪彦はそっと店内から姿すがたを消す。

　──……とにかく、顔を覚えられるのは不ま味ずいな。

　──まずは、この小僧のヤサを探すとしよう。




「でも、このサメの化石自体も高い物らしいですから、片付けぐらいで貰もらったら申もうし訳わけないっていうか……」

「そんな。気にしないでください。……あっ、そうだ、サメの歯の化石なら、さっきそこに欲しがっているお客さんが……あれ？」

　もしも八尋がいらないのであれば、そちらの客と交こう渉しようして買い取って貰えば良いのではないかと提てい案あんしようとした杏里だが、既すでに先せん刻こくの客は姿を消しており、後には開かれた扉とびらから入り込む生ぬるい風だけが残されていた。




　数分後。

　店から出た八尋が道路に停とめてあったバンに乗り込むのを遠とお目めに見て、雪彦は電話で『ヘヴンスレイヴ』の仲間達に連れん絡らくする。

「……ああ、そうだ。車体の片側だけに、なんかのアニメキャラを印いん刷さつしたバンだ。街で見つけ次第、そのヤサぁ探して押さえとけ」
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埼さい玉たま県某ぼう所しよ




「……データの一つの場所は解わかったようだ。民みん間かん人じんが購こう入にゆうしてデータを発見したらしい」

「どうする？　こちらで回かい収しゆうするか？」

　スーツを纏まとった男達が、落ち着き払いながらも、どこか剣けん吞のんとした空気を滲にじませている。

「いや、『ヘヴンスレイヴ』に泥どろを被かぶって貰もらった方がいいだろう。昨日きのうと同じように監かん視しだけして、捕つかまりそうになったら狙そ撃げきで援えん護ごしろ。一いつ般ぱん人じんが相手の場合は射しや殺さつせずに威い嚇かくに留とどめておくよう現場に伝えておけ」

「そうだな。解った」

　仲間が部ぶ下かに指し示じを出し終えるのを待った後、リーダー格かくの男は小さく溜ため息いきを吐き出した。

「……しかし、問題はやはりあの『マジシャンライダー大道芸人』だろう」

「観かん測そく結果として、やはりあの『影』はトリックや幻げん覚かくの類たぐいではない事がハッキリした。夕べ『ヘヴンスレイヴ』を捕とらえようとしたアレを狙撃させたが、特にダメージもなく弾だん丸がんを『影』で回収して去ったそうだ」

「やはり事前に入手していた情報通り、あれがナツガワラグループの機密そのものなのか？」

「どういう代しろ物ものなんだ……？　液体金きん属ぞくか何かを電でん流りゆうで恣し意い的に操あやつっていると……？」

「それは我々のような現場の人間が推すい測そくしても意味はあるまい。銃の撃うち方は知っていても、化学式を５つ以上言える者はこの中には殆ほとんどいないだろう？　科学雑ざつ誌し『Newton』を愛読しているという科学愛好者が一人でもいるか？」

　肩を竦すくめながら言う中心人物らしき男の言葉に、スーツの男達は揃そろって苦く笑しようを浮かべた。

「まあ、あれが何なのかは研究屋の連れん中ちゆうに任せるとしよう。だが、素人しろうと目めにも解る。あれは、下へ手たをすれば確かに複数の分野に渡って業界そのものをひっくり返す価か値ちがある代物だ」

　そして、タブレット上に浮かんだ首くび無なしライダーの画が像ぞうをコツコツと指で叩たたきながら、男は感情の無い言葉を口にする。

「操そう縦じゆう者しやの生死は問わない。機き会かいを見つけて、あのバイクとライダースーツの形をした『シャドウゴースト』を回収するぞ」
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夕ゆう刻こく　池いけ袋ぶくろ




　自分の影にそんな勝かつ手てな渾あだ名ながつけられているとも知らず、セルティは地道に事件についての調査を続けていた。

『……というわけなんだが、何か「ヘヴンスレイヴ」の噂うわさについて知らないか？』

「ヘヴンスレイヴねえ、確かに最近、ろくな噂はきかねえなあ」

　セルティが聞き込みをしているのは、公園で休きゆう憩けい中ちゆうだった平へい和わ島じま静しず雄お──ではなく、その横にいた彼の上じよう司し、田た中なかトムである。

　何げに彼は地元の暴ぼう走そう族ぞくやチーマー、愚ぐ連れん隊たいについて造ぞう詣けいが深く、時には折おり原はら臨いざ也や以上の知ち識しきを持ち合わせている存在だ。

　セルティは今日きよう一日埼さい玉たまから池いけ袋ぶくろにかけて『ヘヴンスレイヴ』の影を追って回っていたのだが、麗リー貝ペイが言っていたように、やはり小さなグループは見つかるものの、それを取り仕切っている本体のようなものには決して辿たどり着けない。

　点数の増えないモグラ叩たたきをやっているような気分になってきたセルティは、たまたま公園にいたトムを見かけて話を聞いてみる事にした。

『どうしても上に辿り着かない。脅おどしてもすかしても「こっちからは連れん絡らくが取れない、俺おれ達たちも指し示じが無くて困ってるんだ」って言う奴やつばかりなんだ……』

「……なるほどねえ。そりゃ、確かにダラーズと似てるわな」

『何か本体に心当たりはないか？』

　困り果てた調子のセルティに、トムは少し考えてから口を開く。

「……そりゃあ、もしかしてよ……『ヘヴンスレイヴ』は一つじゃねえんじゃねえか？」

『え？』

「お好み焼きだの何だのにも、元がん祖そだの本ほん家けだの色々あるけどよ……。元々あった『ヘヴンスレイヴ』って組そ織しきは解散したんだろ？　解散して自由の身になった奴らの中には、麻ま薬やく売買のノウハウをある程度持ってた奴らもいるだろうよ」

　トムはゆっくりとベンチに座り、セルティを見上げながら個人的な推すい測そくを並べ立てた。

「で、その知識を持った残ざん党とうがそれぞれ東とう京きようや埼玉の各地で人を集めて『俺が新しいヘヴンスレイヴのボスだ』なんて名乗りだしたら、そりゃ本体なんてもんに辿り着くのは無む理りだろうよ。存在しないんだからな、本体なんて」

『……でも、それはおかしい。確かに四し十じ万まというリーダーの元で動いてるし、それに、連絡はないけれど、確かに「上の人間」はいるような素そ振ぶりだったし……』

「だからよ、その、『ヘヴンスレイヴ』の劣化コピーが雨う後ごの竹の子みてぇにポコポコ出て来たのが第一段階とするだろ？　だとしたら、その状況に気付いた、長い手と広い視野を持ってる奴がいたら……そいつらを上う手まいこと利用するんじゃねえかな。金か何か、そのチンピラどもを動かせる力を持ってる事が条件だけどよ」

『なるほど……それなら、それぞれの地方にある「ヘヴンスレイヴ」の中で、目的にあった連れん中ちゆうだけを動かせるわけか』

「そういうこった。トカゲの尻尾しつぽ切きりも楽だしな。自分は陰に隠かくれたまま、また別の『ヘヴンスレイヴ』を動かせばいい」

　──なるほど、確かにそういう可能性もあるか……。

　──でも、それにしては、四し十じ万まは随ずい分ぶんと表おもてに出て来てるな……。

　──いや、四十万自身も誰だれかに操あやつられている『ヘヴンスレイヴその⑤』とかのまとめ役に過ぎないって事か……？

　セルティが悩んでいると感じたトムは、頰ほおを搔かきながら口を開く。

「まあ、実際の所は解わからないけどな。少なくとも、俺おれが話を聞く限りじゃ、『ヘヴンスレイヴ』は池いけ袋ぶくろだけで三つ、成なり増ますや和わ光こうの方にも一つずつ、やってる事がそれぞれ全然別の集まりがあるぜ。しかも、互いに抗こう争そう気ぎ味みになってた所もあるらしい。俺は内部抗争だと思ってたが、もしかしたら互いに『俺達が本ほん家けだ』って感じで潰つぶし合ってたのかもな」

『本当に詳しいな!?』

「だが、ここ最近でその抗争も鳴りを潜ひそめたらしいぜ。どっちかが喧けん嘩かに勝って統合されたのか……それとも、さっき言ったみたいに、金払いのいいスポンサーが仲ちゆう裁さいに入ったとかかもな」

　そんな二人のやり取りを横で見ていた静しず雄おが、腕を組みながらセルティに対して言った。

「でもよ、セルティが探してるのはとりあえず『夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこ』ってのと『四十万博ひろ人と』って奴やつなんだろ？　だったら細かい事なんざ考える必要ないんじゃねえか？　ヘヴンなんたらだの気にしねえで、その二人だけに絞しぼって探せばいいだろ？」

『いや、でもなあ。その二人を探す為ためにヘヴンスレイヴを探ってたわけだから、色々と本ほん末まつ転てん倒とうになるかもしれないし……。四十万は特とく徴ちようがあるから、街ですれ違えばすぐに解るかもしれないけど』

「どんな奴なんだよ、その四十万って野や郎ろうは」

『ああ、どうも、顔に包ほう帯たいを巻いて、眼鏡めがねをかけているらしい』

　その文字列を見て、静雄とトムは互いに顔を見合わせた。

「それって、こないだのあいつか？」

「あのサーカスの勧かん誘ゆうっぽいのと一いつ緒しよにいた奴っすよね」

『……!?　知ってるのか!?』

　驚き尋たずねるセルティに、二人はセルティに説明しようと顔を向けるのだが──

「あっ」「あぁ……？」

　二人揃そろって、セルティの背後を見ながら口を開けた。

『えっ？　どうした？』

　ヘルメットを傾かしげるセルティだが、彼らはそんな彼女の後ろを指差し、言葉を漏もらす。

「……ていうか、アイツじゃねえのか？」

『へ？』

　静しず雄おの言葉にそう文字を打ち込みながら、セルティは背後を振り返った。

　すると、彼女が意い識しきを向けた先──公園の入口あたりに、顔に包ほう帯たいを巻いた青年が立っているのが確かく認にんできた。

　──は？

　──え？　あれ？　噓うそぉ!?

　心しん中ちゆうで混乱しつつ、セルティはアタフタとその青年と静雄達を見比べる。

　そして、トムに向かってペコリと一いち礼れいして、慌あわてて文字を打ち込んだ。

『す、すまない。また今度、改めて何か御お礼れいをさせてくれ！』

　慌てて駆かけ出すセルティの背を見送りながら、トムと静雄は三み度たび顔を見合わせた。

「今、俺おれら……、なんか礼を言われるような事したか？」

「さぁ……」
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　セルティが公園の入口に辿たどり着く頃ころには、顔に包ほう帯たいを巻いた男──四し十じ万まは既すでに動き出しており、別の道の陰へと移動していた。

　人通りの殆ほとんど無い細い路ろ地じに入り込んだ所で追いつき、セルティがその男の肩に手を伸ばす。

　すると、男はセルティの手が届く寸すん前ぜんで振り返り、こちらのヘルメットの奥の闇やみに向けて、異い様ようなまでに冷ややかな視線を向けてきた。

「初めまして……じゃないのかな。首くび無なしライダー。お前は一方的に俺おれを知ってたし、俺もそれなりにお前の事は知ってるつもりだ」

『……四十万博ひろ人とだな』

「そうだと言ったら？」

『このまま赤あか林ばやしさんの所に突き出す。だが、その前に杏あん里りちゃんを狙ねらった理由と、夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこの居場所を教えて貰もらう』

　包み隠かくさず断言するセルティに、四十万はクツクツと笑いながら言った。

「取引になってないな。俺が損しかしないじゃないか」

『……取引できる立場だと思ってるのか？』

　夕べの失敗を踏まえて、セルティは今のうちにと影を伸ばし、四十万の手足に絡ませる。

　これで突とつ然ぜん逃げ出しても引き留めるか縛しばり上げるかする事ができると安あん堵どしたセルティは、改めて四十万に問いかけた。

『杏里ちゃんをどうするつもりだ。一体何が目的なんだ？』

「俺に答える必要があるか？　折おり原はら臨いざ也やと付き合いがあったなら、当然知っているだろう？　情報には、対たい価かが必要だと」

『取引できる立場じゃないと言っただろう』

　胸ぐらを摑つかみ上げようとするセルティに、四十万は冷めた目つきのまま、力強く断言した。

「いいや、できる立場さ」

『……何？』

「俺がもし、このまま赤林に突き出されたり、お前に殺されたりしたら、お前の大だい事じな人間が死ぬ事になるぞ？」

　──……っ！

　セルティの身体からだ中を、奇き妙みような冷気が吹き抜ける。

　背骨をギチギチと鳴らす程の寒さむ気けを感じつつ、セルティはまず頭の中に白はく衣いの闇やみ医い者しやの姿すがたを思い浮かべた。続いて、杏里や帝人みかど、静しず雄おやワゴン組の面々の顔が流れては消えて行く。

　──こいつは……私をどこまで知ってる？

　──ハッタリだ……と言い切れるか？

　完全に動きを止とめたセルティに、四十万はニイ、と笑いながら口を開いた。

「安心しろよ、化ばけ物もの。お前の家族や親友の居場所なんざ知りはしない。園その原はら杏里とそこまで仲がいいというのはつい今しがた知ったけどな」

　それを聞いたセルティは、急速な安あん堵ど感かんに包まれながらも、四し十じ万まの胸ぐらを両手で勢い良く摑つかみ上げる。

　そして、そのまま『影』の触しよく手しゆで文字を打って四十万にスマートフォンの画面を突きつけた。

『お前……やっぱりハッタリか！』

「いいや？　俺おれに何かあれば、池いけ袋ぶくろの街まち中なかで適当に数人が撃うたれて死ぬだけだ」

　──っ!?

　再び硬こう直ちよくするセルティに、四十万は淡たん々たんと──あくまでも淡々と言葉を紡つむぐ。

「お前にとって、街の人間は大だい事じだろう？　いや、街に限らず、人間そのものが大事なんじゃないか？　まあ、ランダムに殺すとはいえ他人は他人だ。お前が気に病やむ必要はない。悪いのは俺だからな」

　それもハッタリだろうか、と一いつ瞬しゆん考えたが、昨夜ゆうべ自分が撃たれた事を思い返し、四十万は恐らく本気だろうと判はん断だんした。

　腕をワナワナと震わせながら四十万を地面に降ろした後、セルティは怒りを押し殺しながら文字を紡ぐ。

『四十万博ひろ人と……一体何が望みだ！』

「お前に望む事はないさ。ただ、俺も取引できる立場だと伝えたかっただけだ。俺だって殺さつ人じん鬼きじゃないし、道を歩く罪つみもない子供を殺して回るのが趣しゆ味みというわけじゃあない」

『……信用しろと？』

「ああ、俺みたいな悪人は信用しない方がいいぞ？　だが、折おり原はら臨いざ也やよりは信用してもらいたい所だ。お前に望む事はないが、それ故ゆえに俺は、お前と敵対する理由もないんだからな」

　──こいつ、人を撃たせておいてヌケヌケと！

　狙そ撃げきが四十万の指し示じだと考えていたセルティは苛いら立だちを覚えるが、ここで冷静さを失っては相手の思う壺つぼだと判はん断だんし、この場に存在しない頭を冷やしながら『交こう渉しよう』を続ける。

『なら、どうして私と接せつ触しよくした？』

「今日きよう、たまたま街でお前が俺を探してると聞いてな。園その原はら杏あん里りと夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこと赤あか林ばやしの件以外で、俺に何か言う事でもあるか？」

　肩を竦すくめながら言う四十万に、セルティは拳こぶしを握りしめながら、影を使って文字を打った。

『山ほどあるさ。まず、街に怪あやしげなクスリをばらまくのはやめろ！』

「解わかった、やめよう」

『今はまだ大きな被ひ害がいは出ていないが、今後どれだけの人がええとあれちょっと待て、ちょっと待て？』

　文章を綴つづりながら混乱したセルティは、そこで一度文字を全て消して打ち込み直す。

『え？　やめる？』

「ああ。仲間にも『クスリを売る奴やつは最悪だ』と言われたしな。それに、俺おれとしても粟あわ楠くす会かいの赤あか林ばやしをこれ以上敵に回すつもりはないからな、随ずい分ぶん前から一いつ般ぱん人じん相手には商売してない」

『信じられるか！　だって、未いまだに街にばらまいてるって……』

「俺の指し示じを聞かない連れん中ちゆうが勝かつ手てにやってたんだろう。ダラーズにもいたんじゃないか？　そうやって身内に迷めい惑わくをかける跳ねっ返りが」

　さも他ひ人と事ごとのように言う四し十じ万まに、セルティは訝いぶかしげに尋たずねる。

『そういう連中がクスリをばらまくのを止められるっていうのか？』

「ああ、あと数日で終わらせるさ。……他に何か言いたい事は？」

　セルティは数秒思し案あんした後、肝かん心じんの事を問い掛けた。

『……だが、私に対する狂きよう信しん者しや達に、その妄もう想そうを加か速そくさせるクスリをばらまいたのはお前なんだろう？』

　辰たつ神がみ姫ひめ香かの姉と妹。

　少なくとも二人の人生は四十万のクスリによって狂わされた。元々狂いつつはあったのだが、クスリによって時計の針はりを大幅に進められたと言ってもいい。

「ああ。あれは実験だからな。商売抜きだ。中々に興きよう味み深い結果だったよ」

『……一発殴なぐりたい所だ』

　正直な感想を口にするセルティに、四十万がゆっくりと目を細めた。

「一発でいいのか？」

『何？』

　ヘルメットを傾かしげさせるセルティの前で、四十万は懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、どこかへと連れん絡らくを取る。

「……俺だ。これから首くび無なしライダーが俺を一度だけ殴るが、それは織り込み済みだ。街の人間への報ほう復ふくは必要無い」

　そして、電話を切ると同時に、眼鏡めがねをかけたままセルティに言った。

「いいぞ。お前の気が済む一発を俺に叩たたき込め、化ばけ物もの」

『……いいのか？』

　訝しげに言うセルティに、四十万は眼鏡の奥でニイ、と目を細めて言葉を続ける。

「できれば、死なない程度にな」




　次の瞬しゆん間かん──四十万の身体からだは、細い路ろ地じに沿って20メートル程吹き飛ばされた。
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　セルティが影を固めて造り上げた、直ちよつ径けい１メートルはあろうかという巨きよ大だいな拳こぶし。

　その拳による尋じん常じようならざる速度のストレートを食らった四し十じ万まは、人間大たい砲ほうで撃うたれたかのような勢いで道を転がり、そのまま塀へいにぶつかって沈ちん黙もくした。

　──……。

　──あれ？　やり過ぎた？

　──し、死んでないよな!?

　四十万本人というより、彼が死ぬ事により報ほう復ふくの無差別狙そ撃げきが始まる事を心配したセルティ。

　彼女が慌あわてて四十万の元に駆かけ寄ると、彼は激しく咳せき込み、血の混じった唾つばを吐き出しながらゆっくりと起き上がった。

　割れた眼鏡めがねの破は片へんが目の傍そばに刺さっている姿すがたが痛々しく、殴なぐった本人であるセルティも少し引きながら相手の様よう子すを窺うかがい見る。

　すると、次の瞬しゆん間かん。

　全身の切り傷から血を流し、折れたと思おぼしき左腕を押さえながら──四十万は、笑った。

「くは……アハハハハハハハ！　アハハハハハハハハハハ！」

　まるで童どう心しんに帰ったかのように、四十万は無む邪じや気きな哄こう笑しようを路ろ地じ裏うらに響ひびかせる。

　傷だらけで楽しそうに笑うその姿は実に不ぶ気き味みであり、セルティの背骨に先せん刻こくとは別の種類の寒さむ気けが走り抜けた。

　──しまった、当たり所が悪かったか!?

　──どうしよう、とりあえず新しん羅らに……いや頭のＣＴとか取った方が……。

　相手が悪人である事も一いつ瞬しゆん忘れ、オロオロとその場で困こん惑わくするセルティ。

　そんな彼女の前で、四十万は吹っ切れたように爽さわやかな目をして、笑い、嗤わらい、嘻わ々らう。

「はは……ハハハ！　やっとだ！　やっとだよ首くび無なしライダー！　やっと俺おれは、誰だれかに見られた気がするよ！　ようやく俺は負け犬になれた！」

『何を言ってるんだ？　大だい丈じよう夫ぶか？』

「感かん謝しやするよ首無しライダー。あんたが俺を真剣に殴ってくれたお陰で……天てん罰ばつじゃない、ただの感情にまかせた罰を与えてくれた事で、俺はようやく街とのズレを取り戻せた気分だ！」

　ハイテンションで両手を広げる四十万に、セルティはますます混乱して『やはり脳のうを検査できる病院に連れて行った方が……』と真剣に思し案あんし始めた。

　だが、四十万はそんなセルティの手を取り、固い握あく手しゆを交わしながら言葉を紡つむぐ。

「まあ、錯さつ覚かくだろうけどな。俺はこれで街への復ふく讐しゆうを止めるわけじゃあないし、突とつ然ぜん善人になったりもしない。だから安心して俺を警けい戒かいし続けてくれ。俺を敵視し続けてくれ」

　それまでの冷めた目つきが噓うそのようだった。

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせ、クリスマスプレゼントを前にした子供さながらの無邪気なはしゃぎ方をしている四十万だが、セルティの視界には寧むしろ、先刻よりも遙かに不気味な物として映しだされている。

『敵視しろだと……？　どういう意味だ？』

「そうすれば、俺おれは俺で在り続けられる。街に置いていかれる事もない。それだけの話だ。……ああ、すまない。個人的な話だ。理解してもらえるとは思っていないから忘れてくれ」

　彼の一見不ふ明めい瞭りような言葉を聞いて、セルティはビクリと背を震わせた。

　四し十じ万まの言葉の端はし々ばしに聞かれた『街に置いていかれる』『街とのズレ』というフレーズは、セルティがここ数日何度も頭の中に思い浮かべた言葉である。

　世せ間けんとのズレを怖おそれ、運び屋の仕事を再開した自分の目の前に現れた、同じような事を危き惧ぐしていたらしき男。

　なのに、自分とはまるで違う道を歩んでいるように思える相手を見て、セルティは暫しばし惑まどい、果てには嫉しつ妬とすら抱きかけた。

　──こいつは、何を一人で勝かつ手てに納なつ得とくして安心してるんだ？

　──私は苦労して世間とのズレを縮める方法を模も索さくしてるのに……。

　だが、それを文字にして突きつけては流石さすがに逆さか恨うらみだろうと考え、セルティは基本に立ち返るべく、自分の仕事に戻る事にした。

『感かん謝しやしてるなら教えて貰もらおう。夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこの居場所と、園その原はら杏あん里りに何をするつもりなのか』

「欲張りだな。二つとも知りたければ、園原杏里を連れて来て俺を『罪さい歌か』で斬きらせればいいだろう？」

『……お前を罪歌憑きにするのは危険な気がする。いいから質問に答えろ』

「正しい警けい戒かいだな。俺が求めてるのは園原杏里じゃない。『罪歌』の力だ。まあ、手に入らないなら入らないでそこまで執しゆう着ちやくはない」

　再び冷め切った目に戻った四十万が、怠たい惰だな色に満ちた声で答える。

　しかし、それはセルティの納得できる答えではなかった。

『泥どろ棒ぼうに入ったり人ひと攫さらいまでしようとしていた癖くせに、何を言ってるんだ』

「もうしないよ。それでいいだろ？」

『それでいいなら警察はいらない』

「じゃあ、一いつ緒しよに自首するか？　無む灯とう火か暴ぼう走そうライダーさん？」

　──う……。

　ニヤリと笑う四十万に、セルティは何も言い返せなかった。

「結局は俺もアンタも社会からのはみ出し者だよ。仲良くしようとは言わないさ。せいぜい街の裏側でドタバタと足あ搔がき騒さわごうじゃないか」

　四十万はゆっくりと踵きびすを返し、あちこちの骨にヒビが入った身体からだを引ひき摺ずりながらセルティにもう一つの質問の答えを告げる。

「夏瓦雪彦はあと少しで用済みだ。そうすれば、生きたままあんたに引き渡してやるよ」







　そして、四し十じ万まが去った後──セルティは静かに自らの手元に目を向ける。

　髪かみの毛よりも細い影が手首のあたりから伸び、道路に延えん々えんと続いていた。

　──よしよし、あいつの靴くつ紐ひもに『影』をこっそりつける事ができたぞ。

　──夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこを何に使うつもりかは知らないが、その企たくらみを実行する前に、四十万のアジトを突き止めて助け出してやる。

　──……いや、攫さらうんだったか？

　──夏瓦雪彦の奴やつも、一体どうしてあんな不ぶ気き味みな奴の所に身を寄せてるんだ……？
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埼さい玉たま県某ぼう所しよ




　そんな首くび無なしライダーと青年のやりとりを遠くから盗とう撮さつした映えい像ぞうを見ながら、黒服の外国人達が互いに顔を見合わせる。

「あの青年は何者だ？」

「一体何の話をしていたんだ？　殴なぐり飛ばしたかと思ったら、突とつ然ぜん固い握あく手しゆを交わしたぞ」

「青年は笑っていたようだが……。しかし、街まち中なかで堂どう々どうと『影』を使用していたな」

「うむ……如い何かに人通りが無かったとはいえな……。あるいは、それを気軽に見せる事ができる関係という事か？」

「殴ったのは何かのテストかもしれん。直前に電話をどこかにかけていたしな」

　彼らの頭の中には『首無しライダーの影はナツガワラ・グループの最新テクノロジー』という思い込みがある為ため、深読みとも浅せん慮りよとも取れない意見を交わしてますます混こん迷めいしていく。

　しかし、彼ら自身は己おのれが迷めい走そうしている事すら気付かずに、更さらなる一手を切り出す事にした。

「念の為、奴と交友関係があると思おぼしき連れん中ちゆうを確保しろ。人ひと質じちに使えるかもしれんし、何か情報を引き出せるかもしれん」





♂♀






池いけ袋ぶくろ　露ロ西シ亜ア寿ず司し前駐ちゆう車しや場じよう




　露西亜寿司の斜め前にある有料パーキング。

　そこに停とめられた一台のバンを遠とお目めに見ながら、若いチンピラが雪彦に告げた。

「あそこです、夏なつ瓦がわらさん」

「おう、御苦労」

　指し示されたバンが先せん刻こくの高校生が乗り込んだものだと確かく認にんすると、雪ゆき彦ひこは財さい布ふから一万円札を数枚出し、パシリと配下のチンピラの足元に放り投げる。

「へ、へへ、どうも」

　頰ほおをひくつかせながらも、チンピラは笑って一万円札を拾い集めた。

　そんな男を尻しり目めに物陰からワゴンの様よう子すを窺うかがっていると、斜め向かいにある奇き妙みような外装の寿す司し屋やの方から、渋くも朗ほがらかな大声が聞こえてくる。

「オーウ！　毎度アリネー！」

　声の方に目を向けると、巨きよ漢かんの寿司屋店員に見送られる、数名の客の姿すがたが目に入った。




「社長サン達、お腹なかいっぱいネ？　お腹いっぱい、夢いっぱい、幸せはお隣となりさんにもお裾すそ分わする、イイヨー？　お土産みやげ今ならなんと特別に時じ価かネ。イクラするのか開けてビックリ玉たま手て箱ばこヨ。オー、玉手箱って何？　玉たま子ごと蟹かに爪づめの詰め合わせ？　イイネ。今ならたっぷり玉子と蟹をダンボール箱にすし詰めするヨ」

「……それ、何万円するお土産なんすか……」

「御ご馳ち走そう様さまでした」

「美お味いしかったです」

　後ろから無む茶ちやな事を言って送り出す寿司屋の店員──サイモンに軽く手を振り、店を後にする久く音おんと八や尋ひろ、そして姫ひめ香かの高校生三人組。

　その後ろには渡と草ぐさもついてきており、彼が出てきたのを見計らって姫香が頭を下げた。

「渡草さん、本当に御馳走様でした」

　そんな年下の少女の対応に、渡草はヒラヒラと手を振って答える。

「いやあ、いいっていいって。税ぜい込こみ５００円のワンコインディナーなんて寿司屋とは思えねえ安さだしな」

　園その原はら堂どうを出た後、久音達との集合地点まで送って貰もらった八尋だが、そこで三さぶ郎ろうが「なんだよ、どうせ飯めし食くうなら奢おごってやるよ。こないだの洗車と整備の礼、まだしてなかったろ」と言いだし、三人はそのまま近場にあった露ロ西シ亜ア寿司で夕食を取る形となった。

「何の魚か良く解わからないのが多かったすけどね……。あとボルシチ寿司って……」

　どこかげんなりした顔の久音を余よ所そに、渡草は上じよう機き嫌げんで言葉を続ける。

「ま、俺おれとしてもよ、乗せてるのがいつも同じ面子メンツじゃ車がかわいそうってもんでな。門かど田たの旦だん那なはともかく、遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわはどんどん私物を浸しん蝕しよくさせてきやがるし……」

　バンの後部に積んである漫まん画が本ぼんなどの事を思い出し、渡草は小さく溜ため息いきを吐きだした。

　だが、すぐに気を取り直したのか、目を耀かがやかせながら開口する。

「若い連れん中ちゆうにルリちゃんの素す晴ばらしさを伝えるってのも、ファンクラブ一ひと桁けたナンバーの俺おれの使し命めいだしな。その話ができるなら寿す司しの一つや二つ安いもんよ」

「いやあ、勉強になりました。聖ひじり辺べルリさんの事、俺、小学生の頃ころから『なんだか凄すごい神しん秘ぴ的な人だな』って気になってたんですよね」

「そうだろうそうだろう！」

　あからさまなおためごかしを言う久く音おんに対し、渡と草ぐさはそれを素直に受け取り上じよう機き嫌げんで笑った。

　その後ろで、八や尋ひろは姫ひめ香かに向かって小声で尋たずねる。

「大だい丈じよう夫ぶだった？　ゴメンね、付き合わせちゃって」

「気にしないで。私も聖辺ルリは好きだし、楽しかったよ？」

「そう、それなら良かった」

　自分が世せ間けんからズレなかった事に安あん堵どする八尋。

　やはり聖辺ルリのような、大おお勢ぜいの人間と共有できる話題は良い。

　それだけ多くの人に愛される聖辺ルリはやはり凄すごいなと、八尋は素直な羨せん望ぼうを抱きながら渡草の車に乗り込んだ。

　三人が後部座席に乗り込むと自動で扉とびらが閉まり、そのまま渡草が車を発進させる。すると、久音がそのタイミングで、食事の時とは別の話を切り出した。

「……ところでよ、さっきチラっと話してたけど、八尋の貰もらったサメの歯の中に、なんかＳＤカードが入ってたんだって？」

「うん。これだけど……」

　一応持ってきていたマイクロＳＤをポケットから取り出す八尋。サメの歯はとりあえず接せつ着ちやく剤ざいで再結合させたが、カードだけは外に出しておいた形となる。

「ふーん……俺のと同じメーカーのだな……」

　ボソリと呟つぶやいた久音の声を聞き、八尋が小首を傾かしげた。

「同じ？」

「ああ、いや……まあ、実はよ、俺の貰ったあの箱にも……その、ＳＤカードが入っててさ」

「ああ、ブログに載のせられないって言ってたあれ？」

「まあ、な。そっちはデータの中身見たか？　なんだった？」

　すると八尋は、難しい顔をしながら答える。

「うーん……それが、このカード見られる機き械かい持もってなくて……俺のスマートフォンも対応してないみたいだし……」

「あ、俺のタブレットＰＣなら見られるぜ。アダプタ無しでマイクロカードもそのままいける」

　そのままカードを借りて、己おのれの鞄かばんから取り出したＰＣに挿そう入にゆうする久音。

　彼は心しん中ちゆうで、『姫香ちゃんの前で俺の時みたいなエロ画が像ぞうが出て来たらやばいな……いやでも、どんな反応するかそれはそれで気になる』などとゲスな事を考えていたのだが、画面に出て来たのは見たこともないソフトウェアが一つだけだった。

「？　なんだこれ……見たことないソフトだな……。ウイルスじゃなさそうだが……」

　色々と弄いじり始める久く音おんを余よ所そに、八や尋ひろは先せん刻こくからしきりに車の後ろに目を向けていた。

「どうしたの？」

　姫ひめ香かの問いに、八尋は真剣な表情で答える。

「この車……誰だれかに後を尾つけられてる気がする」

「えっ？」

　八尋の唐とう突とつな言葉に、渡と草ぐさや久音も思わず耳を傾けた。

「今日きよう、園その原はら堂どうの周りでも、なんだか凄すごくピリピリした空気の人達が沢たく山さん居て気になってたんだけど……。今、俺おれ達たちが車に乗る前から、ずっと物陰から視線を送ってきてた人達がいたんだ」

　赤あか林ばやしの部ぶ下か達が園原堂を見張っている事を知らなかった八尋は、彼らの視線などを感じてからずっと襲しゆう撃げきに怯おびえ、警けい戒かいを続けていたらしい。

「お前、俺の車乗る度たびに何かヤバイ奴やつ見つけるよな……？　こないだの通とおり魔まとか……」

　困ったように呻うめく渡草に、八尋は申もうし訳わけなさそうにしつつも自分の推すい測そくを淡たん々たんと述べた。

「でも、今度は一人じゃないっていうか……あ、もう一台増えたかも……？」

「おいおい、車でかよ？　いや……確かに、さっきからあの車、俺と同じ道来てるな……」

　不安に感じた渡草は、横道に入りルートを変える。

　すると、普通ならばあまり入らないような細い路ろ地じにもかかわらず、渡草達の後を追う形で車が数台進入してきた。

「クソ……何絡みだ……？　まさか、泉いずみ井いの野や郎ろうが性しよう懲こりも無く来たんじゃねえだろうな」

　三さぶ郎ろうは恐らく自分絡みの因いん縁ねんだろうと考え、高校生達だけでもなんとか逃がそうと試みる。

「このままどっか駐ちゆう車しや場じようのある警察署しよの方に行くからよ、そこでお前らは降り……うぉっ!?」

　すると、少し前の角かどから別の車が現れ、道路に斜めに停とめて狭い路地を塞ふさいでくる。

「ちっ！」

　慌あわててバックしようとするが、既すでに後ろには別の車が来ており、完全に前後の道を断たれる形となってしまった。

　ギリ、と歯は嚙がみをした後、渡草は助手席に置いてあった傘かさを武ぶ器き代がわりに握りこみ、一人で車を降りようとする。

「いいかお前ら、俺が引きつけるから、その間に逃げ……」

　振り返った瞬しゆん間かん、三郎の言葉が喉のどの奥に吞み込まれた。

　そこには既すでに黒い影を纏まとって『スネイクハンズ』となった八尋の姿すがたがあり、既にドアを開けようとしている所だった。

「おい、八尋……」

　止めようとした三郎だが、先日杏あん里りに言った『八尋って奴、セルティと同じタイプっつーか、割とグイグイ行くタイプだから』という言葉を思い出し、無む駄だだろうと判はん断だんして覚かく悟ごを決める。

「……ああクソ！　俺おれも行くから、無む茶ちやすんなよ！」




「お、誰だれか出て来……なんだありゃ」

　相手の車が停車した事を確かく認にんした後、夏なつ瓦がわらは小こ槌づちを握り締しめて車を降りたのだが──そのバンから降りてきたのは、実に異い様ような風ふう貌ぼうの男だった。

　周囲の光を全て吸い込むかのような、完全なる影。

　揺らめく影を纏まとい、まるでその空間だけ世界の裏側から食い千ち切ぎられたかのような『黒』で塗り潰つぶす人型のなにか。

　状況を整理できていないチンピラの一人が、混乱するままその『影』へと向かい、手にしていたバットを振り下ろそうとした。

　しかし次の瞬しゆん間かんその男のバットが瞬しゆん時じにしてもぎ取られたかと思うと、その先せん端たんがチンピラの鼻下に勢い良く叩たたき込まれる。

　嫌いやな音が路ろ地じ裏うらに響ひびき渡り、男が鼻と口から血を噴ふきながら昏こん倒とうした。

「な……なな……」

　カタカタと震える夏瓦は、自分を奮ふるい立たせる為ために、武ぶ器きである小槌を握り締める。

　だが、何度握り込んでみても、その震えが止まる事はなかった。

　妖よう槌づちとさえ言われた小槌『蛮ばん軟なん陣じん』による催さい眠みん作用は、本物の妖よう怪かいとでもいうべき存在を前にして完全に消え去り──夏瓦雪ゆき彦ひこという男を、一いつ瞬しゆんにして卑ひ屈くつな小こ悪あく党とうへと引き戻してしまったのである。




　そして、そんな雪彦をはじめとする怯おびえたチンピラ達に対し──その『怪物』が、容よう赦しやなく黒い双腕スネイクハンズを振り下ろした。
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　その喧けん噪そうが起こっている路地の入口あたり。

　道を塞ふさぐ形で停車した黒塗りの車から、現場の喧噪を観察する者達がいた。

「馬ば鹿かな……あれは……『マジシャンライダー』と同じ『シャドウゴースト』を使っているのか……？」

「ナツガワラの関係者か!?」

「どうする？　我々も撤てつ退たいするか？」

「……ユキヒコ・ナツガワラが確保されるのは不ま味ずい。奴やつの逃とう走そうだけ援えん護ごしろ」

　夏瓦グループの敵対組そ織しきに所しよ属ぞくする外国人達は、困こん惑わくしながらも事前に指し示じされていた作さく戦せんを実行する事にした。

　圧倒的な暴ぼう力りよくで蹂じゆう躙りんされ、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく『ヘヴンスレイヴ』の面々。

　彼らを追おうとする者を足止めする為ために、威い嚇かくの射しや撃げきを行う事にしたのだ。

　バンの横に立っていたその怪かい物ぶつを威嚇する為──後部座席の窓からライフルの銃じゆう口こうを伸ばし、スコープの狙ねらいを付ける。

　既すでにバンの後部を塞ふさいでいた車は無い。現れた怪かい人じんのあまりの強さに怖おそれを成し、運転手が仲間を見捨てて逃げ出していたのだ。

　横にある路ろ地じへとそれぞれ逃げていった為に、丁ちよう度ど大通りからの入口である現在地からの射しや線せんが綺き麗れいに通った形となる。

「よし……撃うつぞ」

　後部座席の狙そ撃げき手しゆは英語でそう呟つぶやくと、件くだんのバンの後部の窓にあった妙みようなシールを目め印じるしとして、そこに鉛なまり玉だまを撃ち込んだ。

　自分の放った弾だん丸がんが、更さらなる怪物を揺り起こすとも知らぬまま。





♂♀






「うおっ!?」

　突とつ然ぜん車の中に鋭い破は砕さい音おんが響ひびき渡り、久く音おんは姫ひめ香かの頭を庇かばいながら身を屈かがめた。

「なんだ!?　何が起こった!?」

　するとドアが開き、八や尋ひろが慌あわてて中の様よう子すを窺うかがい、叫ぶ。

「銃です！　今、車の窓が撃たれました！」

「何い!?」

　車内の面々が見ると、確かに後部座席の窓に蜘蛛の巣状のヒビが走っており、その中心に丸い穴が穿うがたれているのが解わかった。

　銃じゆう弾だんはそのまま車内を突き抜けたようで、フロントガラスの助手席側上部にも同じようなヒビと穴が生まれている。

「お、おい、流石さすがに銃はやべえよ八尋！　このまま逃げよう！　渡と草ぐささんを呼んでさ！　今ならバックして横の路地に……あ……え……？」

　久音が焦あせりながら八尋に叫ぶが、そこで彼は、異常に気付いた。

　いつの間にか運転席の扉とびらを開けて車内に戻ってきていた渡草が、魂たましいの抜けたような顔で後部の窓まど硝子ガラスに開いた弾だん痕こんを見つめていたのである。

　車を傷つけられたショックだろうかと考える久音達だったが、八尋だけは気が付いた。

　──あの穴の位置……。

　よく見ると、穴の周りには拉ひしやげて滅め茶ちや苦く茶ちやな形となった、何かの模も様ようらしきものが見える。

　八や尋ひろは知っている。

　それが模も様ようなどではなく、聖ひじり辺べルリを模もしたマスコットキャラのステッカーだという事を。

　狙ねらってか偶ぐう然ぜんか、弾だん丸がんは、まさにそのマスコット化した聖辺ルリの絵の脳のう天てんを貫つらぬいていたのである。




　数秒の沈ちん黙もくを挟み──魂たましいの抜けていた渡と草ぐさの身体からだに、『何か』が降りてきた。

　彼は無む言ごんのままハンドルに手を伸ばしたかと思うと、ギアをバックに入れると同時に、アクセルを一気に踏み絞しぼる。

　刹せつ那な、車内の重力が乱れた。

「ちょっちょっ！　何!?　何!?」

「……っ！」

　ノートパソコンを抱えたまま車内の床に転げ落ちる久く音おんと、八尋に庇かばわれる形で座席に伏せる姫ひめ香か。突とつ然ぜんジェットコースターに乗ったかのような激しい揺れに見舞われる。

　久音や姫香は混乱しているが、八尋にだけは正しく現状が理解できていた。

　様さま々ざまな感情の流れやその原因を省しよう略りやくし、ただ単純に現在の状況を表すとするならば、恐らくは次の一文で纏まとめられる事だろうと。




　渡草三さぶ郎ろうは、キレた。
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「よし、あの影使いは車の中に引っ込んだぞ」

「運転手も下がったな。今のうちに『ヘヴンスレイヴ』の連れん中ちゆうも……ん？」

「なんだ？」

　何か様よう子すがおかしい事を察した黒スーツの襲しゆう撃げき者しや達が、件くだんのバンの方に目を凝こらすと──

　バンは通常ではありえないほどの勢いでバックをはじめ、時速１００kmを超えようかという勢いで路ろ地じの中をこちらに向かって突っ込んで来たのである。

「Ｃｒａｚｙ……」

　狙そ撃げき手しゆが思わず呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、彼らは『ヘヴンスレイヴ』以上の勢いで、その場からの逃とう走そうを余よ儀ぎなくされる結果となった。
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池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　そして、更さらにもう一人。

　渡と草ぐさ三さぶ郎ろうという男の暴ぼう走そうがきっかけとなり、とある『力』が胎たい動どうする事となる。

　様さま々ざまな要素が複雑に絡み合う、強大な力だ。

　国家権けん力りよくという後うしろ盾だてを元に、エンジンの排はい気きを唸うならせる法の番人。

　人の身でありながら──異い形ぎようであるセルティ・ストゥルルソンをもってして『化ばけ物もの』と言わしめる程の存在が。




『本部より全車両へ。川かわ越ごえ街かい道どうを埼さい玉たま方面に向かって暴ぼう走そうする車両が二台。先せん頭とうを走る車両からは時とき折おり銃じゆう撃げきが行われているとの報告あり。急行されたし』

　無線によって伝えられた、現代日本とは思えぬような内容の事件。

　それを耳にした男は、サングラスの下で目を細めながら口を開いた。

「……了りよう解かい。現場に急行する」

　短い言葉と共に、男は白バイに跨またがり、力強くそのハンドルを握りこんだ。

　暗くら闇やみから湧わき出るいくつもの暗い影。それらを全て切り裂さくような、圧あつ倒とう的な『白』の固まりを相あい棒ぼうとして、男は夜の闇に己おのれの身を躍おどらせる。

　自分自身の信じる正義を貫つらぬき通す。




　ただ、それだけの──しかしながら、命を懸かけるには十分な理由を持って。
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同時じ刻こく　埼玉県某ぼう所しよ　ショッピングモール建設予定地




　──ここか。

　セルティ・ストゥルルソンは、道の陰から巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつを見上げていた。

　完成間ま近ぢかであり、あとはテナントが入るのを待つだけの大型ショッピングモール。

　テレビなどでも『メガギガテラペタ級モールついに登場！』と意味の良く解わからない宣せん伝でん文もん句くで紹しよう介かいされており、新しい映えい画が館かんも入るという事で『ヘルメット着用したまま入れないかな……上映中は後ろの人の邪じや魔まにならないように外すから……』などと考えた事を覚えている。

　セルティが四し十じ万まにつけた影の糸を辿たどった結果、セルティはこのショッピングモールへと辿り着いた。糸は明らかに建物の内部へと続いており、四十万がここにいるという事を指し示している。

　──夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこがここに直接監かん禁きんされてるかどうかは解わからないが、何か手がかりぐらいはあるだろう。いざとなれば携けい帯たい電話やパソコンをくすねられれば……。

　──いや、雪ゆき彦ひこは自分の意い志しで四し十じ万まと組んでる可能性も大きいんだった。

　──用済みになるとかなんとか言っていたから、四十万にとってはただの道具なんだろうが。

　写真でしか知らぬ男に憐あわれみを覚えつつ、セルティはシューターを駐ちゆう車しや場じようの隅すみに停とめた。

　現在はテナントの内装契けい約やくなどの遅ち延えんで休工中であり、警けい備び員いんを除いて人の出入りする余地はあまりない。その警備員も、外部から定時に来て一回りしたら帰るという形らしく、先せん刻こく警備会社の車が駐車場から出て行くのが見えた。

　──警備員の隙すきを突いているのか、それとも買ばい収しゆうか……？

　何な故ぜ四十万はこんな場所をアジトにしているのだろうと考えたが、工事の看かん板ばんに『施せ工こう主ぬし：四十万建設』と書いてあるのを見て、セルティはとりあえず納なつ得とくする。

　──少なくとも、減音器サプレツサー付きのライフルを持ってる奴やつがいるという事だよな。

　──そいつに対しては最大限に警けい戒かいしないと……。

　己おのれの身体からだを影の霧きりで包み込み、暗くら闇やみに紛まぎれながら少しずつ近づいて行くセルティ。

　セルティは、やはり気が付いていなかった。

　この場所に辿たどり着くまでの時点で、既すでに何者かに監かん視しされていたという事に。
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「……ショッピングモール？」

　建設途と中ちゆうのモール内に『マジシャンライダー』が入り込んだという報告を受けて、夏なつ瓦がわらグループの敵対者達は眉まゆを顰ひそめた。

「ここのすぐ傍そばだぞ」

「ナツガワラの屋や敷しきからもそこまで離れているわけではない。あるいは、誰だれかと接せつ触しよくするつもりかもしれん」

　そんな事を言っていると、少し経たってから別の報告があがってきた。

「……！　やはりか。読みが当たったようだな」

　報告を聞いたリーダー格かくの男が、我が意を得たりとばかりに会かい心しんの笑えみを浮かべて椅い子すから立ち上がる。

「今しがた……ナツガワラ家の人間が別の入口から内部に入り込んだそうだ。ああ、学校と自宅以外では我々の尾び行こうを撒まく『対たい象しようＤ』だ。……これで確定だな」

　そして、机つくえに手の平を強く叩たたきつけながら、周囲と己自身を鼓こ舞ぶするように叫ぶ。

「手の空あいた実行部ぶ隊たいは全員現場に急行しろ。ただし、事を起こすまでは目立つ真ま似ねはするな。あの大だい道どう芸げい人にんを片付け次第、シャドウゴーストを回かい収しゆうして警察が来る前に撤てつ収しゆうする。万まんが一いちを考え、園その原はら堂どう店てん主しゆ等の誘ゆう拐かい作さく戦せんも速すみやかに実行しろ」




「上う手まく行けばナツガワラの人間とテクノロジー、両方を手しゆ中ちゆうにできるわけか……。中々に面白い状況だな」
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数分後　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「あの黒いライダーの知り合いだな」

　抑よく揚ようの無い日本語で紡つむがれた言葉を聞き、トムと静しず雄おが足を止める。

　仕事を終えて事務所へと帰る途と中ちゆう、人通りが少ない道に差し掛かったタイミングで、身長１８０センチを超えようかという巨きよ漢かん達が十名ほど現れ、静雄達の周囲を取り囲んだ。

「……なんすか、あんたら」

　相手の威い圧あつ的な視線に不ふ機き嫌げんになった静雄が、目を細めながら尋たずねる。

　トムは嫌いやな予感がしてきたとばかりに眉まゆを顰ひそめ、それでもできるだけ相手と静雄を刺し激げきしないように答えた。

「いやあ、街で会ったら言葉を交わす程度っすけどね。マスコミの人？　だったら、テレビで流れたりしてる以上の情報はないから、よそを当たった方がいいと思いますよ？」

「関係の深さはこちらで判はん断だんする。来て貰もらおうか」

　周囲に見えない位置で、ナイフを取り出しトムの腹部に突きつける黒服の大男。

「騒さわげばどうなるかわかってぃりゃぼぁっ!?」

　台詞せりふを最後まで吐く事ができず、大男は道路を30メートル程吹き飛ばされた。

「!?」

　これまでの常じよう識しきを全て覆くつがえすかのような、バーテン服を着た男の強きよう烈れつな一いち撃げき。

　それを目まの当あたりにした大男達が、呆ぼう然ぜんとした顔で凍り付いた。

　彼らがプロの傭よう兵へいなどであれば、それでも冷静に何か事を成せたのかもしれない。

　だが、残念な事に──彼らは夏なつ瓦がわらグループの敵対企き業ぎように『捨すて駒ごま』として雇やとわれた、チンピラに毛が生はえた程度の集団でしかなかった。

「俺おれは頭良くねえけどよ……解わかった事はある」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声で、静雄はゆっくりと周囲の大男達を睨ねめ回す。

「てめえらは、トムさんの敵で、セルティの敵で、俺の敵って事だ」

　周囲の道を歩いていた人々は、人が吹き飛んだ時点で『平へい和わ島じま静雄に違いない』と判断し、そそくさと通りから逃げていくか、野や次じ馬うまとして遠巻きに取り囲み始めた。

　そんな中、静しず雄おは拳こぶしを強く握りしめながら、彼の威い圧あつ感かんを前に動けなくなっている大男達に向かって叫んだ。




「つまり、三回死ぬ覚かく悟ごができてるって事だよなぁぁぁぁぁあああああぁぁっ！」
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園その原はら堂どう




　相変わらず杏あん里りを狙ねらっていた『ヘヴンスレイヴ』のメンバー達が次々と周囲を警けい戒かいしていた『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』の手によって拘こう束そくされていく中──園原堂の店内では、物もの珍めずらしさに立ち寄った外国人の観光客にしかみえないブロンドの女性が、棚たなに並んだ骨こつ董とう品ひんとも中ちゆう古こ品ひんともつかない品々を眺ながめている。

　しかしながら、彼女もまた、夏なつ瓦がわらグループの敵対企き業ぎように雇やとわれた『捨すて駒ごま』の一人である。本人達は捨て駒ではなくエリートだと思っているが、２年前のヘリを落とされた事件以い降こう、企業側からは完全に終わったチームとして扱われていると気付いていない。

　そんな彼女の任務は、園原堂の店てん主しゆである女性に鎮ちん静せい剤ざいの注ちゆう射しやを打ち、倒れた瞬しゆん間かんに店の前に車を停とめた仲間と身み柄がらを回かい収しゆうするというものだった。

　──かわいそうだけれど、報ほう酬しゆう……任務の為ためだから仕方ないわよね。

　心の中でわざわざ『自分は金目当てではなく、崇すう高こうな任務のためだ』とばかりに言い直しつつ、彼女は少しずつカウンターの店主へと近づいて行く。

　そして、店主がカウンター側の棚から何かを降ろそうと背を向けた瞬しゆん間かん、工作員の彼女は音も無く躍おどり掛かり──




「ええと……あの、その注射器ってなんでしょう……？」

「はい、鎮静剤です。……『母かあさん』……」

　数十秒後、そこには杏里の身体からだに巣すくう『罪さい歌か』の自動迎げい撃げきによって従じゆう順じゆんな『子』と化した工作員の女性が立っていた。

　彼女は白目を真まっ赤かに充じゆう血けつさせながら、煌こう々こうと瞳ひとみを赤く光らせる杏里の質問に答えている。

　当の杏里は何がなんだか事情が解わからず、一から質問を続ける為ために店の業務を早めに打ち切らざるを得なくなってしまった。




　もっとも、既すでに『子』となった彼女以外に客はおらず、どのみち彼女が帰ったら店を閉めようと思っていたのだが。
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車内




「……どういう事だ？」

　建設途と中ちゆうのモールに向かう黒塗りの車の中の一台。

　その後部座席で焦あせりを見せるリーダー格かくの男に、他のメンバーが声を掛けた。

「どうしたんです？」

「バーテン服の男とドレッドヘアの男を『回かい収しゆう』に向かった面子メンツから連れん絡らくが途絶えた。……園その原はら堂どうの店てん主しゆを狙ねらっていたオルカも、運うん搬ぱん班はんへの連絡が途絶えて姿すがたを消したそうだ」

「……厭いやな流れですね。どうします？」

　罠わなの可能性もあるという意味で言った部ぶ下かの言葉に、リーダー格の男が首を振る。

「どのみち、その面子が捕とらえられたとなれば撤てつ収しゆうした所で活動し辛づらくなる。こちらの人員が全て揃そろっている今のうちに、あの『マジシャンライダー』のシャドウゴーストの欠片かけらだけでも回収しなければ、それこそ我々は本部から切られるだろう」

　もうとっくに捨すて駒ごま扱いされている事など知らぬまま、リーダー格の男は更さらに考える。

「奴やつはバイクを外に置いているらしい。最悪、それだけでも回収するんだ」
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川かわ越ごえ街かい道どう




「くそっ！　なんだあのバンは!?　こっちはもう限界速度だぞ！」

「ただのバンのスピードじゃない！　相当弄いじってやがる！」

　背後から迫る恐ろしい速度の痛いた車しやを前に、運転手から狙そ撃げき手しゆまで全員顔を青くしている。

「あの運転手を撃うてないのか！」

「この速度じゃ無む理りだ！　い、いや、さっきからタイミングを見て撃ってはいるんだが、あの運転手、運転で銃じゆう弾だんを避けてるとしか思えねえ！」

「バカ言うな！　そんな化ばけ物ものがいてたまるか！」

　焦る男達だが、比較的まだ理性を残していた助手席の男が携けい帯たい電話で応おう援えんを呼ぼうと試みる。

　そこで、暗あん号ごうによって次なる指し示じが届いている事に気が付いた。




「指し示じが来た！　今アジト近くのショッピングモールに『マジシャンライダー』がいて、動ける奴やつは全員集結してるらしい！　そこで迎え撃うとう！」





♂♀






モール内




　──いないな。

　──『影』の糸はこっちの方に続いているんだが……。

　ショッピングモールの二階部分にまで上がって来たセルティは、己おのれの身を影で巧みに隠かくしながら、四し十じ万まの靴くつにつけた糸を辿たどっていく。

　モール内は完全な暗くら闇やみというわけではなく、既すでに設置された非ひ常じよう灯とうや、所々にある工事か警けい備びの為ための常じよう夜や灯とうのようなものが設置されていた。

　もっとも、全体を照らすには心こころ許もとなく、モール全体の七割ほどが暗くら闇やみに包まれている。

　──ここを溜たまり場にしてるなら、灯あかりぐらいつけてると思ったが……。

　物音一つしない状況に首を傾かしげながら、更さらに歩を進めていった。

　すると、糸の先が内ない装そうもほぼ終了している店てん舗ぽの一つへと伸びている事に気付く。

　──あそこか。

　──慎しん重ちように、慎重に……。

　影を巧みに操あやつり、蜘く蛛ものように壁を登って天てん井じように貼はり付くセルティ。そのまま彼女は上からそっと店の中を覗のぞいたのだが──やはり動く影は何一つ存在していなかった。




「奴らはどこだ……？」

　各出入り口から侵しん入にゆうした企き業ぎよう工作員達は、『マジシャンライダー』と『対たい象しようＤ』の姿すがたを求めてモール中に散開していた。

　数人一組でかなり広範囲にわたって動いているものの、モールが広すぎて如何いかんせんカバーしきれない。

　一階から三階まで散開した後、それぞれのチームが気け配はいを消して進んでいく。




　だが、セルティも企業工作員達も気付いてはいなかった。

　彼らの全ての動きを把は握あくしている存在が、モール内に一人だけ存在していたという事に。




　その店舗が靴くつ屋やだと気付いたセルティは、途と端たんに嫌いやな予感を覚える。

　──まさか……。

　ゆっくりと糸を辿たどると、それは店内の靴くつを模もした看かん板ばんの傍そばに伸びており──そこに置かれた靴置き台の上に脱ぎ捨てられた、四し十じ万まのシューズへと伸びていた。

　──やられた！

　──罠わな!?　見み透すかされていたのか！

　慌あわててシューズを摑つかんだ彼女は、クシャリと音がしたのを聞き取り、その中に何か紙切れが入っている事に気が付いた。

　──？

　セルティはスマートフォンの灯あかりを付けて、その紙に書かれていた文字を見る。

【すまないな。無差別に狙そ撃げきするという話は噓うそだ。俺おれは銃じゆうなんか持っちゃいない】

　──なんだと？

　困こん惑わくするセルティだが、まだ続きがある事に気付き、紙に目を凝こらす。

【騙だましたお詫わびと言ったらなんだが、本当に銃を持ってる連れん中ちゆうを紹しよう介かいする。俺の敵で、たぶんあんたにとっても敵だろう。まあ、頑がん張ばってくれ】

　──はい？

　何を言っているのか解わからず、最後の一いち行ぎように目を向けた。

【殴なぐってくれて本当に嬉うれしかったよ。……あと、まあ、利用してごめんな】




　セルティがそれを読み終わるのとほぼ同時に──モール内を、眩まばゆい明かりが包み込む。

　それまで消されていた内部の電気が一いつ斉せいにオンになり、店内を覆おおっていた闇やみが一斉に光へと塗りかえられたのだ。

　──なんだなんだ!?

　慌てて店の外に出たセルティは、そこで『彼ら』と鉢はち合あわせする事になる。

　吹き抜けに顔を出したセルティは、三階部分と一階部分に散在する男達と目があった。

　何人かは眩まぶしそうに暗あん視しゴーグルを外しており──手には拳けん銃じゆうやアサルトライフル、サブマシンガンといった重じゆう装そう備びを握っているのが見える。

　──……。

　──ええと……。ここ、日本だよな？

　一いつ旦たん現実逃とう避ひしかけたセルティだが、すぐに自分を取り戻す。

「居たぞぉ！　奴やつだ！」

「捕とらえろ！」

　男達の怒ど声せいと共に、モール内に数発の銃じゆう声せいと、減音器サプレツサー付きの銃から放たれた弾だん丸がんによる風切り音が鳴り響ひびく。

　慌あわてて靴屋の中に引っ込みながら、セルティは心しん中ちゆうで叫んだ。

　──確かに、夕べ狙撃されたから、銃には警けい戒かいしていた！　警戒していたが……っ！




　──こんなに大だい規き模ぼな連れん中ちゆうが相手とは聞いてない！
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モール地下　電でん源げん操そう作さ室しつ




「さて、開店セールの始まりだ。せいぜい派は手でに花火をあげてくれ」

　遠えん隔かく操作で内部の照しよう明めいのスイッチを入れた四し十じ万まは、ゆっくりと出口に向かって歩き出す。

　すると、その先の角かどから、銃じゆうを持った企き業ぎよう工作員の男が顔を出した。

「……」

　面めん倒どうな事になったという顔をした四十万だが、彼の心配は杞き憂ゆうに終わる。

　銃を持った男はぐらりと前のめりに倒れ、その後ろからジャミが顔を出したからだ。

「ヤッホー、四十万さん。危き機き一いつ髪ぱつだったね！」

　ニコニコと笑うジャミに、呆あきれたように溜ため息いきを吐く四十万。

「わざと俺おれを脅おどかしただろう」

「うん！」

「クズめ……」

　吐き捨てるように言いながら、四十万はジャミと合流する。

「四十万さんにクズって言われると割と本気でショックだよ？」

「黙だまれ」

　角を曲がった先では更さらに数名の武ぶ装そうした男達が気き絶ぜつしており、暫しばらく意い識しきを取り戻す様よう子すは見られなかった。

　それがジャミの仕し業わざだと確信しつつ、彼は暢のん気きな表情の少年に尋たずねた。

「……お前、銃を持った奴やつらは怖こわくないのか？」

「使う人によるよー。この人達は怖くなかった」

「……でも、静しず雄おは怖いんだな？」

「あれはもう人じゃないから、無む理り無理無理。少なくとも今はね。……将来身体からだを鍛きたえればいけるかも……いけないかも……どうだろうね？」

　ケラケラと笑った後、ジャミは逆に四十万に問い掛ける。

「それで？　これからどうするの四十万さん？」

「別に何も？　帰るだけだ」

　いつもの冷めた目つきで虚こ空くうを眺ながめながら、四十万は半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。




「油はもう、撒まき終わったんだからな」
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ショッピングモール　外部




「ん……？　今、銃じゆう声せいしなかったか？」

　駐ちゆう車しや場じようの隅すみに停とめられていた『黒いバイク』を回かい収しゆうしようと試みていた数名の男達が、モール内から響ひびく破は裂れつ音おんに気が付いた。

　男達の装そう備びは基本的に減音器サプレツサーがついているものが多いが、中には素すのままの拳けん銃じゆうもある。

　誰だれかが慌あわてて撃うったのかと考え、警察が来るまでの時間が早まったと危き惧ぐする男達。

　だがしかし、その場には、彼ら以上に銃声に敏びん感かんな者が存在していた。

「おい、早くこいつを運んじまお……うぁああああぁっ!?」

　銃声に反応したとしか思えないタイミングでバイクが唐とう突とつに動きだし、煙のように霧む散さんしたかと思うと──次の瞬しゆん間かん、一頭の首くび無なし馬が工作員達の前に現れる。

「ちょっ……なん……ゴブっ!?」

　目の前の光こう景けいの意味を理解する暇ひまもなく、憐あわれな『馬うま泥どろ棒ぼう』達は後ろ足で蹴けられて纏まとめて昏こん倒とうする結果となった。

　そして、馬の姿すがたを取ったシューターが、主人の居る場所目がけて勢い良く走り出す。

　まるで、自分こそが主あるじの盾たてであり剣であると主張するかのように。




　丁ちよう度どそのタイミングで、駐車場に猛もうスピードで侵しん入にゆうする車があった。

　渡と草ぐさのバンから逃げていた、狙そ撃げき班はんの車両だ。

「よし！　ついたぞ！　仲間の車もある！」

「急いで合流しろ！　畜ちく生しよう……あのクソ車が……はっつけられたアニメだかなんだかのキャラクターごと蜂はちの巣すにしてやらぁ！」

「○×◆∇！　＠℃＃！」

「××××××っ！」

　心に余よ裕ゆうが生まれたのか、その後も英語で翻ほん訳やく不能なスラングをいくつも並べ立てていた工作員達。

　しかし、彼らが仲間と合流する事はなかった。

　運転手の視線の先に、突とつ然ぜん首無しの馬が現れたのだから。

「うごぁぁぁああぁぁっ!?」

　唐突にありえない物の姿すがたを見た男は、恐きよう怖ふのあまり、猛スピードのまま勢い良くハンドルを切ってしまう。

「あぁあああぁぁあぁっ!?」

　そのまま車は横転し、派は手でにスピンしながら駐ちゆう車しや場じようの街がい灯とうに激げき突とつする結果となった。




「う……うぐぁ……」

　上下逆さまになった車の中から、這ほう々ほうの体ていで這はい出す狙そ撃げき手しゆ。

　その上に影が差したかと思った次の瞬しゆん間かん、狙撃手の頭が何者かによって勢い良く踏みつけられた。

「ぐぶぁ……っ」

「……痛いてぇか……？　クズ野や郎ろうが……」

　そこには、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうをしながらも、熟じゆく練れんの殺し屋のように冷めた声を出す渡と草ぐさ三さぶ郎ろうの姿すがたが。

「手前てめえ……ルリちゃんを殺したな？」

「ルリ……だ、誰だれだ？」

　自分の狙撃では位置的に誰か死んだとは考えられない。

　痛みと困こん惑わくでまともな思し考こうができなくなっている狙撃手の身体からだを車から引ひき摺ずり出し、仰あお向むけにする形で地面に叩たたきつけた。

「ぐぁっ」

「お前、何ルリちゃん呼び捨てにしてんだよ」

　そして、そのまま馬乗りになり、両手の拳こぶしが壊こわれるのではないかという勢いで顔面にパンチを浴びせ始める。

「手前が撃うったのはルリちゃんの魂たましいの一部なんだぞ……それを……俺は預かってたんだぞ……なのに、俺の目の前でルリちゃんの魂を砕くだきやがって！　穢けがしやがってぇ！　死ね！　ルリちゃんの仇かたきは俺が取ってやる！」

　理り不ふ尽じん極まりない事を叫びながら、既すでに意い識しきが無くなりかけた狙撃手を尚なおも殴なぐろうとする三郎。あるいはそれだけでは飽き足らず、彼は車でそのまま男を挽ひき潰つぶすであろう勢いだった。

　だが、そんな三郎を羽は交がい締じめにして止める者がいた。

「三郎さん！　落ち着いて下さい！」

「放せ八や尋ひろ！　こいつぁルリちゃんを……ルリちゃんをぁぁあ」

「三郎さん！　ルリさんの事で三郎さんが警察に捕つかまったら、ルリさんが悲しみますよ！　スキャンダル……そう！　スキャンダルになります！」

「……」

『スキャンダル』。その単たん語ごによる説せつ得とくは効果覿てき面めんだったようで、渡草は目から涙を流しながらスウ、と立ち上がる。

「……そうだな。すまねえ。こいつを殺した所でルリちゃんの魂の一部が帰ってくるわけでもないのによ……」

　──本気でステッカーに魂たましいが宿ってると思ってるんだなあ。

　八や尋ひろはそう思ったが決して口には出さず、無む言ごんのまま渡と草ぐさの肩をポンポンと叩たたいた。




「……何、あのシュールな絵え面づら」

　車の中から恐る恐る顔を出した姫ひめ香かが、『スネイクハンズ』の姿すがたをした八尋が三さぶ郎ろうを慰なぐさめている姿を見て、そんな事を呟つぶやいた。

　一方の久く音おんは、顔を真まっ青さおにしたまま座席の隙すき間まの床に転がり、吐き気を必死に抑えながら口を開く。

「俺おれ……もう二度と渡草さんの車には乗らねぇからな……」




「……随ずい分ぶん派は手でにやってくれたじゃねえか、あぁ？」

　ようやく落ち着きを取り戻しつつあった三郎の背に、そんな言葉が掛けられた。

「……。……っ！」

　三郎はその声に聞き覚えがある事に気付き、恐る恐る背後を振り返る。

　するとそこには、白バイに跨またがりサングラスを掛けた、威い圧あつ感かんの凄すさまじい交通機き動どう隊たい員いんの姿があった。

[image: ]

　彼に追つい従じゆうしてきたと思おぼしき数名の白バイ隊たい員いん達たちもおり、横転した車から残る黒服達を救出している姿すがたも見受けられる。

「救きゆう急きゆう車しやと消しよう防ぼう車しやは依頼したがよ……渡と草ぐさテメェ……。いつかやると思ってたがとうとうやりやがったな……。下へ手たすりゃ免めん停ていじゃすまねえぞこいつはよ……」

「く……くくく……葛くず原はら……の……旦だん那な……」

　涙を流したまま、三さぶ郎ろうは大量の脂あぶら汗あせを搔かき始めた。

　突とつ然ぜん現れた白バイ隊員に困惑し、八や尋ひろは二人の顔を無む言ごんのまま見比べる事しかできない。

「……ん？　誰だれだこの兄にいちゃんは」

　そんな八尋に気付いた葛原が、マジマジとその全身を睨ねめ回した。

「……その黒いの、あの化ばけ物ものの出すアレに似てるな……。ちょいと話を……」

　鋭い声で言いかけた葛原だが──その瞬しゆん間かん、モールの内部から爆ばく発はつ音おんや銃じゆう声せいのようなものが鳴り響ひびき始めた。

「!?　なんだぁ!?」

　葛原は部ぶ下かの白バイ隊員達にいくつかの指し示じを出すと、自らは銃声の響くショッピングモールの中へと向かって行く。

　当然ながら、相あい棒ぼうである白いバイクに乗ったままだが──そんな彼に対して、誰も『危険だ』と止めるものは居なかった。




　そして、時は収しゆう束そくする。
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モール内




　──どうしてこうなった？




　飛び交う銃じゆう弾だん。

　渦うず巻まく爆ばく炎えん。

　破は壊かいと喧けん噪そうが埼さい玉たまの空に響き渡る。




　膠こう着ちやく状態になりかけた現場を動かしたのは、外から扉とびらを破って駆かけ込んできたシューターの姿だった。

　銃弾を何発も受けながらもセルティの元に辿たどり着いたシューターは、そんな傷などものともせぬとばかりに嘶いななきをあげ、主人の身体からだに自らの首を擦すり寄せた。

　実際銃じゆう弾だんはものともしなかったようで、傷はすぐに再生し、バイクの形態になると同時に拉ひしやげた鉛なまり玉だまがバラバラと地面に散らばった。

　──……シューターって、下へ手たしたら私より頑がん丈じようだよな。

　余よ計けいな事を考えたのも束つかの間ま、靴くつ屋やの中にグレネードが投げ込まれ、セルティはもはや敵を全員制せい圧あつする他なしとの覚かく悟ごを決めてモールの通路に躍おどり出たのである。




　様さま々ざまな思し考こうを巡らせつつ、セルティは銃じゆう撃げき戦せんの中を駆かけ巡った。

　しかし、如い何か様ような武ぶ器きもセルティとシューターの動きを封じる事は叶かなわない。

　包み込んだ影からポロポロこぼれ落ちる鉛玉を後ろに見ながら、セルティは自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩を竦すくめた。

　──なるほど、これは人間から化ばけ物ものと言われても仕方ない。

　彼女の心の中に、僅わずかな諦あきらめが生まれかける。

　──ズレるもなにも、私は、最初から嚙かみ合ってなかったんだ。

　──もういいさ。私は新しん羅らがいればいい。

　──私みたいな化け物が、人間の街に足並みを揃そろえようだなんておこがましかったんだろう。

　度たび重かさなる非日常の応おう酬しゆうに疲れ果て、セルティは全てを投げ出し、新羅とどこかに逃げたいという衝しよう動どうが生まれていた。

　──ああ、新羅。ゴメン。私はお前に甘えてしまうかもしれない。

　──私が人間じゃなくなっても……例えば、私がこのまま怒りにまかせてこいつらを皆殺しにするような殺さつ人じん鬼きになったとしても……。

　──きっとお前なら許してくれるんじゃないかと、いつか思ってしまうかもしれない。

　己おのれが人類の敵になった時の事を考えつつ、セルティはそれでも気力で現在の状況をまともなまま乗り越えようと試みた。




　──とにかく、これじゃ埒らちが明かない。全員影で押さえ付けるか？

　──だが、今どこかに隠かくれてる奴やつがいたらそのまま逃げるかもしれないな……まずはリーダーっぽい奴を探して押さえてから一気に……。




　──一気に……に……ニニニニニニニニニニニ……にに？




　そして次の瞬しゆん間かん──

　彼女は思い出す。

　社会からズレる事を許さないのは、自分だけではないのだと。

　池袋の街もまた、己の流れからズレていく住人がいる事を許しはしないのだと。

　そして、街の怒りは姿すがたを変えて彼女の前に現れる。

　多少の『ズレ』など笑い飛ばすかのような存在として。

　ズレた程度で許されると思うなとばかりに、それは彼女に手を差し伸べる。

　強制的に世界の流れにセルティを引き戻すべく──セルティ・ストゥルルソンにとっての恐そ怖れが、今まさに彼女の目の前に現れたのだ。




　──な……ちょ……え？

　──なんで!?

　──なんでここに!?　埼さい玉たまだぞ!?




「いよう、派は手でにやってやがるな……化ばけ物もの」

　その白バイ警官──葛くず原はら金きん之の助すけは、モール内の喧けん噪そうや立ち上る炎ほのおを確かく認にんしつつ、サングラスの下から双そう眸ぼうを鋭く光らせる。

「それで？　この騒動ドンパチは、どこまで手前てめえが原因だ？」
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「クソ!?　もう警察が来ただと!?　早すぎる！」

　企き業ぎよう工作員のリーダー格かくである男が、舌した打うちをしながら叫ぶ。

「やはり罠わなだったのか!?」

「相手はまだ一人だ！　応おう援えんを呼ばせるな！」

　外には既すでに渡と草ぐさの暴ぼう走そうに引き寄せられた白バイ警官が数名到とう着ちやくしている事を知らない男達は、半分ヤケになる形で銃じゆうを乱らん射しやし始めた。




　例え複合企業体に捨すて駒ごま扱いされる面子メンツとはいえ、流石さすがにこの数の銃じゆう器きの前では警官一人など一ひと溜たまりもないだろう。

　そう考えたセルティは、怯おびえつつも影の傘かさを展開し、葛原の身体からだを護まもろうとしたのだが──

「おい、邪じや魔まだ」

　──へ？

　葛原はその影の傘の下から躍おどり出て、モールの柱はしらの陰を縫ぬいながら、あまねく広がる銃じゆう弾だんの雨を器き用ように避けながら爆ばく走そうする。

　──おいおいおいおい!?

　呆ぼう然ぜんとするセルティの視線の先で、ピンの抜けた手しゆ榴りゆう弾だんが葛原の元へと投げ放たれた。

　だが、葛原はモールの噴ふん水すいの坂を利用して高くジャンプし──

「白バイ警官は……建物の中じゃ無能だとでも思ったか……？」

　バイクを器き用ようにターンさせて、タイヤの先でその手しゆ榴りゆう弾だんを跳ね返す。

　──う、うそぉ……？

「う……うそぉ……？」

　セルティの心の声と、手榴弾を投げた男の呟つぶやきが見事に一いつ致ちした瞬しゆん間かん──空中で手榴弾が爆ばく発はつし、軍ぐん人じんの装そう備びというわけではないスーツ姿すがたの男達に手榴弾の鋭い欠片かけらが襲おそいかかる。




「俺おれが言いたいのは、一つだけだ」

　まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくとなったモール内で、葛くず原はらはセルティが張り巡らせた影の道すら利用して、器用に銃じゆう弾だんを避け、通り抜けざまに銃じゆう撃げき者しや達を蹴けり倒していく。

「交こう機きを舐なめるなよ、犯はん罪ざい者しやども」

　いつしかセルティに言った事と似たような事を独ひとり言ごととして呟きながら──彼はただ、自分の持つ破は壊かい的な正義を押し通した。




「犯罪者風情ふぜいが、交機を舐めるな」
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数時間後　新しん羅らのマンション




『うわあああああああ！　新羅新羅新羅新羅ぁーっ！』

　家に入るなり、新羅に抱きついてカタカタと震え出すセルティ。

「おやおや、また葛原さんに追いかけられたんだね？　もうこのやり取り何度目かな」

　新羅は慣れたものとばかりに、セルティを落ち着かせようとその身体からだを優しく抱きしめた。

『い、いや、今回は少し違うんだ。違うんだけど、最近の交機は化ばけ物ものだ！　いや、寧むしろあいつが化け物というか……色々通り越して……神……？』

「大だい丈じよう夫ぶだよセルティ。僕にとっての女め神がみは君だけだから」

『そ、そうか……ありがとう新羅……』

　余よ程ほど怯おびえていたのか、何一つ大丈夫ではない新羅の慰なぐさめをも素直に受け入れる。

『いや、本当に怖こわかった……。バイクでサブマシンガンやアサルトライフルの弾たまを避けるっていよいよ人間じゃないだろあいつ!?　しかも私の影まで利用したり、最後にはショッピングモールの屋おく上じようから逃げる敵の車の屋や根ねにバイクでダイブして、その反動でまた別の車に跳んで二台連続でオシャカにしたんだぞ!?　それで葛くず原はら本人は無む傷きず！　なあ、あれは悪あく夢むなのか？』

「そんな怖こわい人に比べたら、セルティはやっぱり可愛かわいいなあウフフ」

『あ、ありがとう……って、そうじゃないだろ！』

　やっと落ち着きを取り戻したセルティが、新しん羅らにいつも通りのツッコミを入れる。

『ああ……しかしやっと落ち着いた』

　安あん堵どの息を漏もらすかのように肩を上下させるセルティだが、落ち着くにつれ、今度は多くの疑念が湧わき上がってきた。

『しかし、結局今回の事件は何がどうなってたんだ……？　私を撃うったのが四し十じ万まじゃないとすると、揉もみ消すだの金持ちだのとかいう発言はなんだったんだろう……』

　すると、そのタイミングでセルティの携けい帯たい電話にメールの着ちやく信しんが届いた。

　──あれ、赤あか林ばやしさんだ。

　そういえば杏あん里りちゃんはどうなったのだろうと思ったセルティがメールを開くと、そこには次のような件名が書かれていた。

【差さし出だし人にん：赤林】

【件名：早さつ速そく、借りを返す時が来たみたいだよお】

　そして、メールの本文を見たセルティは──何がなんだか解わからず、再び混乱して新羅に縋すがり付く結果となった。
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一時間前　園その原はら堂どう近辺




　すっかり深夜を回った街の中を、夏なつ瓦がわら雪ゆき彦ひこがひた走る。

　手に握るのは異質の小こ槌づち。

　目め指ざす先は、自らが先日侵しん入にゆうした『園原堂』の倉そう庫こ──ではなく、店の住居部分だ。

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

　既すでに寝ているであろう店てん主しゆを小槌で文字通り叩たたき起こし、人ひと質じちとする事であの学生からＳＤデータを取り返すのだ。

　正直な話、彼はデータの中身がどのような代しろ物ものかということは大体知っているが、具体的に何ができるのか、何を成したのか、そして世界にどのような影えい響きようを与えるのか……といった事じ象しようは知りもしないし、想そう像ぞうする事すらできない。

　ただ、『このデータは余よ所その企き業ぎように売れば金になる』というのは確かであり、その事実を後うしろ盾だてに今後の人生設計を考えていた。

　だからこそ、失うわけにはいかない。

『スネイクハンズ』の恐きよう怖ふの反動だろうか、気が大きくなっているというよりも半なかばヤケになったかのような勢いで、狂ったように目的地に向けて走り続ける。

　そして、『園その原はら堂どう』の前まで辿たどり着くと、これから始まる暴ぼう虐ぎやくを想そう像ぞうし、サディスティックな笑えみを浮かべた。

　下げ卑びた笑顔を貼はり付けたまま、雪ゆき彦ひこは鍵かぎのかかった扉とびらに向かって勢い良く小こ槌づちを振り上げる。

　音で警察が来るだの、その後逮たい捕ほされるだの、そんな常じよう識しき的な事などは既すでに忘ぼう却きやくの彼方かなただ。

　自分は何をしても許される特別な存在だという事を証しよう明めいする為ために、彼は高々と振り上げた小槌を扉に向かって振り下ろす──事はできなかった。

「はいそこまで」

　パシリ、と、上に伸びきった腕を後ろから摑つかまれる。

　雪彦が振り返ると、そこには杖つえを持った色いろ眼鏡めがねの男が立っており、街がい灯とうを反射してギラついた目が鋭くこちらを睨にらみ付けていた。

「……っだぁ手前てめえ！」

「それはおいちゃんの台詞せりふだよお」

「なんだよ……消えろよお！　金ならくれてやるからよお！」

　癇かん癪しやくを起こして怒ど鳴なりつけ、懐ふところから分厚い財さい布ふを取り出して色眼鏡の男に投げつける。

　だが、男は小さく肩を竦すくめると、そのまま雪彦の足を払い、勢い良く回転させて地面に頭から叩たたきつけた。

「お金が要いらないのかい？　じゃあ、おいちゃんが後でコンビニの募ぼ金きん箱ばこにでもいれとくよ」

「あ、あが、あががが」

　そのまま杖の先せん端たんで喉のど仏ぼとけを押さえられ、ガクガクと震え出す雪彦。

　色眼鏡の男──赤あか林ばやしは財布の中から保ほ険けん証しようを取り出し、夏なつ瓦がわら雪彦という名を確かく認にんした。

「んん……？　夏瓦……？」

　そして暫しばし頭を回転させて、赤林は一つの真しん相そうに辿たどり着く。

「ああ、さっきから捕つかまえた連れん中ちゆうがこぞって『夏瓦さんに店てん主しゆを攫さらえと言われた』って言ってたねえ……。夏瓦ってどこかで聞いた事があると思ったら、例の大だい財ざい閥ばつか……。なるほど、親の力で揉もみ消す云うん々ぬんは四し十じ万まじゃなくて君の事だったってわけかい」

　更さらに赤林は考えこみ、少しだけ杖を押し込む力を緩ゆるめながら雪彦に尋たずねた。

「もしかしてさあ、首くび無なしライダーが探してるのって、君だったりするのかい？」
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【本文：夏瓦雪彦君は預かってるよ。こっちの用が済んだら、生きて運び屋さんに引き渡すから安心してくれ】

　メール本文を何度も見返し、セルティはその度たびに首を傾かしげる。

　──なんで赤あか林ばやしさんが、四し十じ万まが私に言ったのと同じような言葉を……？

　──っていうか、なんで赤林さんが雪ゆき彦ひこ君を……？　何がどうなってるんだ……？

　前者はただの偶ぐう然ぜんだと気付く事も無いまま、セルティは悶もん々もんとした夜を過ごしていく。

　結局、自分がまったく夏なつ瓦がわら雪彦と関わらないうちに、他人の力だけで運び屋としての依頼をこなしてしまった事に深く自じ己こ嫌けん悪おを覚えながら。

『なあ新しん羅ら……。私、運び屋向いてないのかなぁ……』

　思わず愚ぐ痴ちを零こぼしたセルティに、新羅は満まん面めんの笑えみを浮かべて言い放つ。

「セルティに一番似に合あうのは、僕のお嫁よめさんだよ。……って言いたい所だけど、セルティに一番似合うのはセルティだよ。運び屋だろうとデュラハンだろうと正義の味み方かただろうと悪人だろうと、セルティがやりたい事をやればいいよ」

『新羅……』

「世せ間けんとズレる事もあるかもしれないけれど、きっといつか、街の方も君を理解してくれるさ。僕が君を理解するみたいにね。だから、たまには街の方が君に合わせて歩みを遅くしてくれる事もあるって信じようじゃないか」

『……そうだな。私もそう信じたい』

　素直にそう文字を打ち込むセルティだが、そんな彼女に、新羅がいつもの調子で言葉のテンションをあげ始めた。

「あ、でもさ、お嫁さんっていうなら、僕がセルティのお婿むこさんになるのもいいよね！　新羅・ストゥルルソン。いいじゃない！　僕とセルティが一つになったみたいで今まで以上にセルティを身近に感じるよ！　岸きし谷たにセルティだとなんか父とうさんの養よう子しになったっぽい気もするんだよね、だからほら、今からでももう一度結婚式をボボボボボ」

　調子に乗って抱きついてこようとした新羅を影で諫いさめながら、セルティは心しん中ちゆうの苦く笑しようと共に彼に対する言葉を打ち出した。

『やれやれ。私はもう、新羅に大きくズラされてここにいるんだって思い出したよ。本当なら、私と新羅はそもそも住む世界が違うんだからな』

「セルティ……」

　また居なくなると言い出すのではないかと不安げな顔をする新羅に対し、セルティはハッキリとそれを否定する言葉を紡つむぎ出した。




『ありがとう、新羅。私の道を外してくれた事……今では凄すごく感かん謝しやしてるよ』







[image: エピローグ　御客様、今後出入禁止です]






















数日後　園その原はら堂どう




「へえ、セルティさんとそんなに仲が良かったなんて驚きです」

　姫ひめ香かの言葉に、杏あん里りが照れた様よう子すではにかんだ。

　あれから数日が経過し、すっかり街の様子も落ち着いた頃ころ合あい。

　八や尋ひろ達三人組が『園原堂』を訪れると、丁ちよう度どそこではセルティが杏里と話している姿すがたがあり、そこで色々セルティを巡る話などで盛り上がったのだ。

「結局三さぶ郎ろうさんも、『銃じゆう撃げきされた事によるパニック』って事が認められて、なんとか免めん停ていは免まぬがれそうって話ですよ」

「本当かなあ。刑けい務む所しよ行きは免れても、免停にはなると思うけどなあ普通……」

『まあ、渡と草ぐさは本当に聖ひじり辺べルリの事になるとおかしくなるからな』

　そんな談だん笑しようを続けながら、セルティは今回の事件の事をおさらいしていた。

　流石さすがに八や尋ひろ達の前で『罪さい歌か』の話は出さなかったが──彼らが来る直前まで、『罪歌』に纏まつわる今回の事件の話をしていた為ため、うっかり口走らないようにするのが大変だった。

　すると、久く音おんがチラリと店の奥で作業をしている女性を見つける。

「あれ？　あの人、新しい店員さんすか？」

「ええ、昨日きのうから働いて貰もらってます」

　杏あん里りがそう答えると、ブロンド髪の白人らしき女性がこちらを見てペコリと挨あい拶さつをした。

「オルカと言います。留りゆう学がく生せいですが、宜よろしくお願いします」

「へー、日本語上う手まいですねえ」

「ありがとうございます。行き場の無い所を店長に拾って頂いただいて、ご恩おんを返す為ために働かせてもらっています」

「留学生なのに行き場が無い……？」

　所々妙みような所は感じたものの、まだ完全に日本語に慣れていないだけだろうと判はん断だんし、スルーする少年達。

　しかしセルティは知っていた。彼女もまた今回の事件の犯人側の一人であり、罪歌によってその罪つみを洗いざらい吐き出された存在だと。

　そして、それによってセルティは杏里から事件の全容を聞く事ができたのだ。




　四し十じ万まが脱だつ退たいした後に複数に分ぶん裂れつして再生した『ヘヴンスレイヴ』に目をつけたのは、セルティがかつて夏なつ瓦がわら家けの蛇へびを取り返す時に揉もめた謎なぞの集団だった。

　当初は国際的な密みつ輸ゆ団だんだろうと思っていたが、どうやら夏瓦グループの研究内容を狙ねらう企き業ぎよう工作員だったらしく、彼らが夏瓦家長ちよう男なんが接せつ触しよくした『ヘヴンスレイヴ』に目をつけ、複数ある組そ織しきをまるごと手て駒ごまに仕立て上げたそうだ。

　そして、夏瓦雪ゆき彦ひこが唐とう突とつに複数ある『ヘヴンスレイヴ』のうちの一つを乗っ取り、杏里を攫さらうように命令したらしい。

　──やれやれ、泥どろ棒ぼうに入ったわけではなく、夏瓦家から持ち出したものを置きに来ただけとは……。しかもその二つを、よりによって八尋君と久音君が持って帰っていたとはな。

　──……『蛮ばん軟なん陣じん』も結局雪彦が持ってたみたいだし、それもこれも全部鯨くじら木ぎが悪い。

　──というか、四十万は今回の件には関係なかったんだな……。

　悪い事をしたかとも思ったが、そもそも彼の悪あく行ぎようが発ほつ端たんであり、今回も最後には利用された形となるので、セルティは特に謝る必要はないと判断した。

　セルティは偶ぐう然ぜんに偶然が重なった事件に偶然巻き込まれたという運うん命めいの皮ひ肉にくを感じながら、とりあえず園その原はら堂どうに平へい穏おんな日々が戻って来た事に安あん堵どする。

　──企業工作員もここにいるオルカって娘むすめを除いてみんな逮たい捕ほされたっていうし、まあ取りあえずは一安心だな。静しず雄おに殴なぐられた連れん中ちゆうはまだ全員入院中らしいが。

　竜りゆうヶが峰みね帝人みかどは今回の件を知っているのだろうか、などと考えていると、八や尋ひろと久く音おんが不ふ意いに顔を見合わせ、セルティに対してノートパソコンを差し出してきた。

『？　これは？』

「ええと……実はっすね。……その、ここで貰もらった品物から、なんかデータカードが出て来て……俺おれの方は、エロ画が像ぞうが数万枚だったんですけど」

　──ああ、知ってる。

　──それ、夏なつ瓦がわらグループの総そう帥すいの恥ち部ぶだぞ。

　苦く笑しようしながら真実を話すべきかどうか迷っていると、八尋が妙みような事を言い出した。

「でも、実は違ったんですよ」

『え？』

「俺のＳＤカードの方に入ってた変なソフトウェア、なんだろうって思ってたんですけど、久音のお姉ねえさんが解かい析せきしたら、特とく殊しゆな『結合ソフト』だって……」

　結合ソフト。

　特殊な形に分割された複数のファイルを組み合わせて、元のデータを再さい構こう築ちくする為ためのソフトウェアのことだろう。

　──なんでそんなものが？

　首を捻ひねるセルティに、久音が続けた。

「それで、その……数万枚のエロ画像？　それ、偽ぎ装そうだったんすよ」

『え？』

「その結合ソフトに画像フォルダを入力したら、画像の中に仕込まれてたコードを抽ちゆう出しゆつして、全然別のファイルを再構築して……それが、このファイルなんすけど」

　セルティはそのデータファイルを覗のぞき込み、背せ筋すじをぞっと震わせた。

「なんか気き味み悪わるくて……セルティさんなら詳しいんじゃないかと思って、ちょっと見て貰もらおうと思ったんですよね」

　久音の言葉に、セルティは暫しばし考えこんだ後──何事も無かったかのように、明るい調子で文字を打つ。

『解わかった、ちょっとコピーさせて貰うよ。私の知り合いならもっと詳しいのがいるから、色々と聞いてみようと思う』
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夜　夏瓦邸てい




『どういう事か説明して貰おうか』

　ズカズカと執しつ務む室しつに入り込んだセルティに、夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるは不敵な笑えみを浮かべて見せた。

「おやおや……もう成功報ほう酬しゆうは先日お支払いしたと思いますが？　ここに来るまでに執しつ事じやメイドやボディーガードがいた筈はずですが、彼らはどうしたのでしょう？」

『……お前の探してたエロ画が像ぞうを見つけたから届けに来たと言ったら、みんな通してくれた』

「うそぉ……」

　即そく座ざに不敵な笑みを消し去って動どう揺ようした白夜丸に、セルティは勢い良くタブレットＰＣの画面とスマートフォンの文字列を見せつける。

『噓うそはついてないぞ。お前が箱はこ根ね細ざい工くの中に隠かくしたエロ画像二万枚は見つけたんだからな』

「あ、そうですか、それは割と本気でありがたいです。返して下さい」

『あと、メガロドンの歯の化石に隠してた結合ソフトもな』

「……」

　そこで動揺を消し去り、再び不敵な笑みを浮かべる白夜丸。

「ほう……ということは、知ってしまったわけですな。我々の研究を」

『ああ。なるほど、確かにあれは、下へ手たすれば塀へいの中に旅行だな。猥わい褻せつ画像の単純所持じゃ刑けい務む所しよに入らなくても……一人の子供に対する、医い療りよう目的じゃないいくつもの人体実験なんて、普通に考えても虐ぎやく待たいだろうよ』

　八や尋ひろ達が見たデータの中に書かれていたのは、ある特とく殊しゆな事例の子供に様さま々ざまな遺い伝でん子し操そう作さや特殊薬やく物ぶつの投とう与よを行い、人じん為い的に各種能力を引き上げようというものだった。

　早い話が、子供の身体からだをいじり回して超ちよう人じんを作り上げてしまえという実験である。

　世界には多かれ少なかれそういう実験の例はあるが、そのデータの中に書かれていた実験の数々は、明らかに法で許される範囲を超えていると思われた。

　八尋や久く音おん達は、そのデータが夏瓦家から流出したものだという事を知らない。

　だが、セルティは知っている。

　そこで、義ぎ憤ふんにかられた彼女が一言文もん句くを言おうと夏瓦家を訪れたのである。

　データを突きつけられた白夜丸は、黒くろ幕まく然ぜんとした笑みを浮かべながら口を開いた。

「ふふふ……だとしたらどうするんですか？　そのデータには我々の企き業ぎよう名めいやそれに連なる証しよう拠こはありませんよ。エイプリルフール用の冗じよう談だんで作ったファイルだと言えばそれまでです」

『どうするもこうするも』

　次の瞬しゆん間かん、パァン、パァンと小こ気き味みよい音が執務室の中に鳴り響ひびく。

「痛い!?　普通に凄すごく痛い！」

　影で作った巨きよ大だいな平手に張り倒された白夜丸は、涙なみだ目めになりながら黒幕らしさをゼロにして抗こう議ぎした。

「酷ひどいじゃないですか……！　別にその技術で殺人マシーンを作ったり、実験と称して村を一つ皆殺しにしたりしてるわけじゃないのに……」

『虐ぎやく殺さつしなけりゃいいってもんじゃない！　子供をこんな玩具おもちやにして……人の命をなんだと思ってるんだ！　お前、子供の夢の為ために会社をやってるって言ったろう！』

「……ええ、言いましたよ。その気持ちに噓うそはありません」

『なんだと……？』

　真剣な表情で言う白びやく夜や丸まるに気け圧おされ、息を吞のむセルティ。

　一体どのような言葉が返ってくるのかと緊きん張ちようした彼女に、白夜丸は言った。

「……改造手しゆ術じゆつで特とく殊しゆ能力を得るって、割と男の子の夢じゃありません？」

『やっぱり森しん厳げんの親友だよ、お前は！』

　首をギリギリと絞しめ上げながら言うセルティに、白夜丸は彼女の腕をタップしながら呻うめく。

「ま、待って下さい。それに、そのファイルの子は死んだわけじゃないです。命を玩具にはしてないです、信じて下さいトラストミーラブミーテンダーキリングミーソフトリー」

　苦しんでいるのか余よ裕ゆうなのか解わからない言葉を囁ささやきだした白夜丸を解放し、セルティは訝いぶかしげに尋たずねた。

『じゃあ、その子は無ぶ事じなのか？　今どこに……』

「どこにも何も……ほら、ちょうど帰って来ましたよ？」

　すると、階段の下から誰だれかが駆かけ上がってくる音が聞こえて来た。




　──まさか……淡あわ雪ゆきちゃん!?




　セルティが振り返ると同時に、執しつ務む室しつの扉とびらが開かれ──
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数時間前　埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所




「やれやれ、煩わずらわしい連れん中ちゆうが纏まとめていなくなって良かったよ。妙みような誤ご解かいも解けたろうし、ヘヴンスレイヴの残ざん党とうも粟あわ楠くす会かいに売り渡したしな」

　そんな事を言う四し十じ万まに、ジャミが申もうし訳わけなさそうに声をかけてきた。

「ごめんねー？　女の子を攫さらうとか疑っちゃって」

「気にしてないさ。俺おれも必要があれば攫うだろうしな」

「うわあ最低！」

　そんな事を言いながら、ジャミは手にしていた知恵の輪を何度もいじり回していた。

「うう、開かないよう」

「なんだお前、そういうの得意じゃなかったのか？」

「苦にが手てだよー？　学校の授業とか、記き憶おくしたり計算したりは得意なんだけど……」

　シュンと俯うつむくジャミに、四し十じ万まは首を傾かしげながら口を開く。

「この前ブルースクウェアの連れん中ちゆうが持ってたカラクリ箱を簡単に開けてたろう」

「え？　あれはだって、何回も開けてるから」

「？」

「あれ、うちにあるのと一緒だったからさー。何度も開けてるからそりゃ馴なれるよー。でも、中身がデータカードっていうのも一いつ緒しよだったのはビックリした。みんな、箱はこ根ね細ざい工くにはああいうの入れるのかなー？」
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現在　夏なつ瓦がわら邸てい　執しつ務む室しつ




「ただいま父とうさん！　……あ！　首くび無なしライダーさん!?」

　長身の割に無む邪じや気きな調子の言葉を吐いた褐かつ色しよく肌はだの少年を見て、セルティは首を傾かしげる。

『あ、ええと……はじめまして？』

「ああ、俺おれは街でこの前見かけましたよー！　あと、妹の蛇へびを取り返してくれた時にも庭で見てました！　御ご挨あい拶さつできて感かん激げきです！」

　目を耀かがやかせる少年を見て、セルティは困ったように夏瓦に向き直った。

　すると白びやく夜や丸まるは、事もなげに答える。

「ああ、養よう子しのジャミです」

「夏瓦ジャミです！　宜よろしくお願いします！」

『あ、どうも……』

　ジャミから差し出された手を握り返すセルティの前で、白夜丸がサラリと告げる。

「で、この子がさっき言ってた、人体実験の子です」

『オイ!?　本人の前で……』

「あれれ？　その話、しちゃったの父さん？　企き業ぎよう秘ひ密みつとか言ってなかったっけ？」

『普通に知ってるのか!?』

　衝しよう撃げきの連続で混乱するセルティに、白夜丸はあっさりと言い放った。

「もちろん。海外で適性のある子を見つけた所、困こん窮きゆうしていた本当の御両親から実験台でもいいから使ってくれと頼まれましてね……。そこでありとあらゆる開発中の技術を試してみた所、全て成功！　健すこやか過ぎるほど健やかな少年のできあがりというわけです。成せい績せきも優ゆう秀しゆう、運動神しん経けいもオリンピック級で、それが兄の雪ゆき彦ひこの嫉しつ妬とを────……………」

　その後、養子になった経けい緯いや日本に来てからの話も散々聞かされたが、セルティは疲れ切って殆ほとんど聞き流してしまっていた。

　すると、憔しよう悴すいしたセルティを見て白びやく夜や丸まるが勝ち誇ったように言う。

「おやおやぁ？　これは『うっかり早とちりさん』と呼ぶべき事じ案あんなんじゃありませ……痛い痛い痛い痛い！」

『普通に法ほう律りつ違い反はんしてるって事は忘れるなよ？』
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数時間前　埼さい玉たま県某ぼう所しよ　貸事務所




「でも、ごめんねー、義に兄いさんが変な事して話をややこしくしちゃって」

「まったくだ。そうか、さっき言ってたパズル……どういうわけか知らんが、ブルースクウェアのあいつが園その原はら堂どうから買ってたんだな」

　実際はただで貰もらったものだが、そうとは知らぬまま四し十じ万まは淡たん々たんと語り続ける。

「それで、お前の兄あに貴きはどうしてるんだ？」

「うーん。なんか凄すごく怖こわい目にあったみたいで、部屋に引きこもっちゃってるよ？　時々『俺おれは矮わい小しような存在です取るに足らないゴミですゴメンなさいゴメンなさいゴメンなさい』って泣き声が聞こえてくるけど、妹も母かあさんも『とにかく生きて戻って来てくれて良かった』って大喜びだよ」

「……やっぱりお前の家族どこかおかしいぞ。……しかしまあ、お前の事を囮おとりにしたからな。俺の事を知ったら家族も怒り狂うだろうよ」

　企き業ぎよう工作員達を確実に誘おびき寄せる為ため、セルティを呼びつけたショッピングモールにジャミを向かわせ、わざと監かん視し者しや達に顔を見せたのだ。

　夏なつ瓦がわら家けの次じ男なんが、首くび無なしライダーと接せつ触しよくしていると思い込ませる為に。

「四十万さんこそ、自分の家族が作ってる所で銃じゆう撃げき戦せんやらせるなんておかしいよ」

「俺はおかしいんじゃない。クズなだけだ」

「変なの。……ああ、でも、父とうさんは別に怒らないと思うよ？」

「どうしてだ？」

　気になって尋たずねた四十万に、ジャミは無む邪じや気きな笑えみを浮かべながら言った。




「父さん、最初っからあの人達を潰つぶす予定だったみたいだし。予定がちょっと早くなっただけだよ！」
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現在　夏なつ瓦がわら邸てい




『お前にはもう一つ言いたい事があるぞ』

　ジャミが自分の部屋に戻っていったのを確かく認にんした後、セルティはビシリと指を突きつける。

『お前……あの企き業ぎよう工作員達に、私の「影」こそが夏瓦グループの新技術だという偽にせ情報を流したな？』

　罪さい歌かに操あやつられたオルカの情報なので、噓うそという事はないだろう。

　すると白びやく夜や丸まるは、再び不ふ遜そんな笑えみを浮かべて執しつ務む室しつの椅い子すを軋きしませた。

「おやおや、その事実にまで辿たどり着くとは、私は少々貴女あなたを侮あなどっていたようですね」

『息子むすこを探させるというのは方ほう便べんで、実際は私を使って奴やつらを掃そう除じする計画だったわけだ』

「お陰様で、我が家の周りを彷徨うろついていた敵対組そ織しきの残ざん党とうを一いち網もう打だ尽じんにする事ができました。やはり、以前一度敵対していただけに、運び屋さんは良い囮おとりになって下さったというわけです。まあ正直、ショッピングモールで銃じゆう撃げき戦せんとかそこまで派は手でにして欲しくなかったなという思いは割と強くありますが。あれ、四し十じ万まグループからも私が仕組んだと疑われてて辛つらいです」

　最後だけ少し弱気になったが、いけしゃあしゃあと言い放つ白夜丸。

「くくく……どうですかな。森しん厳げんの言う事を鵜う吞のみにするような男に手て玉だまに取られた御感想は」

『うん……まあ、だが、何な故ぜそれを今わざわざ私の前で言った？　「偽情報を流したのは第三者だ、私は知らぬ存ぜぬ」で押し通せる所だったんじゃないか？』

「いやあ、このままじゃ私は貴女にただのバカだと思われて終わりなので、それは悔くやしいなと思ったので。いやあー、手玉に取るの簡単でしたねぇー。伝でん説せつの首くび無なしライダー」

　あっけらかんと言い放つ白夜丸に、セルティが静かに一歩近づいた。

『なるほど。一応聞いておくが、森厳は他に私についてどんなことを言ってた？』

「そうですね……『下へ手たに怒らせると凄すごく怖こわい』とか……あ、あれ、おかしいですね。貴女の背後に黒い不ふ動どう明みよう王おうみたいなのが浮いて見えますよハハハ」

『私が今影で作ってるからな』

　そのまま影の不動明王を無数の黒い触しよく手しゆへと変化させ、ジリジリと躙にじり寄る。

『そっちの評ひよう価かの方を鵜吞みにしておくべきだったな』

　ジワリジワリと迫る恐きよう怖ふを前に、白夜丸が本気で悲鳴をあげかけたその時、執しつ務む室しつの扉とびらが勢い良く開かれた。

　瞬しゆん時じに影明王を消したセルティが振り返ると、そこには息を弾はずませた淡あわ雪ゆきが立っている。

「運び屋さん！　ジャミ兄にい様さまからここにいると伺うかがいました……！　この度たびは、雪ゆき彦ひこお兄様を助けて下さって、本当にありがとうございます！」

『あ、ああ。いいんだ。まあ、正確には私が助けたわけじゃないというかなんというか』

　ペコリペコリと何度も頭を下げる淡あわ雪ゆきに対してしどろもどろになるセルティ。

　それを見て、白びやく夜や丸まるがチャンスとばかりに娘むすめに言った。

「ああ、淡雪！　丁ちよう度ど良かった。雪ゆき彦ひこが無ぶ事じに戻った記念に、今日きようは朝まで父とうさんとパジャマパーティーをしようじゃないか！　具体的にはそう、運び屋さんが飽きて帰るまで」

「パジャマパーティー？　何をするんですか？　御お父とう様さま」

　するとセルティが、淡雪だけに見える形でスマートフォンを見せた。

『大人おとなにならないと見ちゃいけない、怖こわい怪かい物ぶつやオバケが沢たく山さん出てくるビデオを見るらしいぞ』

「ひうっ……。わ、私は眠いので寝ます！　おやすみなさい、運び屋さん！　御父様！」

　先日父親に脅おどされた言葉を思い出したのか、セルティにもう一度ペコリと頭を下げると、パタパタと寝室に向かって走って行く淡雪。

「ぬあぁ!?　娘に何を吹き込んだ!?　おのれ、幼い子供を怖がらせるとは、それが大人のやることぐぬわぶぶぶぶ」

『お前が言うな！』

　天てん井じようから影で白夜丸を吊つり下げ、下から影の槍やりを突き上げて脅しをかけるセルティ。

『何か言い残す事はあるか？』

「待って下さい！　そうだ、お金……迷めい惑わく料りようをきちんとお支払いしますから！」

『……どのぐらいだ？』

　そこで一いつ旦たん影の槍を引っ込めると、白夜丸は自由になっていた右手の人差し指を立てた。

「そうですね……。ジャミの研究データの口止めの件も含めて、まあ、これぐらいで」

　──十万円か。

　基本報ほう酬しゆうも合わせれば悪く無い数字だったが、下へ手たすれば発信器で家を探されて新しん羅らにまで迷惑がかかっていたかもしれない事を考えると、セルティの中で僅わずかな苛いら立だちが湧わき起こった。

『いいや、これぐらい貰もらおうか』

　三本指を立てたセルティに、白夜丸はムムムと唸うなっていたが、やがて諦あきらめたように項うな垂だれた。




「解わかりました……貴女あなたは中々に商売上手じようずですね、運び屋さん」





♂♀






翌日　新羅のマンション




『とまあ、夕べはそんな事があってな』

　セルティの説明を聞いた新しん羅らは、へえ、と感心しながらネット銀行のＨＰにアクセスする。

「そっか、何を口止めされたのかは知らないし僕も聞かないでおくけど、日本有数のお金持ちをやりこめたなんて中々に爽そう快かいだね」

『いや……結局脅おどしたようなものだし、爽快に感じるのはどうかと思うぞ……』

　やはり自分も新羅も精神的にブラックなのかもしれないと思いつつ、セルティは心しん中ちゆうで小さく溜ため息いきを吐いた。

　──私も新羅も、世せ間けんから見たらとんでもない悪あく党とうだろうな。

　しかし、例え悪あく徳とくの道であろうと、新羅と同じ道を歩むと考えると、それはそれで構わないとも思い始めた。

　お互いに世間からズレながらも、共に歩むものが居ればそれでいいのではないだろうか。

　だが、できる事なら世間に迷めい惑わくは掛けずに生きていきたいものだ。

　そんな事を考えながら、セルティはふと三人の学生達の事を考える。

　──あの子達がもしもこっちの道に入りかけたら、私はなんとか押し戻してあげるような存在になろう。帝人みかど君を押し戻そうとした赤あか林ばやしさんみたいに。

　セルティはそこでふと、彼らが話していた『倉そう庫この片付けで貰もらった物』について思い出した。

　そして、気になって杏あん里りにメールをしてみる。

【もしかしたら、姫ひめ香かちゃんの万まん年ねん筆ひつにも何か仕込んであったんじゃないの？】

　すると、返事は単純なものだった。

【いいえ、あれは、元から私が仕入れたものですよ】

　──なんだ、そうか。

　──流石さすがに変な偶ぐう然ぜんはなかったか。

　安あん堵どしかけたセルティは、杏里からのメールに続きの文章がある事に気付く。

【あれは、鯨くじら木ぎさんに売って頂いただいた万年筆で、彼女がサービスとして、何ど処こかの島の埋まい蔵ぞう金きんの地図をペンの中に隠かくしておいたそうです】

　──ちょっと待て!?　なんだそれ!?

　──杏里ちゃんも、なんでそんなのあっさりプレゼントしてるの!?

　やはり自分の周りにいる大人おとなはどこかおかしい人間が多いのかもしれない。

　杏里ちゃんもすっかり大人になってしまったんだなあと考えていたセルティだが、ふと、新羅がパソコンの前で固まっている事に気が付いた。

『どうした？　新羅』

「ねえセルティ。夏なつ瓦がわらさんのダミー会社から入金あったけど、なんか数字がおかしいよ？」

『何？』

　──あいつまさか、指三本で３００円でしたというオチを!?

　だとするならば今からでも埼さい玉たまに行って殴なぐり倒さねばと思いつつ、セルティは新羅のパソコンを覗のぞいてネット銀行の帳ちよう簿ぼを見る。

　するとそこには、入金：￥３０，０００，０００と書かれていた。

『なんだ、ちゃんと三十万じゃないかかかかかっっかかっｌｊっｋｐｋ』

　途と中ちゆうでケタの多さに気付き、文字を打つ手が震えるセルティ。

「さ……三千万円入ってるんだけど……セルティ……一体どんな脅おどし方したの？」




　その後、畳たたみかけるようにセルティのスマートフォンにメールの着ちやく信しん音おんが鳴り響ひびく。

　久く音おんからのメールには『マジぱねえっす！　姫ひめ香かちゃんの万まん年ねん筆ひつの中から、宝の地図っぽいのが出て来て！　江えノ島しまの沖おきにあるらしいんすけど、行くっきゃないでしょこれ！』と書かれており──セルティは、どう足あ搔がいても自分は、どこか少しズレた非日常から逃のがれられない運うん命めいなのかもしれないと考えた。




　そして彼女はその後、手にした大金で船を買って、八や尋ひろや静しず雄お達と共に夏休みに江ノ島近海で宝探しをする事となるのだが──それはまた、別の話。




　セルティには、わざわざ海に乗り出さずとも──池いけ袋ぶくろの街で繰り広げられる『少しズレた冒ぼう険けん』が、この先いくつも待ち受けているのだから。

　新しん羅らという、彼女の世界を狂わせた最高の相あい棒ぼうと歩む物語が。
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成なり田た良りょう悟ご

最近著者近影の写真を撮る暇すらないので、何か写真素材はないかと探していたら、自分の買いたての新車を撮影した時の車のボディに私が映り込んでいたのを発見。『この写真、よく見たら10年前のだ……』と気付き、車も自分も歳を重ねたと呻く三十路作家。
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。画集『シューティングスター・ビバップ　Ｓｉｄｅ：デュラララ!!』も発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「成田良悟先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係











本書は書き下ろしです。
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